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熊
野
古
道
国
際
交
流
シ
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ジ
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0
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そ
れ
は
熊
野
古
道
が
世
界
と
出
会

い
、
世
界
と
つ
な
が
っ
た
記
念
す
べ

き
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
10
月
31
日
、
世
界
遺

産
の
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

の
登
録
５
周
年
を
記
念
し
て
、「
熊
野

古
道
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
尾
鷲

２
０
０
９ 

」
が
、
尾
鷲
市
に
あ
る
三

重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
コ
モ
ス
の
グ
ス
タ
ボ
・
ア
ロ
ー

ズ
会
長
を
は
じ
め
、
世
界
18
ヵ
国
か

ら
文
化
遺
産
保
存
分
野
の
第
一
線
の

専
門
家
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
野
呂
知
事
は
、

「
熊
野
古
道
は
世
界
に
誇
る
財
産
で

す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、

そ
の
価
値
を
再
認
識
す
る
契
機
に
な

れ
ば
大
変
喜
ば
し
い
」と
挨
拶
。
ま
た
、

来
賓
の
ア
ロ
ー
ズ
会
長
と
中
川
正
春

文
部
科
学
副
大
臣
か
ら
も
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
参
加
者

は
約
２
３
０
人
。「
文
化
の
道
を
探
る
」

を
テ
ー
マ
に
熱
い
討
議
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

道
の
専
門
家
た
ち
が

世
界
18
ヵ
国
か
ら
参
加
。
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国
際
会
議
に
先
立
ち
、
三
重
県
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
熊
野
古
道
に
よ
る
地
域

お
こ
し
が
盛
ん
だ
っ
た
三
重
県
東
紀

州
地
域
で
は
、
2
0
0
1
年
の
世
界

遺
産
暫
定
リ
ス
ト
登
載
を
機
に
、
世

界
遺
産
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
の

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
関
係
者
が
共
有
す
る
行
動

指
針
「
熊
野
古
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

2
0
0
8
年
に
は
そ
の
最
新
版
「
熊

野
古
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２

追
記
編
」
が
ま
と
め
ら
れ
、「
外
の
輪
づ

く
り
」「
内
の
輪
づ
く
り
」「
保
全
と
活

用
の
輪
づ
く
り
」
の
３
つ
の
輪
づ
く
り

が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
こ
の
国
際
会
議
は
準
備
さ
れ
ま
し

た
。

　

2
0
0
9
年
、
世
界
文
化
遺
産
に

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
イ
コ
モ
ス（
国

際
記
念
物
遺
跡
会
議
）文
化
の
道
国
際

学
術
委
員
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）
の
年
次
総

会
を
三
重
県
に
招
致
し
、
国
際
的
な
専

門
家
と
地
域
の
関
係
者
が
直
接
話
し
合

う
機
会
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
っ
て
、
熊

野
古
道
国
際
会
議
プ
レ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
称
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
、
三
重
大
学
の
学
生
や
地
元
の
若
手

経
営
者
な
ど
、
新
た
な
関
係
者
も
参

加
し
た「
内
の
輪
」が
育
ま
れ
ま
し
た
。

若
い
世
代
も
参
加
し
た

プ
レ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
講
演
で

は
、
イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
会
長
の

マ
リ
ア
・
ロ
ー
ザ
さ
ん
が
、「
世
界

遺
産
の
新
し
い
分
類
で
あ
る
文
化
の

道
は
、
大
き
な
潜
在
性
を
持
っ
て
い

る
」
と
力
説
。
ま
た
、
山
伏
の
姿
で

登
場
し
た
金
峯
山
修
験
本
宗
宗
務
総

長
の
田
中
利
典
さ
ん
は
、「
熊
野
古

道
が
今
日
ま
で
続
い
て
き
た
の
は
、

沿
道
の
平
和
が
保
た
れ
て
き
た
か
ら

だ
」
と
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
熊
野

古
道
伊
勢
路
の
人
々
」
と
題
し
た
ビ

デ
オ
を
上
映
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
大
き
な
柱
で
も
あ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
地
域

活
性
化
セ
ッ
シ
ョ
ン
」「
将
来
へ
の

継
承
セ
ッ
シ
ョ
ン
」「
保
存
管
理
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
ご
と
に

熱
い
議
論
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
さ
れ
た
女
優
の
秋
吉
久
美
子
さ
ん

は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
で
も
熊
野
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
熊
野
古
道
協
働
会
議
の

代
表
世
話
人
花
尻
薫
さ
ん
の
閉
会
の

辞
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
三
重

大
学
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
、
三
重
県
立

相
可
高
等
学
校
調
理
ク
ラ
ブ
、
紀
北

国
際
交
流
協
会
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

秋
吉
久
美
子
さ
ん
も
熱
弁
。
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10
月
31
日
に
は
、
イ
コ
モ
ス
の
専

門
家
ら
を
対
象
に
熊
野
地
域
の
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
現
地
視
察
旅
行
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
行
が
最
初
に
訪
れ
た
熊
野
那
智

大
社
で
は
、
那
智
大
滝
や
大
社
社
殿

に
隣
接
す
る
西
岸
渡
寺
な
ど
、
目
に

映
る
も
の
す
べ
て
に
興
味
を
持
た
れ
、

神
仏
習
合
な
ど
の
考
え
方
に
つ
い
て

熱
心
に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
花
の
窟
で
は
、
巨
大

な
岩
倉
と
七
里
御
浜
な
ど
、
熊
野
信

仰
の
原
形
を
示
す
聖
地
の
有
様
に
大

変
興
味
を
持
た
れ
た
様
子
で
し
た
。

こ
う
し
て
信
仰
を
背
景
に
し
た
わ
が

国
の
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
尾
鷲
と
伊
勢
の

２
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
臨
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
は
、
す
べ
て
の
行
程
を

終
え
た
ア
ロ
ー
ズ
会
長
に
、
熊
野
古
道

伊
勢
路
を
特
別
に
歩
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

石
畳
の
感
触
を
確
か
め
る
よ
う
に
歩

か
れ
た
会
長
は
、
よ
く
管
理
さ
れ
た
森

林
に
感
嘆
さ
れ
、
こ
の
景
観
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
熊
野

古
道
の
精
神
性
を
文
化
的
景
観
と
し
て

守
る
た
め
に
は
、
法
整
備
の
強
化
な

ど
も
含
め
て
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た

し
っ
か
り
し
た
仕
組
が
必
要
だ
と
意
見

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

熊
野
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

那
智
大
社
、花
の
窟
、

馬
越
峠
を
訪
ね
る
。
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グラビア　文化的景観の世界遺産、熊野古道伊勢路の光景…………………………… 24〜 25

世界遺産国際交流シンポジウム伊勢2009 
—これからの世界遺産の意義を問う— … ……………………………………… 26

主催者・共催者挨拶	 前野　嶤（日本イコモス国内委員会委員長）… …………………………………27
		  荒井正吾（奈良県知事）… ……………………………………………………27

		  仁坂吉伸（和歌山県知事）……………………………………………………28

              		  野呂昭彦（三重県知事）… ……………………………………………………28

基調講演		  グスタボ・アローズ（イコモス会長）………………………………………29

		  マリア・ローザ（イコモス文化の道国際学術委員会会長）… ……………………30

第 1セッション	 世界平和の構築に寄与する世界遺産の特質　事例検証……………… 31〜 35
第 2セッション	 世界平和の構築に寄与する世界遺産の特質…………………………… 36〜 38
総括セッション　これからの世界遺産の意義を問う…………………………………… 39〜 41
「平和のための世界遺産」に関する伊勢宣言… …………………………………………… 42〜 43
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　　　　　伊勢エクスカーション………………………………………………………… 45〜 48
記録映像（DVD）・謝辞…………………………………………………………………………… 巻末

熊野古道国際会議の記録　文化の道を探る

編集チーム / 小島明弘（株式会社東海ビデオシステム）

                      長谷川裕芳（三重県政策部東紀州対策局東紀州対策室）　

                      平野 昌（三重県政策部東紀州対策局東紀州対策室）                            

                      山田和子（山田事務所）

監修 / 日本イコモス国内委員会、イコモス文化の道国際学術委員会

デザイン・印刷・製本 / 新日本工業株式会社

DVD 制作 / 株式会社東海ビデオシステム

※海外の専門家の方々の発表のまとめは、同時通訳の日本語翻訳をもとに要約しています。
　そのため、発表者の意図する内容の最適な日本語表現になっていないことも想定されます。その旨ご了承ください。

※肩書きはすべてシンポジウム開催時のものです。
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世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」広域図
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世
界
遺
産
関
連
用
語
の
解
説  

（
参
考
資
料
：『
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
年
鑑
』）

■
イ
コ
モ
ス
（
I
C
O
M
O
S
）

　
日
本
名
は
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
。
人

類
の
遺
跡
や
建
造
物
の
保
存
を
目
的
と
し

て
、
１
９
６
５
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
機

関
。
文
化
遺
産
の
調
査
、
評
価
を
行
い
、

世
界
遺
産
委
員
会
に
協
力
し
て
い
る
。
日

本
国
内
の
イ
コ
モ
ス
会
員
が
組
織
す
る
機

関
と
し
て
、「
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
」

が
あ
る
。

■
イ
コ
モ
ス
文
化
の
道
国
際
学
術
委
員
会

　（
C
I
I
C
）

　
イ
コ
モ
ス
は
、
文
化
遺
産
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
や
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
国
際
学
術
委
員
会
を

設
置
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
文
化
の
道

国
際
学
術
委
員
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）
は
そ
の
う

ち
の
１
つ
で
あ
り
、国
際
協
力
、認
識
、研
究
、

文
化
の
道
の
増
進
や
全
体
と
し
て
の
価
値
の

重
要
性
を
促
進
し
、
文
化
的
景
観
や
遺
跡
の

保
全
を
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ

　「
完
全
性
」
や
「
完
全
さ
」
を
意
味
す
る
。

遺
産
の
価
値
を
構
成
す
る
必
要
な
要
素
が

す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
長

期
的
な
保
護
の
た
め
の
法
律
等
の
制
度
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
含
む
。

■
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ

　「
本
物
で
あ
る
こ
と
」、「
真
正
で
あ
る
こ

と
」
を
意
味
す
る
。
主
に
建
造
物
や
遺
跡

な
ど
の
文
化
遺
産
が
持
つ
本
物
の
芸
術
的
、

歴
史
的
な
価
値
の
こ
と
。
修
復
な
ど
に
お

い
て
は
、
形
態
・
材
料
・
構
造
・
工
法
の

真
実
性
が
求
め
ら
れ
る
。

■
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道

　
三
重
、
奈
良
、
和
歌
山
の
３
県
に
ま
た

が
る
三
大
霊
場（
熊
野
三
山
、
吉
野
・
大
峯
、

高
野
山
）と
参
詣
道（
熊
野
参
詣
道
、
大
峯

奥
駈
道
、
高
野
山
町
石
道
）の
独
特
の
景

観
が
認
め
ら
れ
、
２
０
０
４
年
７
月
７
日
、

日
本
で
初
め
て
遺
産
全
体
が
「
文
化
的
景

観
」と
し
て
登
録
さ
れ
た
文
化
遺
産
。

■
危
機
遺
産
リ
ス
ト

　
武
力
紛
争
、
自
然
災
害
、
大
規
模
工
事
、

都
市
開
発
、
観
光
開
発
、
商
業
的
密
猟
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
普
遍
的
価
値
を
損
な
う

よ
う
な
重
大
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

遺
産
を
記
載
し
て
い
る
リ
ス
ト
。

■
熊
野
古
道

　
熊
野
三
山
に
至
る
巡
礼
の
道
の
名
称
。

熊
野
街
道
、
熊
野
道
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
経
路
に
よ
っ
て
３
つ
に
分
類
で
き
、
紀

伊
半
島
の
西
岸
を
通
る「
紀
路
」、
東
岸
を

通
る「
伊
勢
路
」、中
央
部
を
通
る「
小
辺
路
」

が
あ
る
。
紀
路
は
途
中
で「
中
辺
路
」と「
大

辺
路
」に
分
か
れ
る
。

　
な
お
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

の
熊
野
古
道
は
「
熊
野
参
詣
道
」と
呼
ば
れ
、

ほ
か
の
参
詣
道
に
は
「
大
峯
奥
駈
道
」「
高

野
山
町
石
道
」が
あ
る
。

■
世
界
遺
産

　
世
界
遺
産
と
は
、「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
顕
著
に
し
て
普
遍

的
な
価
値
を
も
つ
人
類
共
通
の
資
産
を
い

う
。
地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に
よ
っ

て
誕
生
し
、
過
去
か
ら
現
在
へ
引
き
継
が

れ
、
さ
ら
に
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
べ

き
貴
重
な
宝
物
。

　
世
界
遺
産
は
記
念
物
や
建
造
物
群
、
遺

跡
な
ど
か
ら
な
る
「
文
化
遺
産
」、
地
形
や

地
質
、
生
態
系
、
景
観
な
ど
か
ら
な
る
「
自

然
遺
産
」、
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
両
方
の

定
義
を
満
た
す
「
複
合
遺
産
」
の
３
つ
に

大
別
さ
れ
る
。「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
は
ユ

ネ
ス
コ
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
条
約
」

に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

■
世
界
遺
産
委
員
会

　
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ

て
お
り
、
締
約
国
の
中
か
ら
異
な
る
地
域

及
び
文
化
を
偏
り
な
く
代
表
す
る
よ
う
選

ば
れ
た
21
カ
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

原
則
と
し
て
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
、
新
規

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
物
件
や
拡
大

案
件
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
の
登
録
お
よ
び

削
除
や
遺
産
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
技
術
支

援
、
世
界
遺
産
基
金
の
用
途
な
ど
を
審
議
、

決
定
し
て
い
る
。

■
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

　
世
界
遺
産
条
約
を
締
結
し
た
国
は
、
将

来
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
記
載
す
る
計
画
の

あ
る
物
件
を
「
暫
定
リ
ス
ト
」
と
し
て
ユ

ネ
ス
コ
に
提
出
す
る
。
事
前
に
暫
定
リ
ス

ト
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
、
世
界
遺
産

委
員
会
へ
推
薦
書
を
提
出
し
て
も
審
査
さ

れ
な
い
。

■
世
界
遺
産
条
約

　
正
式
に
は
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自

然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
と
言
う
。

１
９
７
２
年
、
第
17
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
２
０
０
９
年
４
月

現
在
、
１
８
６
カ
国
が
批
准
し
て
い
る
。

日
本
は
１
９
９
２
年
に
第
１
２
５
番
目
の

締
約
国
と
し
て
条
約
を
結
ん
だ
。

■
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
文
化
観
光
）

　
文
化
に
よ
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
を
通

し
て
、
地
域
の
人
々
が
生
業
（
農
業
・
漁
業
・

林
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）
に
従
事
す
る

新
し
い
観
光
の
か
た
ち
。
こ
の
取
組
に
よ

り
、
新
し
い
事
業
の
創
出
や
既
存
の
産
業

に
相
乗
効
果
な
ど
を
も
た
ら
す
も
の
。

■
文
化
的
景
観

　
１
９
９
２
年
、
世
界
遺
産
の
登
録
基
準

の
中
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
概
念
で
、「
自

然
と
人
間
の
共
同
作
品
」
を
表
す
景
観
を

意
味
す
る
。
人
が
自
然
を
利
用
し
て
、
長

い
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
景
観
。

■
ユ
ネ
ス
コ
（
U
N
E
S
C
O
）

　
国
際
連
合
の
教
育
科
学
文
化
機
関
と
し

て
１
９
４
５
年
創
設
。
教
育
、
科
学
、
文

化
を
通
じ
て
諸
国
間
の
協
力
を
促
進
し
、

世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
日
本
は
１
９
５
１

年
に
加
盟
。

■
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
１
９
９
２
年
の
ユ
ネ
ス
コ
の
パ
リ
本
部

内
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
世
界
遺
産
委

員
会
の
事
務
局
の
役
割
を
果
た
す
。
主
な

仕
事
内
容
は
、
世
界
遺
産
委
員
会
の
開
催

の
た
め
の
事
務
、
締
約
国
へ
の
技
術
・
情

報
提
供
、
世
界
遺
産
基
金
の
運
営
な
ど
。

紀北町

大台町

玉城町

伊勢市
多気町

大紀町

尾鷲市

熊野市

御浜町

紀宝町

伊
勢
路

花の窟

三重県立熊野古道センター

賓日館

熊野那智大社
青岸渡寺
那智大滝
那智原始林

伊勢神宮

三重県

奈良県

大阪府

京都府 滋賀県

愛知県

和歌山県

大
峯
奥
駈
道

小
辺
路

中
辺
路

大
辺
路

丹生都比売神社

金剛峯寺

大峰山寺

吉野山
吉野水分神社
金峯神社
金峯山寺
吉水神社慈尊院

丹生官省符神社

熊野本宮大社

熊野速玉大社

補陀洛山寺

霊場

参詣道

◆吉野・大峯
　熊野三山
■高野山

大峯奥駈道
熊野参詣道（中辺路）
熊野参詣道（小辺路）
熊野参詣道（大辺路）
熊野参詣道（伊勢路）
高野山町石道

高
野
山
町
石
道

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

世界遺産関連用語の解説
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文
化
の

探
る
。

熊
野
古
道
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

尾
鷲
２
０
０
９

道
を

2009Owase

14:00 ～ 18:00（開場 13:00）三重県立熊野古道センター開催
場所

土

主 催： 三重県
共 催： 日本イコモス国内委員会、イコモス文化の道国際学術委員会
後 援： 文化庁、奈良県、和歌山県、尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町
協 賛： 伊勢角屋麦酒、「美し国おこし・三重」実行委員会、キリンビール（株）三重支社、
　　　  キリンビバレッジ（株）中部圏地区本部、元坂酒造（株）
協 力：（株）エムアンドエムサービス、 紀北国際交流協会、熊野古道協働会議、
 NPO法人熊野古道自然・歴史・文化ネットワーク、
 三重県立相可高等学校調理クラブ、三重大学ユネスコクラブ

8



9 Owase

この国際交流シンポジウムを通じて、
持続的な地域づくりを進めていきます。

主催者挨拶

みなさま、ようこそ三重へ !!

　「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録されて、今年（2009 年）の７月７日で５周年を迎えました。こ
れを記念して三重県では、「イコモス文化の道国際学術委員会」の年次総会を三重県に招致し、熊野古道国際会議
を開催することといたしました。本日はここ尾鷲市の県立熊野古道センターにおいて、明日は伊勢市の賓日館に
おいて、2 つの国際交流シンポジウムを開催する運びになりました。また、熊野と伊勢のエクスカーションも準
備されております。
　この会議のため、イコモス会長のグスタボ・アローズさんをはじめ、文化の道国際学術委員会会長のマリア・ロー
ザさん、そのほかたくさんのイコモスの専門家の皆様に三重県にお越しいただきました。心から歓迎と感謝の言
葉を申し上げます。また、中川文部科学副大臣にも、わざわざ会場に駆けつけていただきました。
　本日のシンポジウムでは「文化の道を探る」をテーマに、イコモスの関係者の皆様はもちろん、パネリストの皆様、
地元の皆様にも多数ご参加をいただくことになっています。また、女優の秋吉久美子さんもご参加をいただける
ということで、大変嬉しく思っています。　

3 つの目標を掲げて取り組んでいる。

　さて、「紀伊山地の霊場と参詣道」の大きな特徴は、日本で初めて遺産全体が文化的景観として世界遺産に登録
されたということです。三重県側の伊勢路について申し上げますと、昔から聖地へ向かう参詣道であると同時に、
地域の人々と密接な関わりを持った生活の道であり、林業を生業としている人々には今も重要な道になっていま
す。また、この世界遺産は、熊野古道という道に関するものだけではなく、その周辺の自然や歴史、あるいは地
域の人々の暮らしも含めた独特の文化すべてが、文化的景観として総合的に評価されています。
　このような世界遺産となったふるさとの財産を保全していくために、三重県では地元の皆様と一緒に、これま
で次の３つの目標を掲げ取組を進めてきました。
　１つ目は、まず、「価値に気づく」こと。文化的景観等について学ぶため、講座やフォーラムなどを開催したり、
大学や研究者の方々との交流を進め、熊野古道の本質について勉強を続けています。
　２つ目は、「守り伝える」こと。地域の語り部や保存活動のボランティアの方々との協働により、地域の方々や次
代を担う子どもたちに熊野古道の価値を伝えています。
　３つ目は、「伊勢路を結ぶ」という取組です。ご承知のとおり、熊野と伊勢は日本の精神文化を育んできたとこ
ろで、熊野古道伊勢路はこの 2 つの聖地を結ぶ参詣道です。約 170 キロメートルに及ぶ道のりですが、この伊勢
路の地図をつくったり、道標を立てたりして、伊勢路を通して歩くことができる環境を整えてきました。
　こうした取組などについても、このシンポジウムを通じて、皆様から忌憚のないご意見や国際的な視点からの
評価をいただければ幸いに存じます。
　本日のイコモスの皆様との討議により、世界遺産の保全や活用の海外での先進的な事例を学ばせていただきな
がら、これからの持続的な地域づくりや熊野古道の保全と活用に、大いに生かしていきたいと思っています。
　熊野古道は世界に誇る貴重な財産です。このシンポジウムを通じて、熊野古道の価値を再認識する契機になれば、
大変喜ばしいことであります。そういう意味におきましても、このシンポジウムが成果多からんことを心から願っ
ています。
　

三重県知事

野
の

　呂
ろ

　昭
あき

　彦
ひこ
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　「紀伊山地の霊場と参詣道」が、世界遺産リストに登
録されて 5 周年を迎え、このような催しが開催された
ことは大変素晴らしいことです。いかに日本の皆様が、
遺産の保護活動に力を注いで来られたのか、その祝福
にふさわしい催しだと思います。　
　さて、ユネスコの「世界遺産条約」が、1972 年のパ
リ総会で採択されてから、まもなく 40 周年を迎えます。
また、世界遺産リストへの登録件数も、近い将来 1,000
件になろうとしています。こうした中で、今、さまざ
まな議論が行われています。
　その中でも重要なのは、条約の方向性に関する問題
です。このところ条約の方向性は、ともすれば、美人
コンテストのような偏りを見せ、とても危険な状態に
ありました。こうした傾向をいち早く転換し、本来の
方向性に再び戻していくことが重要になっています。
それは脆弱な地球において、世界で最も重要な遺産物・
記念物の保存に、もっと力を入れていくということに
つながっていきます。
　今年も残念ながらドレスデン・エルベ渓谷（ドイツ）
が、世界遺産の登録リストから外されました。これは
イコモスにとって責任重大な問題であります。現在、
私どもは約 750 のサイトを持っていますが、今後はこ
れまで以上にモニタリングにも力を入れなくてはなら
ないと思っています。日本のイコモス委員会の皆様に
も、ぜひ、私たちのお手伝いをしていただければと思
います。
　また、世界遺産活動は、そのリストに載ったものだ
けを守る救助活動だと見られてはなりません。たとえ
一部の人しか見ないものであっても、それが真に価値
あるものであるならば、決してそれを犠牲にしてはな
らないのです。イコモスも、世界市民全員も、人類の
共通の財産である世界遺産だけでなく、すべての遺産
の面倒を見なくてはなりません。
　世界遺産条約を、もともと意図した国際協力のため
の条約にするためには、国際社会の参加が必要であり、
ユネスコ世界遺産委員会の役割は重要です。それと同
時に、日本のような国には模範を示していただきたい
と思います。すべての素晴らしい文化遺産を世界市民
全員と共有しようという寛容な精神から、世界遺産を
推薦し、守っていってください。

来賓挨拶

世界の素晴らしい文化遺産は、
世界市民全員で
共有すべきものである。

世界でも珍しい道の登録地として、
新しい時代に
アプローチしてほしい。

　私も三重県側の熊野古道はだいだい踏破をしており
ます。語り部の皆さんが一緒に歩いてくださいました
が、当地の歴史や文化的な価値を説明していただく際
にも、温かい人情にあふれていて、人と人との交流と
いった観点からも、ここでは素晴らしい活動が展開さ
れているなと、ずいぶん誇りに思っていました。
　世界遺産リストへの登録５周年ということで、今日
はイコモスの皆さんにも多数ご参加をいただき、ここ
から世界へ向けて情報発信する機会を得ましたことは、
誠に喜ばしいことだと思います。グスタボ・アローズ
会長はじめ、今日ご参加をしていただいた皆さんには、
私からも心からお礼を申し上げます。
　先月、ユネスコの総会がパリで開かれました。私も
それに参加しましたが、そこでの日本のポジションは、
想像以上に大きいことを知りました。文化、教育、科
学技術といった分野においても、日本はいかに大きな
存在であるかということを改めて認識しました。
　実は、世界の皆さんと一緒にやっていこうと、日本
が世界に提唱しているプログラムがあります。「ＥＳＤ」
と言われているものです。持続可能な社会開発をする
ために発想し、行動できる人材を育成するための教育
で、そういうプログラムを日本が先頭になって進めて
いるのです。
　道の世界遺産は、現在、熊野古道とスペインのサン
ティアゴの巡礼路の２つだけと聞いています。歴史、
文化の中で自然との共生を図りながら、この文化遺産
をしっかり保全していく。この姿勢がユネスコで私た
ちが進めようとしている ESD 活動にも通じていくと考
えています。
　そういう意味におきましても、この熊野古道を中心
に、これからの課題を提起していく。そんな流れになっ
てほしいと思っています。
　この活動につきましては、私の政策の中でも最優先
課題として、今後も一生懸命に取り組んでまいります。
皆さんとご一緒に、ここから新しい情報を発信して、
新しい時代をつくっていきましょう。そんなメッセー
ジをお届けしながら、私のご挨拶にかえさせていただ
きたいと思います。ありがとうございました。

文部科学副大臣

中
なか

　川
がわ

　正
まさ

　春
はる イコモス（国際記念物遺跡会議）会長　

グスタボ・アローズ
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可能性

Owase

文
化
遺
産
の
概
念
と

構
成
要
素
は

複
雑
で
進
化
し
て
い
る
。

　

イ
コ
モ
ス
国
際
学
術
委
員
会
の
文

化
の
道
委
員
会
の
代
表
と
し
て
、
ま

ず
は
「
文
化
の
道
」
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
、
遺
産
の

概
念
と
構
成
要
素
は
、
こ
こ
数
十
年

の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
進
化
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
単
に
伝
統
的
な

遺
産
の
中
に
、新
た
に
「
文
化
的
景
観
」

や
「
道
」
と
い
っ
た
も
の
が
加
わ
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
遺
産
と
い

う
言
葉
そ
の
も
の
が
、
無
制
限
の
構

成
要
素
を
含
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
す
。

　

も
と
も
と
文
化
遺
産
は
、
記
念
物

だ
け
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
今
で
は
記
念
物
の
つ
な
が
り

を
文
脈
の
中
で
価
値
づ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
歴

史
的
な
都
市
」
と
い
っ
た
分
類
が
加

わ
っ
た
。「
都
市
的
景
観
」「
文
化
的

景
観
」
も
広
義
の
意
味
で
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
文
化
の
道
や
シ
リ
ア
ル
・
ノ

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
個
々
の
要
素
で
は
な

く
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
価
値
の
推
薦
）

な
ど
が
浮
上
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
有
形
・
無
形
の
価
値
観
が
複
雑

な
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
や
は
り
経
験
に
基
づ
い
た
実
証

的
な
分
析
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
的
・
文
化
的
な
関
係
を
把
握
し
、

調
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

遺
産
の
保
存
・
管
理
に
つ
い
て
も
、

世
界
同
一
の
思
想
を
前
提
と
す
る
の

は
、
あ
ま
り
に
も
現
実
性
が
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、あ
る
社
会
に
お
い
て
、

極
め
て
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

が
、
別
の
社
会
で
は
そ
う
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
歴
史
と
慣
習
を
特

定
す
る
構
成
要
素
を
所
有
し
て
い
る
わ

け
で
、
そ
れ
が
文
化
遺
産
と
し
て
の
価

値
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
保
存
・
管
理
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。

　

従
っ
て
、
日
本
の
よ
う
な
東
洋
の

国
に
対
し
て
、
西
洋
の
保
存
・
修
復

技
術
を
強
要
す
る
の
は
お
か
し
な
話

で
す
。
ま
た
、
そ
の
逆
も
真
な
り
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
要
素
と
し

て
取
り
入
れ
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
を
保
存
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
し
て
し
ま
う
と
、
イ
コ
モ
ス
の

設
立
時
の
精
神
を
損
な
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。

文
化
の
道
に
は

大
き
な
潜
在
性
が
あ
る
。

　

世
界
遺
産
の
中
で「
文
化
の
道
」は
、

新
し
い
分
類
の
一
つ
で
す
。
世
界
遺

産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
件
数
が
、

今
ま
で
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
に
つ
い
て
言
え
ば
、

「
文
化
の
道
」
に
は
大
き
な
潜
在
性
が

あ
り
ま
す
。
文
化
の
道
は
こ
の
地
球

上
の
人
類
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
、

よ
り
多
角
的
に
、
よ
り
正
確
な
解
釈

を
提
供
し
、
こ
の
地
球
上
の
歴
史
・

文
化
を
包
括
的
な
方
法
で
わ
か
り
や

す
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
れ

る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　

一
方
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
の
動

機
が
、
地
域
的
、
国
内
的
な
意
義
に

よ
る
も
の
が
多
く
、
よ
り
幅
広
い
歴

史
的
・
文
化
的
な
文
脈
の
構
成
要
素

と
し
て
の
研
究
や
評
価
は
、
今
の
と

こ
ろ
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
文
化
財
の

本
来
の
意
義
が
縮
小
し
、
よ
り
広
範
囲

で
持
っ
て
い
る
重
要
性
が
薄
め
ら
れ
、

そ
の
価
値
の
多
く
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
文
化
の
道
と
い
う
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
の
中
で
、
主
要
な
要
素
構
成
を

持
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
忘

れ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
現
在
の
多
く
の
文
化

財
は
、
特
定
の
見
方
の
み
に
よ
っ
て

評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
う

し
た
中
で
、「
文
化
の
道
」
は
、
私
た

ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
広
げ
て

く
れ
ま
す
。
道
は
、
多
様
な
文
化
を

つ
な
げ
る
も
の
で
、
単
な
る
輸
送
と

か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も

の
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
３
年
に
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

巡
礼
路
」
が
、
２
０
０
４
年
に
「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
、
08
年
に
は
「
文

化
の
道
憲
章
」
が
イ
コ
モ
ス
総
会
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
も
文
化
の
道
に
つ
い
て
は
検
討

を
重
ね
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
動

き
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ア
ジ

ア
の
商
業
ル
ー
ト
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
価
値
に
注
目
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
も
カ

ミ
ノ
・
レ
ア
ル
と
い
う
、
イ
コ
モ
ス

Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

は
イ
コ
モ
ス
の
「
文
化
の
道
憲
章
」

の
序
文
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、「
文
化
の
道
」
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
で
遺
産
の
マ
ク
ロ
構
造

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
多
様

な
貢
献
を
反
映
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
公

平
で
、
よ
り
多
様
で
、
よ
り
現
実
的

な
歴
史
と
文
化
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

基調講演

文化遺産の概念と構成要素が進化するなか、
「文化の道」には大きな可能性がある。

イコモス文化の道（CIIC）国際学術委員会会長
マリア・ローザ・シュアレツ・インクラン・ドゥカシ

マ
リ
ア
・
ロ
ー
ザ
・
シ
ュ
ア
レ
ツ
・

イ
ン
ク
ラ
ン
・
ド
ゥ
カ
シ（
ス
ペ
イ
ン
）

イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
会
長
、
ス
ペ
イ
ン
イ
コ
モ

ス
国
内
委
員
会
委
員
長
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
・

レ
オ
ン
州
歴
史
文
化
遺
産
局
局
長
。
文
化
遺
産

の
保
護
に
国
際
レ
ベ
ル
で
活
躍
中
。
ス
ペ
イ
ン
・

コ
ン
プ
ル
テ
ン
ス
大
学
、
同
大
学
院
（
専
門
分

野
は
国
際
法
）。
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平和

神
仏
習
合
は

日
本
独
特
の
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
吉
野
の
金
峯
山
寺
と
い
う
、

修
験
道
の
お
寺
か
ら
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
日
は
、「
紀
伊
山
地
の
霊

場
と
参
詣
道
」
の
意
義
と
い
う
こ
と

で
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
熊
野
古
道
だ
け
を
見
て
お
り

ま
す
と
、
こ
の
世
界
遺
産
の
本
質
は
捉

え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
も
う
少
し
言
い
ま
す
と
、
修
験

道
の
行
者
の
こ
と
を
「
山
伏
」
と
言
う

の
で
す
が
、
こ
の
山
伏
こ
そ
が
「
紀
伊

山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
あ
る
種
の

本
質
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に

思
っ
て
い
ま
し
て
、
普
段
は
こ
う
い
う

山
伏
装
束
で
お
話
は
し
な
い
の
で
す

が
、
今
日
は
敢
え
て
こ
の
格
好
で
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

修
験
と
い
う
の
は
、
日
本
独
特
の

山
岳
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
古
来

の
神
と
、
外
来
の
宗
教
で
あ
る
仏
教

の
仏
、
こ
の
神
と
仏
を
分
け
隔
て
な

く
拝
ん
で
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
神
仏

習
合
」「
神
仏
混
淆
」
の
民
族
宗
教
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
５
周
年
を
迎
え
た
「
紀
伊

山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
は
、
３
つ

の
霊
場
と
３
つ
の
道
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
吉
野
・
大
峯
、
熊
野
三
山
、

そ
し
て
高
野
山
。
吉
野
・
大
峯
は
修

験
道
の
霊
場
で
、
熊
野
三
山
は
神
道

の
霊
場
、
そ
れ
か
ら
高
野
山
は
真
言

密
教
の
霊
場
で
す
。

　

こ
の
異
な
る
宗
教
の
聖
地
、
霊
場
が

道
で
つ
な
が
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
吉

野
・
大
峯
は
大
峯
奥
駈
道
、
熊
野
三
山

は
熊
野
古
道
、
高
野
山
は
高
野
山
町
石

道
。
紀
伊
半
島
の
大
い
な
る
自
然
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
互
い
に
異
な
る
霊
場
が

道
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
、
千
年
単
位
で

守
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
が
こ
の
世
界
遺

産
の
意
味
な
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
熊
野
に
は
那
智
大
社

が
あ
り
ま
す
。
那
智
の
大
滝
が
あ
り

ま
す
。
あ
の
大
滝
の
水
の
勢
い
に
聖

な
る
も
の
を
感
じ
て
、
日
本
人
は
思

わ
ず
拝
む
の
で
す
。
そ
れ
を
「
飛
瀧

権
現
」
と
呼
ぶ
の
で
す
が
、
そ
う
い

う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
、
聖
な

る
も
の
を
滝
の
中
に
見
る
と
い
う
精

神
性
が
、
日
本
独
特
の
も
の
な
の
で

す
。
紀
伊
半
島
の
自
然
の
中
で
、
神

も
仏
も
分
け
隔
て
な
く
、
互
い
に
異

な
る
信
仰
が
道
で
つ
な
が
っ
て
、
千

年
単
位
で
日
本
人
の
精
神
性
を
育
ん

で
き
た
。
実
は
、
こ
こ
に
世
界
遺
産

の
大
き
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
す
。

道
の
文
化
遺
産
に
は

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
中
で
、

三
重
県
に
は
遺
産
登
録
と
な
る
よ
う

な
建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
だ
け
が

遺
産
登
録
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

で
も
、
こ
の
道
に
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
の
で
す
。
と
言
い
ま
す
の
も
、

熊
野
古
道
の
伊
勢
路
は
、
伊
勢
神
宮

と
熊
野
を
結
ぶ
道
で
す
。
伊
勢
神
宮

と
い
う
の
は
、
天
皇
家
の
祖
先
神
が

祀
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ

か
ら
熊
野
三
山
は
、
伊
勢
神
宮
よ
り

も
古
い
神
道
。
さ
ら
に
熊
野
権
現
に

象
徴
さ
れ
る
修
験
の
信
仰
が
あ
り
、

青
岸
渡
寺
は
観
音
浄
土
で
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
信
仰
の
地
を
伊
勢
路
で
結

ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
世
界
に
は
、
も
う
一
つ
、

道
の
世
界
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
の
道
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
巡
礼
路
で
す
。
で
も
、
こ
の

熊
野
古
道
の
場
合
は
異
な
る
信
仰
を

道
で
つ
な
い
で
お
り
、
そ
れ
を
日
本

人
は
何
も
不
思
議
に
思
わ
な
い
。
神

と
仏
を
同
じ
よ
う
に
扱
っ
て
も
、
何

の
違
和
感
も
な
い
。
私
た
ち
日
本
人

は
、
そ
う
い
う
独
特
の
精
神
性
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

　

さ
て
、
道
の
遺
産
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
道
の
遺
産

と
い
う
も
の
に
、
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
道
と
い
う
の
は
、

そ
の
沿
道
の
平
和
が
保
た
れ
て
い
な

い
と
、
道
と
し
て
成
し
ま
せ
ん
。
た

と
え
ば
隣
の
国
同
士
が
喧
嘩
を
し
て

い
た
ら
、
道
は
道
と
し
て
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
伊
勢
神
宮
と
熊
野
三
山
が

喧
嘩
を
し
て
い
た
ら
、
今
日
ま
で
伊

勢
路
も
残
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　

世
界
遺
産
は
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
し
た

も
の
で
、
互
い
の
文
化
や
風
土
を
よ
く

理
解
し
て
、
そ
し
て
平
和
を
考
え
て
い

く
ん
だ
と
い
う
精
神
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化

や
風
土
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
、
世

界
遺
産
条
約
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す

が
、
ま
さ
に
道
を
考
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
、
世
界
平
和
を
考
え
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
も
含
め
て
、「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
に
展
開

す
る
道
は
、
世
界
に
一
つ
の
例
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、

そ
う
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
確

信
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
か
と
言
う

と
、
世
界
遺
産
活
動
を
通
じ
て
い
ろ

い
ろ
学
ん
だ
か
ら
で
す
。
先
ほ
ど
も

言
い
ま
し
た
が
、
こ
の
世
界
遺
産
は

３
つ
の
霊
場
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
吉
野
・
大
峯
に
つ
い
て
の

登
録
に
、
最
初
に
手
を
挙
げ
た
の
は

実
は
私
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ

の
世
界
遺
産
に
つ
い
て
、
自
分
で
勝

手
に
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
の
熊
野
古
道
伊
勢
路
は
、

素
晴
ら
し
い
。
世
界
遺
産
と
い
う
非

常
に
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
大
切
に

す
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

て
い
く
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
風

土
に
帰
属
さ
せ
て
い
く
。
そ
う
い
っ

た
も
の
を
取
り
戻
す
活
動
が
、
今
後

は
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

基調講演

道について考えていくことは、
平和について考えていくことである。

田
中
利
典
（
日
本
）

金
峯
山
修
験
本
宗
宗
務
総
長
、
金
峯
山
寺
執

行
長
。
全
日
本
仏
教
会
参
与
、
日
本
山
岳
修

験
学
会
評
議
員
、
紀
伊
山
地
三
霊
場
会
議
代

表
幹
事
、
吉
野
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長
。
龍

谷
大
学
文
学
部
仏
教
科
卒
業
、
叡
山
学
院
専

修
科
卒
業
。

金峯山修験本宗宗務総長

田
た

中
なか

利
り

典
てん
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ア
メ
リ
カ
の
ト
レ
イ
ル（
歴
史
街
道
）

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
人
々
が
移
民
し

た
際
に
、
東
海
岸
か
ら
西
へ
向
か
っ
て

移
動
し
た
た
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
東

西
に
走
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
タ
フ
ェ
・

ト
レ
イ
ル
や
オ
レ
ゴ
ン
・
ト
レ
イ
ル
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ト
レ
イ
ル
な
ど
は
、

と
て
も
有
名
な
ル
ー
ト
で
す
か
ら
皆
さ

ん
も
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
東
西
で
は
な
く
南
北
に

走
っ
て
い
る
ル
ー
ト
が
、
ア
メ
リ
カ
に

は
２
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。
２
つ
の
「
エ

ル
・
カ
ミ
ノ
・
レ
ア
ル
」
で
、
こ
の
ル
ー

ト
は
と
も
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
を
出
発

点
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
広
大
な

ア
メ
リ
カ
大
陸
を
ま
た
ぐ
交
易
ル
ー
ト

で
、
南
北
に
も
素
晴
ら
し
い
交
流
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
が
近
年
認
識
し
始

め
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
地
に
は

ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
呼
ば
れ
る

先
住
民
が
た
く
さ
ん
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
そ
の
先
住
民
の
グ
ル
ー

プ
と
協
力
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ト

レ
イ
ル
や
文
化
的
な
ル
ー
ト
が
で
き
た

の
か
。
こ
こ
数
年
、
私
た
ち
は
彼
ら
の

視
点
か
ら
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ア

パ
ッ
チ
、コ
マ
ン
チ
、パ
ブ
ロ
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
な
ど
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
話
を
聞

い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
は
お
な
じ
み
の

「
ル
ー
ト
66
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
１
９
２
6
年
か
ら
８
５
年
ま
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
近
代
的
な
道

路
で
、
ア
メ
リ
カ
独
特
の
文
化
を
生
み

出
し
て
き
た
ル
ー
ト
で
す
。
わ
が
政
府

に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
を
保
存
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
政

府
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
発
想
し
た
の
で

は
な
く
、
一
般
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
政
府
に
訴
え
た
わ
け
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
考
古
学
的
な
史
跡
な
ど

が
あ
り
、
保
存
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
広
大

な
土
地
で
す
の
で
、
晴
れ
の
日
に
は

１
０
０
キ
ロ
ぐ
ら
い
先
ま
で
見
え
る
の

で
す
が
、
こ
う
し
た
景
観
を
い
か
に
保

存
し
て
い
く
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も

大
切
な
こ
と
は
、
人
々
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。
彼
ら
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
保
存
・
保
護
・
語
り
部
は
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
で
は
沢
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
彼
ら
は
年
々

高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
若
い

人
た
ち
の
参
加
に
期
待
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

文化遺産の保存には、地元の人々とのパートナーシップが必要です。

ア
メ
リ
カ
歴
史
街
道
国
立
公
園
局
文
化
財
専
門
官
。
約
20
年
間
に
わ

た
っ
て
イ
コ
モ
ス
と
と
も
に
活
動
を
続
け
、ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
土
造
建
築
、
文
化
の
道
な
ど
に
焦
点
を

あ
て
た
保
存
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
欧
州
諸
国
に
お
い
て
、

世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
は
、
今
や

地
方
や
都
市
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る

た
め
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、新
し
い
観
光
手
段
と
し
て
、

「
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
」（
学
習
型
・
長
期

滞
在
型
観
光
）
が
、
一
種
の
ブ
ー
ム
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
コ
モ
ス
の「
国
際
文
化
観
光
憲
章
」

の
中
で
も
、
訪
問
先
の
文
化
を
学
ぶ
こ

と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
但
し
、
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
（
敏
感
）
な
史
跡
な
ど
で
は
、

収
容
能
力
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る

と
、
そ
れ
だ
け
で
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

出
た
り
し
ま
す
。　

　

現
に
、
そ
う
い
っ
た
事
例
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ア
テ
ネ
の

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
す
が
、
２
０
０
８
年

に
は
約
１
０
７
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
統
計
局
の
発
表

に
よ
る
と
、
同
国
の
年
間
観
光
客
は

約
２
７
０
０
万
人
で
、
そ
の
う
ち
約
５

パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
こ
を
訪
問
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
特
に
８
月
に
は
、
毎
日
約

５
０
０
０
人
が
”聖
な
る
岩
“を
訪
れ

て
お
り
、
文
化
遺
産
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ

シ
テ
ィ
（
真
正
性
）
が
破
壊
さ
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
20
年
間
、
欧
州
で
は
文
化
収

益
が
経
済
的
に
重
要
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
観
光
客
の
需
要
も
年
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
多
く
の
国
々
で

は
、
自
国
の
文
化
遺
産
を
見
直
し
て
、

他
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
博
物
館
を
新
築
し
た
り
、
歴
史
セ

ン
タ
ー
を
復
元
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
ス
ペ
ー
ス
を
創
設
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
文
化
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

化
を
地
元
の
マ
ス
コ
ミ
も
称
賛
し
、
ま

た
観
光
客
も
レ
ジ
ャ
ー
的
な
感
覚
で
楽

し
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
最
た
る
例
が
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の

新
し
い
博
物
館
で
す
。
こ
れ
に
は
イ
コ

モ
ス
も
反
対
し
た
の
で
す
が
、
ア
ク
ロ

ポ
リ
ス
の
麓
に
建
て
ら
れ
、
２
０
０
８

年
６
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

開
館
以
降
３
ヵ
月
で
１
日
約
１
万
５
千

人
が
来
館
。
毎
時
１
５
０
０
人
か
ら

２
０
０
０
人
が
訪
れ
て
い
る
と
い
う
の

で
す
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
人
で
す
。

　

世
界
観
光
機
関
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
全
世
界
の
海
外
旅
行
者
は
、
毎

年
10
億
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
文
化
遺
産
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
環
境
に
も
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら

も
、
昨
今
の
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需
要

に
は
、
も
っ
と
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

最
も
大
切
な
こ
と
は
地
元
の
人
々
が

決
定
に
参
加
す
る
権
利
を
得
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
の
議
論
に
地
元

の
人
々
が
参
加
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ソ
フ
ィ
ア
・
ア
ヴ
ゲ
リ
ノ
・
コ
ロ
ニ
ア
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
）

さまざまな議論の中心には、やはり地元の考えがあるべきです。

イ
コ
モ
ス
本
部
執
行
委
員
。
ア
テ
ネ
国
立
工
科
大
学
教
授
。
歴
史
的

価
値
の
あ
る
記
念
物
・
遺
跡
・
都
市
の
保
存
と
保
護
に
努
め
て
い
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｖ
Ｉ
Ｈ
委
員
会
の
専
門
委
員
等
と
し
て
、
イ
コ
モ
ス
の
世
界

遺
産
の
研
究
に
幅
広
く
貢
献
し
て
い
る
。

マ
イ
ケ
ル
・
ロ
メ
ロ
・
テ
イ
ラ
ー （
ア
メ
リ
カ
）

世界遺産登録地として、どんな活動や方向が望ましいのだろう。
分 科 会  地 域 活 性 化 セ ッ シ ョ ン
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ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
有
形
・
無
形
の

文
化
遺
産
の
保
存
に
、
地
域
の
参
加

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
言
説
、
土
着
の
原
則
が
、

２
０
０
０
年
に
わ
た
っ
て
醸
成
さ
れ
、

仏
教
の
精
神
の
も
と
で
文
化
遺
産
の
保

存
に
地
元
の
市
民
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
う
ち
有
形
の
遺
産
に
対
し
て

は
、
２
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
態
で

参
加
し
ま
す
。
ひ
と
つ
は
自
主
的
な
参

加
で
、
こ
れ
は
「
シ
ャ
ラ
マ
ダ
ナ
」
と

い
う
形
で
参
加
し
ま
す
。
そ
し
て
、
も

う
ひ
と
つ
は
、
巡
礼
者
な
ど
に
よ
る
間

接
的
な
参
加
で
す
。

　

自
主
的
な
参
加
は
、
か
な
り
古
く
か

ら
あ
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
イ
ン

ド
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
か
ら
次
々
と
侵
入
を
受
け

て
、
こ
の
間
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
原
理
原

則
の
大
半
が
放
棄
さ
れ
、
い
つ
の
間
に

か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
参
加
も
姿
を

消
し
て
い
た
の
で
す
。

　

１
９
８
０
年
頃
に
な
っ
て
、
中
央
文

化
基
金
と
い
う
も
の
が
設
立
さ
れ
、
こ

れ
が
ユ
ネ
ス
コ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
、
よ
う
や
く
歴
史
的
な
記
念
物
の
保

存
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
サ
ポ
ー
ト
は
10
年
間

の
時
限
的
な
措
置
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

あ
と
外
国
か
ら
の
資
金
を
頼
っ
て
記
念

物
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
難
し
く

な
り
、
市
民
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
み

ん
な
で
保
存
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
市
民

参
加
型
の
保
存
活
動
が
復
活
し
た
わ
け

で
す
。
現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
５
つ

の
世
界
遺
産
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
記
念
物
の
保
存
活
動
に
あ
た
っ
て

は
、
新
聞
広
告
な
ど
で
「
シ
ャ
ラ
マ
ダ

ナ
」
の
募
集
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
「
シ
ャ
ラ
マ
」
と
は
、
労

働
を
意
味
し
ま
す
。「
ダ
ナ
」
と
い
う

の
は
お
供
え
で
す
。
つ
ま
り
、
労
働
力

を
提
供
す
る
。
労
働
だ
け
で
な
く
、
食

べ
物
や
衣
服
も
お
供
え
す
る
。
死
ぬ
と

眼
球
も
お
供
え
す
る
わ
け
で
す
。
献
血

も
し
ま
す
。
こ
れ
は
何
で
も
お
供
え
す

れ
ば
、
来
世
に
お
い
て
重
ん
じ
ら
れ
る

と
い
う
、
仏
教
の
教
え
か
ら
来
て
い
ま

す
。

　

男
性
も
女
性
も
、大
人
も
子
ど
も
も
、

軍
隊
も
学
生
も
、
み
ん
な
保
存
活
動
に

参
加
し
ま
す
。
ま
っ
た
く
１
銭
の
報
酬

も
な
く
、
紅
茶
を
無
料
で
飲
め
る
程
度

で
、
無
償
の
労
働
力
を
提
供
し
て
く
れ

る
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
協
力
を
得
て
、

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
文
化
遺
産
の
保
存
活

動
を
進
め
て
い
る
の
で
す
。

サ
ミ
タ
・
マ
ナ
ワ
ド
ゥ 

（
ス
リ
ラ
ン
カ
）

スリランカでは仏教の教えに従って、無償の労働力による保存を進めています。

イ
コ
モ
ス
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
区
副
会
長
、
ス
リ
ラ
ン

カ
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
長
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
モ
ラ
ト
ゥ
ワ
大
学

建
築
学
部
教
授
。
世
界
遺
産
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
や
「
ゴ
ー
ル
」
の
保
存

と
管
理
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

私
は
、「
く
ま
の
体
験
企
画
」
と
い

う
エ
コ
ツ
ア
ー
の
事
業
所
を
や
っ
て
い

て
、
熊
野
古
道
で
食
べ
て
い
る
数
少
な

い
個
人
事
業
者
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
こ
う
い
っ
た
発

想
は
、
地
元
で
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
か
ら
は
じ

ま
っ
て
、
い
ろ
ん
な
地
域
活
性
化
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
は
と
て
も
意
味
の
あ
る
こ

と
で
す
し
、現
在
も
続
け
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
果
た
し
て
み
ん
な
が
可

能
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
自
分
が
食
べ
て
い
け
て
な

い
の
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
今

の
若
い
人
た
ち
も
、
た
ぶ
ん
、
同
じ
よ

う
な
考
え
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
私
は
、熊
野
古
道
が
大
好
き
だ
し
、

地
元
も
大
好
き
で
す
。
け
れ
ど
も
、
自

分
が
生
活
し
て
い
け
な
い
の
に
、
地
域

活
動
に
参
加
す
る
と
い
う
の
は
大
問
題

で
す
。

　

だ
か
ら
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

続
け
つ
つ
、
地
域
活
動
も
続
け
つ
つ
、

熊
野
古
道
で
何
か
し
ら
経
済
効
果
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
、
個
人
事
業
主
と
し
て

く
ま
の
体
験
企
画
を
立
ち
上
げ
、
一
応

食
べ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
こ
う
い
っ
た
動
き
が
、
地

元
の
若
い
人
た
ち
の
間
か
ら
、
も
っ
と

出
て
く
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
近
つ
く
づ
く
思
う
こ
と

は
、
や
は
り
私
も
地
元
の
人
間
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
保
全
し

て
い
け
ば
い
い
の
か
、
町
な
か
に
対
す

る
経
済
効
果
は
ど
う
な
の
か
と
、
い
つ

も
そ
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
肝
心
の
来
訪
者
は
ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。
こ
ち
ら
に
や
っ
て
き
た
人

た
ち
は
、
本
当
に
満
足
し
て
帰
っ
て
く

れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
ほ

ん
の
ご
く
一
部
だ
け
な
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

団
体
ツ
ア
ー
で
や
っ
て
来
た
お
客
さ

ま
で
も
、
本
当
に
満
足
し
て
帰
っ
て
く

だ
さ
る
方
も
あ
れ
ば
、
個
人
で
来
た
お

客
さ
ま
で
も
、
ま
っ
た
く
満
足
せ
ず
に

帰
っ
て
い
か
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。「
団

体
ツ
ア
ー
＝
不
満
足
」「
個
人
旅
行
者

＝
満
足
」
と
は
、
一
概
に
は
言
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
来

訪
者
の
意
見
を
汲
み
と
っ
て
、
次
に
い

か
し
て
い
く
こ
と
、
次
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私たちは来訪者たちの期待にほんとうに応えられているのだろうか。

く
ま
の
体
験
企
画
代
表
。
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
職
員
な
ど
を
経
て
、
2
0
0
8
年
に
「
く
ま
の
体
験
企
画
」
を
設
立
。

若
年
層
を
中
心
と
し
た
個
人
客
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
入
れ
た “
着
地
型
エ
コ
ツ
ア
ー
”
を
提
供
し
て
い
る
。

内う
ち

山や
ま

裕ゆ

紀き

子こ （
日
本
）



　

今
日
は
と
て
も
刺
激
的
な
一
日
で
し
た
。

ア
テ
ネ
か
ら
お
越
し
の
コ
ロ
ニ
ア
ス
さ
ん

は
、
世
界
的
な
観
光
地
で
あ
る
ア
ク
ロ
ポ

リ
ス
の
丘
の
麓
に
、
新
し
い
博
物
館
が
で

き
て
急
激
に
観
光
客
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
れ
が
ア
テ
ネ
の
景
観
や
文
化
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
か
ど
う
か
。
地
元
で
は
大
変
な

議
論
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ア
テ
ネ
と
熊
野
古
道
を

同
じ
次
元
で
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

世
界
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
と

い
う
も
の
が
、
い
か
に
難
し
い
も
の
で
あ

る
か
。
今
日
の
コ
ロ
ニ
ア
ス
さ
ん
の
お
話

を
聞
い
て
、
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
は
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

テ
イ
ラ
ー
さ
ん
の
歴
史
街
道
の
話
は
、

ほ
ん
と
う
に
面
白
か
っ
た
で
す
。
ア
パ
ッ

チ
族
と
か
コ
マ
ン
チ
族
と
い
う
よ
う
な
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
が
、
ど
う
い
う
道
を
歩

い
て
き
た
の
か
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
広
大
な
荒

野
を
走
る
高
速
道
路
の
横
に
、
彼
ら
が
歩

い
た
道
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西

部
開
拓
時
代
に
幌
馬
車
が
通
っ
た
道
、
ア

メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
を
つ
く
っ
た

ル
ー
ト
66
な
ど
も
、
ち
ゃ
ん
と
文
化
ル
ー

ト
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
も

ア
メ
リ
カ
ら
し
い
文
化
に
対
す
る
考
え
方

だ
と
思
い
ま
し
た
。　

　

そ
れ
か
ら
マ
ナ
ワ
ド
ゥ
さ
ん
の
お
話
は
、

さ
す
が
に
仏
教
の
国
ス
リ
ラ
ン
カ
で
す
ね
。

日
本
で
も
お
寺
や
神
社
に
対
し
て
、
昔
は

あ
ん
な
ふ
う
に
奉
仕
作
業
を
し
て
い
た
わ

け
で
す
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
そ
れ
が
ま

だ
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

地
元
か
ら
ご
参
加
の
内
山
さ
ん
の
お
話

は
、
若
い
人
に
熊
野
古
道
を
守
り
続
け
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
ま
ず
、
ど
う
す
れ
ば

食
べ
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
地
域
の
持

続
的
な
発
展
、
あ
る
い
は
文
化
遺
産
の
管

理
と
、
そ
れ
か
ら
将
来
へ
の
発
展
と
い
う

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。

　

速
水
さ
ん
の
お
話
も
、
非
常
に
大
き
な

テ
ー
マ
で
し
た
。
こ
の
地
域
に
は
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
林
業
の
長
い
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
と
熊
野
の
神
が
出
会
う
と
い

う
古
代
の
世
界
も
、
確
か
に
非
常
に
重
要

な
話
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
も
な

お
熊
野
古
道
が
息
づ
い
て
い
る
の
は
、
山

を
守
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

と
に
か
く
、
こ
の
「
地
域
の
活
性
化
」

と
い
う
テ
ー
マ
は
、
い
く
ら
時
間
が
あ
っ

て
も
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
。
こ
う
い
う

機
会
が
登
録
5
周
年
の
今
回
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
、
次
の
10
周
年
、
20
周
年
と
続

い
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
は
、
先
祖
代
々
、
こ
の
熊
野

で
林
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
関

係
か
ら
馬
越
峠
の
片
側
の
ほ
と
ん
ど

が
、
私
の
と
こ
ろ
の
森
林
だ
っ
た
り
、

始
神
峠
も
私
の
と
こ
ろ
の
森
林
を
通
っ

て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
の

道
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
の

か
、
ど
ん
な
森
林
管
理
を
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
と
、
い
つ
も
悩
み
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

熊
野
古
道
が
世
界
遺
産
に
な
っ
た
ば

か
り
の
頃
、
三
重
県
の
行
政
は
地
元
の

森
林
管
理
に
対
し
て
、
あ
ま
り
配
慮
が

な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

た
び
た
び
ご
相
談
を
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
て
、
森
林
管
理
の
歴
史
や
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
私
の
知
っ
て
い
る
限
り

の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

熊
野
は
日
本
で
最
も
歴
史
の
あ
る
林

業
地
域
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
長
い
歴

史
の
中
で
、
熊
野
古
道
の
背
景
と
し
て

の
森
林
だ
と
か
、
日
本
人
の
精
神
性
に

か
か
わ
る
独
自
の
景
観
を
人
工
林
が
つ

く
り
だ
し
て
き
た
こ
と
を
お
話
し
ま
し

た
。

　

そ
う
い
う
な
か
で
、
林
業
と
熊
野
古

道
の
真
正
性
の
バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ
を

感
じ
ま
す
。
当
初
、
県
か
ら
は
「
針
葉

樹
ば
か
り
で
真
っ
暗
だ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
熊
野
古
道
の
森
林
は
江
戸
時

代
か
ら
戦
前
ま
で
の
長
い
期
間
は
密
植

で
真
っ
暗
で
し
た
。
近
年
は
よ
く
管
理

さ
れ
て
き
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
森

林
管
理
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い

く
も
の
。
そ
の
変
化
自
体
も
一
つ
の
文

化
的
景
観
と
し
て
認
め
て
い
く
し
か
な

い
の
だ
ろ
う
。
私
は
そ
う
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
景
観
が
世
界
遺
産
と

し
て
、本
当
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
。

そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
し
っ
か
り
通
し
た

う
え
で
、
森
林
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
の
経
済
的
な
問
題
は
ど
う
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
、
私
た
ち
が

抱
え
て
い
る
問
題
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
間
の
台
風
で
沢
山
の
木

が
倒
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
速
水
林
業
の
ス
タ
ッ
フ
が

出
か
け
て
行
っ
て
、
人
様
の
山
も
含
め

て
き
れ
い
に
し
た
の
で
す
が
、
そ
う
い

う
時
の
経
費
の
問
題
だ
と
か
、
景
観
の

問
題
だ
と
か
は
、
も
う
少
し
行
政
も
含

め
て
、
真
剣
に
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
議
論
が
し
っ
か
り
で
き
る
と
、

熊
野
古
道
と
続
い
て
い
る
ま
ち
の
景
観

な
ど
の
配
慮
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
過
程
を
経

て
、
こ
こ
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
満
足
さ

れ
て
、
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
変
え
て
い

く
。
そ
こ
に
熊
野
古
道
の
次
の
ス
テ
ッ

プ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

速は
や

水み 

亨
と
お
る （

日
本
）

世界遺産の景観としてふさわしいか、そのフィルターを通すことが大事だと思う。

速
水
林
業
代
表
、㈱
森
林
再
生
シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役
。
2
0
0
0

年
、
日
本
初
の
F
S
C
（
森
林
管
理
協
議
会
）認
証
を
取
得
。 

㈳
日
本

林
業
経
営
者
協
会
会
長
、
熊
野
古
道
協
働
会
議
の
世
話
人
で
も
あ
る
。

15

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

ま
と
め

Owase

イ
コ
モ
ス
文
化
観
光
国
際
学
術
委
員
会
日
本
代
表
、

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
。
京
都
府
立
大
学

人
間
環
境
部
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教
授
。
工
学
博

士
。
法
政
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
、
同
大
学
院
、

イ
タ
リ
ア
ピ
サ
大
学
、
ロ
ー
マ
大
学
留
学
。

宗
むね

田
た

好
よし

史
ふみ

　（日本）

地
域
の
活
性
化
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

い
く
ら
時
間
を
か
け
て
議
論
し
て
も

足
り
な
い
く
ら
い
で
す
。

分科会　地域活性化セッション
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世
界
遺
産
を
次
世
代
に
ど
の
よ
う
に

つ
な
い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
、
昨

年
ケ
ベ
ッ
ク
の
イ
コ
モ
ス
総
会
で
採
択

さ
れ
た
憲
章
を
ベ
ー
ス
に
、
文
化
の
道

と
イ
コ
モ
ス
の
憲
章
に
関
わ
る
解
釈
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

継
承
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
直

接
的
な
関
係
を
遺
産
と
人
々
と
の
間
に

持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
旧

世
代
と
新
世
代
の
間
に
関
係
を
持
た
せ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
意
味
を
継
承
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
つ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性

を
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
継

承
と
い
う
の
は
解
釈
を
通
じ
た
り
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
行
わ
れ

て
い
く
も
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
解
釈
）

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
異
な
る
も

の
で
す
。
解
釈
と
い
う
の
は
、
こ
の
憲

章
を
十
分
に
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
。

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
や
い
ろ
い
ろ
な
作
業

を
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
有
形
・

無
形
の
文
化
遺
産
に
つ
い
て
知
識
や
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ど
の
よ
う
に
文
化
遺
産
を
選
択

し
、
価
値
を
管
理
し
て
い
く
か
、
そ
の

特
徴
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
訓
練
・
研
修
・

能
力
開
発
な
ど
で
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や

大
学
生
の
間
で
、
こ
う
し
た
学
習
の
輪

を
広
げ
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

解
釈
に
よ
り
、
地
域
の
人
々
の
意
識

を
も
っ
と
高
め
る
こ
と
。
そ
の
地
に
お

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く

行
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
管
理
計
画
な

ど
と
の
関
わ
り
も
重
要
で
す
。

　

特
に
、
文
化
の
道
の
場
合
に
は
、
非

常
に
特
徴
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

マ
リ
ア
・
ロ
ー
ザ
先
生
の
お
話
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
遺
産

を
含
ん
で
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
学
際
的
な
チ
ー
ム
の
参
加
が
望

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
共
通
の
作
業
基
準

を
ベ
ー
ス
に
し
て
全
体
像
を
見
失
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
森
を
見
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
も
う
一
つ
、
包
括

性
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
確
か
に
記
念

物
や
場
所
の
保
存
・
管
理
は
重
要
な
こ

と
で
す
が
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
々

の
気
持
ち
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」、

そ
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」。
遺
産
を

継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
３
つ

を
包
括
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ロ
ハ
ス
・
ア
バ
ロ
ス （
キ
ュ
ー
バ
）

イ
コ
モ
ス
本
部
執
行
委
員
。
元
キ
ュ
ー
バ
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委

員
長
、
イ
コ
モ
ス
国
際
学
術
委
員
会
委
員
。
ハ
バ
ナ
大
学
建
築
学
部

教
授
。
都
市
計
画
の
専
門
家
。
２
０
０
２
年
の
マ
ド
リ
ッ
ド
で
の
イ

コ
モ
ス
の
総
会
以
来
、
３
期
連
続
で
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

新
世
代
と
と
も
に
文
化
遺
産
を
ど
の

よ
う
に
保
全
す
る
か
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
新
し
い
世
代
、
若
い
人
た
ち

と
話
を
す
る
の
は
、
時
に
よ
っ
て
と
て

も
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
大
人
が
唯
一
で
き
る
こ
と
は
、
彼
ら

が
必
要
と
す
る
と
き
に
、
そ
の
場
に
い

て
や
る
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
場
所

と
し
て
学
校
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
頃
、
私
は
文
化
遺
産
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。
い

ろ
ん
な
人
々
に
質
問
を
投
げ
か
け
て
み

ま
し
た
が
、
誰
も
確
た
る
答
え
を
出
し

て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た

経
験
か
ら
、私
は
教
師
に
な
り
ま
し
た
。

　

論
理
的
な
視
点
、
専
門
的
な
意
見
に

よ
っ
て
、
市
民
の
声
を
反
映
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

応
援
を
得
ら
れ
れ
ば
、
社
会
で
必
要
な

も
の
が
政
府
の
計
画
レ
ベ
ル
ま
で
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

２
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
建
築
学
部

の
学
生
を
対
象
に「
T
I
R（
テ
ィ
ア
）」

と
い
う
文
化
財
の
総
合
的
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
意
味
す
る
講
座
を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
学
生
た
ち

の
間
で
評
判
に
な
り
、
今
で
は
こ
の
研

究
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
学
生
が
、
常

に
予
約
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね
る
ほ
ど
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
で
は
約
３
０
０
人
の
学

生
に
教
え
て
い
ま
す
。
私
が
担
任
の
ク

ラ
ス
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
10
人
の
学
生
を

選
び
出
し
、
歴
史
的
な
文
化
遺
産
の
保

全
に
つ
い
て
、
10
週
間
の
研
修
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
５
人
の
学
生
に

絞
り
込
ん
で
、
あ
る
山
岳
地
帯
の
市
民

組
織
で
、
一
般
の
方
々
と
一
緒
に
保
全

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
若
い
世
代
と
の
取
組
は
、

と
て
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
う
や
っ
て
保
護
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
文
化
遺
産
を
後
世
に

永
久
的
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
学
生
た
ち
も
今
で
は
遺
産

を
保
全
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、
彼
ら
の
口
か
ら
そ
れ
を
話
す
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
の
市
と
大
学
院
卒
業

生
と
協
力
し
て
20
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

作
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い

世
代
の
た
め
の
教
育
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
文
化
遺
産
の
ニ
ー
ズ
と
考
え

方
が
将
来
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

若い人には新しいものだけでなく、伝統的なものにも目を向けてほしい。

イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
専
門
委
員
、
イ
コ
モ
ス
C
I
H
Ｉ
B
共
同

委
員
、
イ
コ
モ
ス
・
チ
ワ
ワ
支
部
担
当
。
カ
リ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

C
E
O
。
チ
ワ
ワ
工
科
大
学
建
築
学
部
教
職
。
建
築
学
博
士
（
メ
キ

シ
コ
国
立
自
治
大
学
）。

セ
シ
リ
ヤ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
・
プ
エ
ン
テ 

（
メ
キ
シ
コ
）

世界遺産を伝えていくためには、何が大切で何が問題なのだろう。
分 科 会  将 来 へ の 継 承 セ ッ シ ョ ン

文化遺産を伝えるということは、新旧の世代の間に関係を持つことです。
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コ
ス
タ
リ
カ
に
は
、「
ハ
ー
ド
ロ
ー

ド
」
と
い
う
古
い
道
が
あ
り
ま
す
。
私

は
、
そ
の
歴
史
的
な
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
保
全
に
あ
た
り
な
が
ら
、
大
学
の

学
生
や
若
い
人
た
ち
に
、
文
化
遺
産
の

保
存
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
時
代
、
コ
ス
タ

リ
カ
で
は
ま
ず
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中
央
の
渓

谷
地
帯
を
縦
横
に
走
ら
せ
た
も
の
で
、

カ
リ
ブ
海
、
太
平
洋
と
の
港
を
結
び
ま

し
た
。
こ
の
頃
の
道
路
と
い
う
の
は
、

た
く
さ
ん
の
村
を
通
っ
て
お
り
ま
す
。

先
住
民
に
よ
っ
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
品
物
が
運
ば
れ
た

わ
け
で
す
。
内
陸
の
も
の
を
港
に
運
ん

だ
り
、
そ
の
逆
も
あ
り
ま
し
た
。
私
ど

も
の
国
で
は
、
地
理
的
な
条
件
も
あ
っ

て
、
こ
う
し
た
道
路
で
使
っ
て
の
作
業

は
、
そ
う
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
７
４
４
年
に
は
、
エ
ル
・
カ
ミ

ノ
・
レ
ア
ル
が
拓
か
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
内
陸
の
道
路
が
谷
を
通
っ
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
冬
に
は
雪
に
覆
わ
れ
、

夏
に
は
雨
に
苦
し
み
な
が
ら
、
こ
の
道

路
を
人
々
は
馬
を
使
っ
て
通
っ
た
わ
け

で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
歴
史
的
な
条
件
が
、
今

で
は
ま
っ
た
く
反
対
に
解
釈
さ
れ
て
い

ま
す
。
昔
と
同
じ
季
節
的
な
変
化
を

持
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
地
域
の
熱
帯

雨
林
と
い
う
の
は
、
今
で
は
非
常
に
観

光
客
を
惹
き
つ
け
る
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
物
の
多
様
性
と
い
っ

た
こ
と
も
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
タ
リ
カ
の
文
化
に
、
最
も
影

響
を
与
え
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
で
す
。

１
５
１
９
年
に
ニ
コ
ヤ
湾
（
グ
ア
ナ
カ

ス
テ
州
）
に
遠
征
隊
が
た
ど
り
着
い
て

い
ま
す
。
開
拓
が
始
ま
っ
た
の
は
、
ス

ペ
イ
ン
人
の
本
拠
地
が
つ
く
ら
れ
て
か

ら
で
、
そ
こ
か
ら
歴
史
的
な
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
ド
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。

　

ハ
ー
ド
ロ
ー
ド
が
で
き
る
と
、
そ
こ

か
ら
北
の
道
や
中
米
の
道
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た
。
中
米
の
道
の

南
側
に
は
、 
”エ
ル
ド
ラ
ド
“と
い
う
黄

金
郷
が
あ
り
、
自
然
と
人
々
が
集
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
そ
の
よ

う
な
宝
物
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
立

派
な
道
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
か

な
領
土
を
め
ぐ
っ
て
、
宗
教
間
の
衝
突

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
観
光
が
非

常
に
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
密
林

を
旅
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
ツ
ー
リ
ズ

ム
も
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
こ
の
ル
ー
ト
の

道
の
保
存
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
と
ユ
ネ
ス
コ
が
協
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
道
を
保
全
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
々
に

も
、
そ
の
こ
と
を
認
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

カ
ル
ロ
ス
・
メ
セ
ン
・
リ
ー
ス 

（
コ
ス
タ
リ
カ
）

若い人々の力を結集させて、コスタリカの歴史街道を守っていきたい。

元
イ
コ
モ
ス
本
部
執
行
委
員
、
元
コ
ス
タ
リ
カ
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員

会
委
員
長
。
建
築
、
修
復
、
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
コ
ス
タ
リ
カ

で
の
文
化
観
光
活
動
、
コ
ー
ヒ
ー
事
業
、
農
業
観
光
に
お
け
る
民
間

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

　

90
年
代
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン

ト
ン
博
士
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な

く
、
宗
教
な
ど
の
文
明
の
違
い
に
よ
っ

て
、
摩
擦
や
衝
突
が
生
じ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ぶ
つ
か
り
合
う
時

代
。
そ
う
い
う
時
代
の
中
で
、じ
ゃ
あ
、

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
っ
て
何

な
ん
だ
ろ
う
と
、
私
は
素
朴
な
疑
問
を

持
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
、
大
学
院
の
修
士
論
文
の
テ

ー
マ
と
し
て
、
世
界
遺
産
に
な
っ
た
熊

野
を
研
究
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
熊
野
に
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
に
花
の
窟
へ
行
き
ま
し

た
。
こ
こ
は
日
本
と
い
う
国
を
生
ん
だ

母
神
イ
ザ
ナ
ミ
と
そ
の
子
で
火
の
神
カ

グ
ツ
チ
の
お
墓
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
私
た
ち
を
生
ん
だ
女

神
は
、
火
の
神
す
な
わ
ち
近
代
を
生
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
で
亡
く
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な

ふ
う
に
私
は
花
の
窟
で
感
じ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
懐

か
し
む
場
所
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う

と
こ
ろ
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
い
う
ス

ピ
リ
ッ
ト
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
感
じ
た
ん
で
す
。

　

ま
た
、本
宮
大
社
に
向
か
う
た
め
に
、

熊
野
川
に
沿
っ
て
動
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
川
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

私
は
30
ヵ
国
以
上
の
い
ろ
ん
な
国
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
熊
野

川
を
見
た
と
き
の
感
動
は
、
ガ
ン
ジ
ス

川
を
見
た
時
と
同
じ
く
ら
い
大
き
な
も

の
で
し
た
。
昔
か
ら
人
々
は
熊
野
川
の

辺
を
歩
き
、
大
自
然
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

の
中
で
、
自
分
の
人
生
、
身
体
を
通
し

て
、
死
後
の
世
界
ま
で
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
。
自
分
の
人
生
を
考
え
た
り
、
死
と

向
か
い
合
う
時
の
大
き
な
知
恵
が
熊
野

一
帯
の
自
然
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
も
熊
野
古
道
は
素

晴
ら
し
く
、
時
間
を
甦
ら
せ
る
た
め
の

道
と
し
て
も
、
私
は
非
常
に
重
要
な
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

紀
伊
山
地
の
吉
野
、
熊
野
、
高
野
山
。

こ
の
修
験
や
神
道
や
仏
教
が
融
合
す
る

こ
と
に
抵
抗
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
持
ち
な
が
ら
融
合
し
て
、
そ
れ
が

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

か
の
博
士
の
言
葉
に
よ
っ
て
危
惧
さ

れ
て
い
る
問
題
も
、
こ
の
熊
野
古
道
の

あ
り
方
の
中
に
、
そ
の
答
え
や
哲
学
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。
最
近
、
そ
ん

な
ふ
う
に
思
い
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

秋あ
き
よ
し吉
久く

み

こ
美
子
（
日
本
） 

文化遺産は継承するものではなく、若い世代と共有することが大切です。

女
優
。
1
9
7
4
年
、
藤
田
敏
八
監
督
の
「
赤
ち
ょ
う
ち
ん
」「
妹
」

「
バ
ー
ジ
ン
ブ
ル
ー
ス
」
に
出
演
。
ア
ジ
ア
映
画
賞
主
演
女
優
賞
、
ブ

ル
ー
リ
ボ
ン
賞
主
演
女
優
賞
な
ど
を
受
賞
。
2
0
0
9
年
、
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
術
院
公
共
経
営
研
究
科
を
卒
業
。



　

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
外
国
か
ら
の
参
加

者
は
、
キ
ュ
ー
バ
、
メ
キ
シ
コ
、
コ
ス
タ

リ
カ
と
、
全
員
が
中
南
米
の
方
た
ち
で
し

た
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
将
来

へ
の
継
承
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
非
常
に
興
味
深

い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
キ
ュ
ー
バ
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
さ
ん

か
ら
は
、文
化
遺
産
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道

や
文
化
的
景
観
と
い
う
も
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
揃
っ
て
は
じ
め
て
道
で
あ
り
、

文
化
的
景
観
と
言
え
る
わ
け
で
す
。
そ
う

し
た
も
の
を
五
感
を
使
っ
て
ど
う
伝
え
て

い
く
か
。
ア
ー
ト
や
文
学
、
あ
る
い
は
人

を
通
じ
て
、
ど
う
伝
え
て
い
く
の
か
。
従

来
か
ら
の
パ
ネ
ル
だ
け
で
は
な
く
映
像
を

使
う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
の
セ
シ
リ
ヤ
さ
ん
か
ら
は
、

若
い
人
た
ち
を
ど
う
や
っ
て
巻
き
込
ん
で

い
け
ば
よ
い
の
か
と
、
大
学
で
の
実
体
験

に
基
づ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熊
野
古
道
で
も
三
重
大
学
の
先
生
が
、
と

て
も
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

若
い
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
い
く
や
り
方

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

カ
ル
ロ
ス
さ
ん
の
お
話
し
さ
れ
た
コ
ス

タ
リ
カ
の
道
は
、
日
本
の
熊
野
古
道
と
は

ち
ょ
っ
と
違
う
タ
イ
プ
の
道
で
す
。
道
の

伝
え
方
、
道
の
要
素
、
道
は
ど
う
で
き
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め

て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。　

　

秋
吉
さ
ん
は
、
熊
野
古
道
に
つ
い
て

「
失
わ
れ
た
時
間
を
取
り
戻
す
道
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
の
通

り
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
近
代
を
手

に
入
れ
た
け
れ
ど
も
、
何
か
を
失
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
そ
の
近
代
と
の
間

に
あ
る
も
の
を
追
究
し
て
い
く
こ
と
が
、

文
化
遺
産
の
仕
事
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
道
は
そ
れ
を
象
徴
す

る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
秋
吉
さ
ん
は
「
地
域
の
文
化
遺

産
は
、
引
き
継
ぐ
も
の
で
は
な
く
、
共
有

す
る
も
の
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
若
い
人
た
ち
と
同
じ
時
代
を
生
き
る

こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
も
、
こ

の
言
葉
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
元
か
ら
参
加
の
花
尻
さ
ん
か
ら
は
、

尾
鷲
中
学
で
の
予
定
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
組
は
、
い
ろ
ん
な

国
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ

の
主
た
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
を

世
界
中
か
ら
お
呼
び
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
語
っ
て
い
た
だ
く
と
、
き
っ

と
面
白
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
聞
け
る
の
で

し
ょ
う
ね
。
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
の
将
来

の
計
画
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
こ
の
プ
ラ
ン
を

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
は
、そ
の
「
文
化
的
景
観
」

が
評
価
さ
れ
た
わ
け
で
、
ま
さ
に
熊

野
の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
熊
野
の
人
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
互

い
が
支
え
合
い
、
守
り
続
け
て
き
た

も
の
が
、
世
界
遺
産
と
い
う
大
き
な

評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で

す
。

　

し
か
し
、
保
存
活
動
の
取
組
も
担

い
手
の
高
齢
化
や
資
金
面
で
の
限
界

が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
今
日
、
世

界
か
ら
た
く
さ
ん
の
イ
コ
モ
ス
の
関

係
者
の
方
々
が
、
こ
の
熊
野
に
来
て

く
だ
さ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

聞
け
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
外
国
か
ら
の
3
人
の
方
々

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る

貴
重
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
三
方
と
も
世
界
遺
産
を

若
い
人
た
ち
に
、
ど
う
や
っ
て
伝
え

て
い
く
か
と
い
う
、
か
な
り
レ
ベ
ル

の
高
い
目
標
を
お
持
ち
で
す
。

　

実
は
、
私
た
ち
に
も
明
る
い
話
題

は
あ
る
の
で
す
。
尾
鷲
中
学
校
の
１

年
生
・
２
年
生
が
、
熊
野
古
道
伊
勢

路
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
の
で
、
語

り
部
友
の
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
で
来
月
、
私
は
５
学
級

１
５
０
人
と
一
緒
に
、
世
界
遺
産
の

勉
強
会
を
開
き
ま
す
。
そ
の
後
、
伊

勢
路
の
い
く
つ
か
の
峠
に
出
て
勉
強

し
て
、
次
は
お
客
さ
ん
を
案
内
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
、
み
ん
な
意
欲

に
燃
え
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
と
一
緒
に
な
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
、
皆
さ
ん

の
言
葉
に
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

「
明
日
か
ら
熊
野
古
道
の
た
め
に
、
ま

た
頑
張
っ
て
行
こ
う
」
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
聞

け
ま
し
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

花は
な
じ
り尻　

薫
か
お
る

（
日
本
） 

地元の尾鷲中学校の生徒と一緒に、来月、世界遺産の勉強会を開きます。

三
重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
長
、
熊
野
古
道
語
り
部
友
の
会
会
長
。

三
重
大
学
教
育
学
部
卒
業
。
昭
和
28
年
よ
り
教
職
に
就
く
。
昭
和
52

年
に
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
着
任
し
、
そ
れ
を
契
機
に
熊
野

古
道
伊
勢
路
の
発
掘
活
動
を
始
め
る
。

イ
コ
モ
ス
国
際
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会
委
員
。
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
科
教
授
。
工
学
博
士
。
専
門
は
文
化
遺
産
の

保
存
及
び
建
築
史
。
遺
産
の
概
念
、
保
護
の
理
念
か
ら
政
策
に
至

る
ま
で
、
幅
広
く
各
国
や
国
際
機
関
の
動
向
に
つ
い
て
比
較
研
究

を
行
っ
て
い
る
。日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
。

稲
いな

葉
ば

信
のぶ

子
こ

　（日本）

地
域
の
文
化
遺
産
は
継
承
す
る
も
の
で
は
な
く
、

若
い
世
代
と
共
有
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
な
ん
で
す
。

分科会　将来への継承セッション
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

ま
と
め
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ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
北
部
に
位
置
す

る
世
界
遺
産
の
「
ウ
マ
ワ
ー
カ
渓
谷
」

は
、「
イ
ン
カ
の
道
」
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
大

陸
を
結
ぶ
「
王
の
道
」
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

遺
産
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ

こ
に
は
多
様
な
遺
産
の
要
素
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
自
然
に
つ
い
て
は
標
高

１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
渓
谷
で
す
。
土
地
が
不

毛
で
、
気
候
が
非
常
に
乾
燥
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
土
地
も
乾
燥
し
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
多
種

多
様
な
鉱
物
が
あ
る
の
で
、
山
に
よ
っ

て
色
合
が
違
い
ま
す
。

　

こ
の
渓
谷
を
文
化
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
、
南
の
方
の
ア
ン
デ
ス
の

高
原
で
、
１
万
年
に
わ
た
っ
て
交
通

を
結
び
つ
け
て
き
た
場
所
で
し
た
。

先
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
で
あ
り
、
ま
た
ス
ペ
イ
ン
が
支

配
し
た
後
は
道
路
網
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
的
な
景
観
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
谷
に
沿
っ
て
川
が
流
れ
て
い
る

の
で
、
乾
燥
し
た
土
地
で
も
農
業
が

盛
ん
で
す
。
ま
た
、
古
代
遺
跡
も
あ

り
ま
す
。
宗
教
的
な
建
造
物
の
遺
産

や
歴
史
的
な
村
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
イ
ン
カ
と
ス
ペ
イ
ン
の
伝
統
が

融
合
し
た
無
形
遺
産
の
儀
式
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
1
9
4
0
年
代
か
ら

保
護
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

１
９
７
０
年
代
に
村
全
体
が
保
護
の

対
象
と
な
り
、
２
０
０
０
年
に
景
観

の
保
護
が
宣
言
さ
れ
、
２
０
０
３
年

に
は
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
外
国
か
ら

の
観
光
客
が
急
激
に
増
加
し
、
こ
の

６
年
間
で
観
光
客
の
数
は
、
実
に
15

倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
州
政
府
は
ま
す

ま
す
観
光
業
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

所
得
の
高
い
観
光
客
を
誘
致
し
た
り
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
多
様
化
を
図
っ

た
り
、
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
上

げ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
宿
泊
施
設
も
つ
く
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
不
足

し
て
い
る
の
で
、
伝
統
的
な
農
業
の

土
地
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な
新
し
い

事
業
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
観

光
バ
ス
の
駐
車
場
や
宣
伝
物
や
ゴ
ミ

対
策
。
こ
う
し
た
も
の
も
地
元
当
局

は
管
理
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当

然
、
地
元
の
共
同
体
は
、
こ
の
よ
う

な
観
光
客
の
増
加
を
喜
ん
で
い
ま
せ

ん
。
私
は
、
も
っ
と
地
元
の
人
々
の

暮
ら
し
を
尊
重
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ン
テ
ィ 

（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

観光に力を入れるより、地元の暮らしを尊重することが大切です。

イ
コ
モ
ス
本
部
執
行
委
員
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委

員
長
。
前
イ
コ
モ
ス
副
会
長
。
ラ
プ
ラ
タ
大
学
教
授
。
歴
史
的
遺
跡
の

国
家
委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
世
界
遺
産
を
評
価
・

監
視
す
る
専
門
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
の
道
に

は
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
何
よ
り
も
ス
ケ
ー

ル
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

世
界
で
最
も
乾
い
た
土
地
で
あ
る
た

め
、
す
べ
て
は
水
を
求
め
て
の
道
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
文

化
の
道
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
価

値
や
文
化
の
多
様
性
が
、
互
い
に
重

な
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
「
キ
ャ
ニ
ン
グ
・
ス

ト
ッ
ク
・
ル
ー
ト
」
は
古
く
か
ら
伝

わ
る
道
で
す
。
西
部
の
砂
漠
地
帯
か

ら
南
北
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
一
本
道

で
、
全
長
約
１
７
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
ア
ボ

リ
ジ
ナ
ル
の
通
商
交
易
ル
ー
ト
と
し

て
、
何
千
年
も
使
わ
れ
て
き
た
道
で

す
。

　

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
入
植

し
た
人
々
は
、
豊
か
な
水
と
牧
草
地

を
求
め
て
、
昔
か
ら
あ
っ
た
道
を
た

ど
り
、
彼
ら
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
水

源
地
を
見
つ
け
た
の
で
す
。

　

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

に
勤
務
し
、
現
在
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
の
ル
ー
ト

沿
い
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
調
査
を
続

け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以

外
の
人
々
と
も
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
共
同
研
究
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
豊
か
な
歴

史
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
３
万
年
に
わ

た
る
歴
史
が
、
だ
ん
だ
ん
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ナ
ル
の
土
地

管
理
者
と
一
緒
に
な
っ
て
、
私
の
大

学
で
は
評
議
会
を
作
り
ま
し
た
。
そ

の
評
議
会
を
通
し
て
、
こ
う
い
っ
た

も
の
を
研
究
し
て
、
文
書
化
し
て
、

記
録
す
る
と
い
う
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
熊
野

古
道
で
も
道
の
歴
史
を
記
録
し
た
り

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

の
人
々
も
ス
ト
ー
リ
ー
の
記
録
と
い

う
こ
と
に
は
と
て
も
熱
心
で
す
。
ま

た
、
こ
う
し
た
記
録
に
よ
っ
て
、
雇

用
が
生
ま
れ
、
自
分
た
ち
の
文
化
や

遺
跡
に
対
し
て
、
と
て
も
誇
り
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
保
存
管
理
に

あ
た
っ
て
は
、
い
ろ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
い
ろ
ん
な
文
化
グ
ル
ー
プ
を

巻
き
込
む
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
学
際
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
い
ろ

ん
な
分
野
の
専
門
家
を
巻
き
込
む
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ン
デ
ィ
ー
・
ブ
レ
ア
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

先住民の歴史のストーリーを記録することが重要です。

イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
区
副
会
長
補
佐
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
。
遺
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

専
門
は
歴
史
学
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
及
び
世
界
的
に
文
化
遺
産

の
保
全
・
管
理
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

この世界遺産は、どうやって守っていけばよいのだろう。
分 科 会  保 存 管 理 セ ッ シ ョ ン

Owase
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分科会　保存管理セッション

　

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス

テ
ー
ラ
で
は
、
世
界
的
に
有
名
な
建

築
家
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・
ア
イ
ゼ
ン

マ
ン
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

中
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
思
わ
ぬ
２
つ

の
問
題
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
の
で

す
。
一
つ
は
、文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
施
設
と
都

市
の
中
心
部
を
結
ぶ
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

の
建
設
。
ど
ち
ら
も
都
市
景
観
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
議
会
の
考
え
は
変
わ

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
の
建
設
の
必

要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
建
設
は
、
近
く
の
文
化

都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る

こ
と
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
駅
と
交
通
ハ
ブ
を
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
で
結
び
、
将
来
の
高
速
鉄
道

に
備
え
よ
う
と
い
う
か
な
り
大
が
か

り
な
都
市
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
遺
産
と
い
う
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
都
市
機
能
全
体
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
文
化
的

な
側
面
に
も
大
き
く
影
響
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。
駅
と
交
通
ハ
ブ
、

そ
し
て
文
化
都
市
、
歴
史
的
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
周
辺
の
施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
文
化
都
市
と
実

際
の
歴
史
的
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
の

流
れ
を
予
想
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
の
場
所

で
ど
ん
な
文
化
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
具
体
化
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
よ
う

な
高
価
な
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
る
際
に

は
、
今
の
状
況
を
考
え
る
と
ま
だ
早

過
ぎ
る
と
言
え
ま
す
。
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
組
合
）
と

市
議
会
の
担
当
者
は
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
対
す
る
市
民
の
意
見
に
、
も
っ
と

耳
を
貸
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
が
先
進
的
、

学
術
的
な
力
を
否
定
し
、
中
心
地
に

あ
る
農
村
の
特
徴
を
否
定
し
、
ま
す

ま
す
観
光
地
に
な
り
、
有
名
な
建
築

家
に
よ
っ
て
新
し
く
造
ら
れ
た
建
造

物
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
特
徴
と
し
た
、

地
域
的
な
行
政
セ
ン
タ
ー
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
世
界
遺
産
そ
の
も
の
の

真
正
性
さ
え
失
う
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ビ
ク
タ
ー
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
サ
リ
ナ
（
ス
ペ
イ
ン
）

遺産登録地の都市開発と世界遺産の保存について考えることが必要です。

イ
コ
モ
ス
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
。
セ
ビ
リ
ア
大
学
都
市
地
理
学
・
遺
産
学
教
授
。

地
理
学
博
士
。
主
な
専
門
テ
ー
マ
は
、
歴
史
都
市
、
遺
産
と
都
市
と
領
地
の
関
係
、

文
化
の
道
、
文
化
的
景
観
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
景
観
地
区
に
お
け
る
文
化
遺
産
の

特
徴
に
つ
い
て
、現
在
、総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
研
究
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

三
重
県
側
の
伊
勢
路
が
世
界
遺
産

に
な
ろ
う
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
遺
産
の
候
補
に
指
定

さ
れ
て
か
ら
、
も
う
一
度
、
伊
勢
路

を
見
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
運
動
が

起
こ
っ
て
、
花
尻
先
生
が
ご
提
案
さ

れ
た
形
で
、
官
民
一
体
で
語
り
部
の

養
成
へ
の
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
現
在
で
は
2
3
7
名
を
抱
え

る
組
織
と
な
り
、
他
の
地
域
で
は
見

ら
れ
な
い
大
き
な
動
き
に
発
展
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
、
地
域
の

熊
野
古
道
は
中
学
校
卒
業
ま
で
に
ほ
と

ん
ど
の
峠
を
歩
こ
う
と
い
う
こ
と
を
提

案
し
ま
し
て
、
各
小
中
学
校
で
遠
足
や

学
級
行
事
な
ど
で
歩
く
よ
う
に
し
て
い

た
だ
い
た
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
が
活
発
に
な
る
と
、

峠
の
麓
に
住
む
人
々
は
、
み
ん
な
が

歩
き
や
す
い
よ
う
に
と
、
自
主
的
に

道
の
整
備
に
あ
た
り
、
土
に
埋
も
れ

て
い
た
石
畳
の
道
が
あ
ち
こ
ち
か
ら

出
て
き
た
り
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
官
民
一
体
の

保
存
活
動
に
も
、
や
は
り
解
決
で
き

な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
人
々

の
「
守
る
」
と
い
う
善
意
だ
け
で
は
、

こ
の
大
き
な
仕
事
は
完
成
で
き
な
い

わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
、
台
風
な
ど

で
大
雨
が
降
っ
て
、
被
害
が
出
て
道

の
修
理
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
労
力
だ
け
に
頼
る
わ

け
に
い
か
な
い
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
行
政
の
役
割
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
役
割
を
ど
う
す
る
の
か
。

ど
こ
ま
で
が
行
政
の
役
割
で
、
ど
こ

か
ら
が
協
力
し
て
や
る
こ
と
な
の
か
。

も
う
少
し
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
要
員
を
公
費
で
雇
っ
て
い
る
よ

う
な
海
外
の
事
例
を
お
聞
か
せ
願
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
私
有
地

の
問
題
で
す
。
世
界
遺
産
の
熊
野
古

道
の
両
脇
は
私
有
地
の
民
有
林
で
す
。

町
は
景
観
条
例
を
つ
く
っ
て
、
コ
ア

ゾ
ー
ン
は
絶
対
に
変
え
な
い
、
コ
ア

ゾ
ー
ン
の
両
側
50
メ
ー
ト
ル
ず
つ
の

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
に
あ
る
木
を
伐
採

す
る
際
に
は
届
出
を
い
た
だ
く
。
そ

う
い
う
姿
勢
で
進
め
て
い
ま
す
が
、

林
業
事
業
者
な
ど
の
事
情
も
あ
っ
て
、

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
の
管
理
は
な
か
な

か
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
私
有
地
の
問
題
に
つ
い
て
、

海
外
で
の
良
い
事
例
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

行政とボランティアの役割分担をこれからどう進めていけばよいのか。

紀
北
町
教
育
長
。
み
え
熊
野
学
研
究
会
運
営
委
員
長
、
紀
北
民
俗
研

究
会
会
長
、
熊
野
古
道
語
り
部
友
の
会
顧
問
、
日
本
児
童
文
学
者
協

会
会
員
。
三
重
大
学
学
芸
学
部
卒
業
。
県
尾
鷲
教
育
事
務
所
長
、
小

中
学
校
長
を
歴
任
。

小お
ぐ
ら倉　

肇
は
じ
む  （

日
本
）
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ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
さ
ん

の
お
話
は
、
イ
ン
カ
の
道
に
通
じ
る
ウ
マ

ワ
ー
カ
渓
谷
を
事
例
に
、
保
護
さ
れ
る
文

化
遺
産
は
、
建
造
物
レ
ベ
ル
か
ら
村
落
レ

ベ
ル
、
最
後
に
は
文
化
的
景
観
と
進
化
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ
ン
デ
ィ
ー
さ
ん

の
地
元
を
重
視
し
た
お
話
に
は
共
感
し
ま

し
た
。
文
化
遺
産
の
保
存
管
理
は
行
政
が

主
導
す
る
も
の
で
な
く
、
地
域
の
関
係
者

全
体
を
巻
き
込
む
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
、
関
連
分
野
の
専
門
家
等
に
よ
る
学
際

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

の
文
化
を
理
解
し
た
う
え
で
世
界
遺
産
を

め
ざ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
世
界
遺
産
の
保
存
管
理
に
よ
っ
て
、

地
域
の
経
済
的
効
果
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
留
意
し
た
い
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。

　

ビ
ク
タ
ー
さ
ん
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
ご

報
告
で
し
た
が
、
都
市
レ
ベ
ル
で
い
ろ
い

ろ
な
開
発
の
影
響
が
あ
り
、
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
市
内
の
都
市
計
画
の
変
更
も
大
き
な
問

題
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
都
市
計
画
の

変
更
、
条
例
に
よ
る
規
制
強
化
な
く
し
て

世
界
遺
産
の
保
存
管
理
、
継
承
は
困
難
で

あ
る
と
い
う
、
都
市
開
発
と
世
界
遺
産
の

保
存
と
い
う
問
題
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
倉
先
生
か
ら
は
、
地
域
の
住
民
は
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
が
、
保
存
管
理
と
い

う
面
で
は
地
域
だ
け
の
力
で
は
限
界
で
あ

る
。
や
は
り
行
政
も
何
と
か
し
な
い
と
困

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
行
政
の
役
割
を
ど
う
分
担
す
る

か
と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

辻
林
先
生
は
事
例
を
交
え
て
、
地
域
の

伝
統
的
な
工
芸
技
術
を
継
承
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
伝
統
技
術
を
継
承
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
昔
と
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
継

承
す
べ
き
で
あ
る
と
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

世
界
文
化
遺
産
は
、
資
産
を
構
成
す
る

有
形
遺
産
と
同
時
に
無
形
遺
産
の
両
方
が

継
承
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
保
存
管
理
に
は
、
地
域
の

関
係
者
の
参
画
の
も
と
、
多
様
な
人
々
と
、

学
際
的
な
研
究
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
問
題
を
共
有
化
し
て
、
地
域
に

整
合
し
た
保
存
管
理
、
継
承
へ
の
指
針
を

作
成
し
実
行
し
て
い
く
。
保
存
管
理
計
画

は
地
域
の
特
性
や
経
済
効
果
に
配
慮
し
、

地
域
の
適
切
な
成
長
、
活
性
化
に
結
び
つ

く
こ
と
を
考
え
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
事
例
の
よ
う
に
、
文
化

遺
産
は
地
域
と
共
に
進
化
し
て
い
く
。

　

私
か
ら
は
３
点
ほ
ど
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、「
文
化
的
景
観
」
の
保
全
の

問
題
で
す
。
山
の
中
は
と
も
か
く
、

市
街
地
に
入
っ
た
時
の
景
観
は
、
今

の
ま
ま
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
や

は
り
一
番
大
き
な
問
題
は
広
告
物
だ

と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
な
ど
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
あ

る
程
度
条
例
で
規
制
は
で
き
る
の
で

す
が
、
広
告
物
に
つ
い
て
は
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
規
制
が
進
み
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
文
化
的
景
観
を
劣
化
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
一
番
の
原
因
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
辺
を

今
後
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
そ
う

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

次
は
、「
管
理
」
に
対
す
る
問
題
で

す
。
世
界
遺
産
に
な
る
前
の
保
存
状
況

が
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題

も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。「
中
辺
路
ル 

ー
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
昭
和
50
年
代
に
古
道
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
非

常
に
ま
ず
い
や
り
方
を
し
て
い
ま
し

た
。
路
面
を
一
定
の
深
さ
で
掘
り
込

ん
だ
り
、
も
と
も
と
ち
ゃ
ん
と
し
た

階
段
が
あ
る
の
に
、
ま
た
新
し
く
階

段
を
作
り
直
し
て
い
る
。
し
か
も
石

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
と
め
る
と
い
う
、

無
茶
な
整
備
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
れ
を
元
に
戻
そ
う
と
す
る
と
、

文
化
財
保
護
法
の
現
状
変
更
に
あ
た

る
と
い
う
。
こ
う
い
う
問
題
を
ど
う

や
っ
て
解
決
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
、
非
常
に
頭
が

痛
い
わ
け
で
す
。

　

３
つ
目
は
、失
わ
れ
た
「
伝
統
技
術
」

を
ど
う
再
生
す
る
か
と
い
う
問
題
で

す
。
か
つ
て
、
こ
の
近
く
の
農
村
部

で
は
紙
す
き
が
盛
ん
で
、「
音
無
し
紙
」

と
呼
ば
れ
る
和
紙
は
、
本
宮
の
土
産

物
に
も
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ

の
紙
す
き
の
道
具
が
一
式
だ
け
完
全

な
形
で
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
世

界
遺
産
登
録
を
機
に
、
何
と
か
元
に

戻
せ
な
い
か
と
地
元
の
方
に
声
を
か

け
て
紙
す
き
の
技
術
を
習
得
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く

今
年
、
紙
が
す
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
い
う
伝
統
的
な
も
の
が
、
ま

だ
ま
だ
、
こ
の
地
に
は
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
探
し

て
、
こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
よ
う
に
伝

承
し
て
い
く
か
。
そ
う
い
う
問
題
も
、

こ
の
文
化
的
景
観
の
中
に
、
大
き
な

ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

辻つ
じ
ば
や
し林　

浩ひ
ろ
し（

日
本
）

文化的景観の保全と道の管理、そして伝統技術をどう再生するのか。

和
歌
山
県
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
長
。
明
治
大
学
大
学
院
修
士
課
程
（
考

古
学
専
修
）
修
了
。
１
９
７
１
年
に
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
に
採
用
。

２
０
０
０
年
に
同
県
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
長
に
着
任
し
、「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
尽
力
す
る
。

イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
日
本
代
表
、
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内

委
員
会
理
事
。
㈱
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
代
表
取
締
役
副
社

長
。
農
学
博
士
。
環
境
、
文
化
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
日
本
の
世
界
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
の
多
く

の
登
録
申
請
業
務
、保
存
、保
護
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
。

世
界
遺
産
の
保
存
管
理
は

行
政
主
導
で
は
な
く
地
域
の
人
々
が

参
画
し
て
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

分科会　保存管理セッション

杉
すぎ

尾
お

邦
くに

江
え

　（日本）

Owase

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

ま
と
め
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ゲストスピーチ

教
、
神
と
仏
、
神
社
と
寺
院
と
、
は
っ

き
り
区
別
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、

日
本
人
の
宗
教
観
と
い
う
も
の
が
、

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

だ
か
ら
宗
教
心
は
大
事
だ
け
れ
ど

も
、
宗
教
を
持
つ
こ
と
は
危
険
だ
。

そ
う
い
う
意
識
の
中
で
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
の
時
代
に
私
た

ち
は
生
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
政

治
も
経
済
も
、
医
療
や
介
護
の
問
題

も
、
と
に
か
く
不
安
な
こ
と
だ
ら
け
。

平
均
寿
命
は
延
び
て
い
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
先
、
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の
か
、

い
く
つ
ま
で
健
康
で
い
ら
れ
る
の
か
。

い
ろ
い
ろ
な
不
安
を
抱
え
る
中
で
、

私
た
ち
の
日
本
人
の
帰
る
場
所
は
、

ま
さ
に
こ
こ
熊
野
に
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

熊
野
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
い

つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
皆
様

に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
来
る
と
、
な
ぜ
か
心
が
と
て

も
癒
さ
れ
ま
す
。

　

で
も
、「
継
承
」
と
い
う
言
葉
の
中

に
は
、
そ
の
途
中
で
途
切
れ
る
時
も

あ
る
、
そ
ん
な
意
味
合
い
を
含
ん
で

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ち
ょ
っ
と

不
安
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
熊
野
で
は
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
、
み
ん
な
含
め
て
一
つ
の

共
同
体
と
し
て
、
世
界
遺
産
に
ち
ゃ

ん
と
向
き
合
っ
て
共
有
し
、
地
域
活

動
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
う
い

う
こ
と
を
修
士
論
文
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
、
私
は
強
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

か
つ
て
貴
族
た
ち
が
こ
の
地
を
何

度
も
訪
れ
、
白
河
天
皇
や
後
白
河
天

皇
、
鳥
羽
天
皇
や
後
鳥
羽
上
皇
も
、

こ
の
地
を
求
め
て
都
か
ら
や
っ
て
来

ら
れ
た
。
そ
し
て
蟻
の
熊
野
詣
と
言

わ
る
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
、
自
然
の

曼
荼
羅
の
よ
う
な
こ
の
地
を
訪
れ
た
。

生
死
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
か
ず

に
、
人
間
が
生
き
る
こ
と
を
求
め
た

熊
野
の
歴
史
は
、
今
、
１
５
０
０
年

に
届
こ
う
か
と
い
う
時
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

熊
野
、
吉
野
の
山
々
で
歴
史
が
始

ま
り
高
野
山
が
開
か
れ
た
そ
の
昔
、

こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
国
々
の
方

が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
か
く
も
盛
大

に
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く

な
ん
て
、
い
っ
た
い
誰
が
想
像
し
た

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
と

て
も
感
慨
深
い
ロ
マ
ン
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
皆
様
方
の

ご
尽
力
が
あ
っ
た
は
ず
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
日
本
人
の
一
人
と
し
て
、

熊
野
が
い
つ
ま
で
も
熊
野
で
あ
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
い

つ
も
無
私
の
精
神
で
熊
野
を
守
っ
て

く
だ
さ
っ
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

熊野古道は時間を取り戻す道。
私たち日本人の帰るべき場所がある。

秋吉久美子（女優）

　

熊
野
の
魅
力
は

　

文
化
的
景
観
だ
け
で
は
な
い
。

　

イ
コ
モ
ス
の
会
長
は
、
今
日
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
お
着
き
に
な
ら
れ
た
と

か
。
20
時
間
の
長
旅
で
、
ほ
ん
と
う

に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
私
も
夕
べ
東

京
か
ら
来
ま
し
た
が
、
こ
の
熊
野
の

地
は
と
て
も
遠
い
と
こ
ろ
で
、
７
時

間
も
か
か
り
ま
し
た
。
国
内
で
７
時

間
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
20
時

間
か
か
る
の
は
当
た
り
前
で
す
よ
ね
。

　

そ
の
よ
う
な
遠
い
地
で
あ
る
熊
野

と
い
う
こ
と
で
、
さ
ぞ
か
し
寒
い
だ

ろ
う
な
と
思
っ
て
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
私
は
、
冬
用
の
コ
ー
ト
を
着
込

ん
で
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り

の
暖
か
さ
に
、
昨
日
も
今
日
も
コ
ー

ト
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
北
海
道
を
最
北

端
と
し
て
、
沖
縄
を
最
南
端
と
す
る

の
で
は
な
く
、
日
本
地
図
を
縦
軸
で

眺
め
て
見
る
と
、
こ
の
熊
野
の
地
は

か
な
り
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

北
風
さ
ん
の
話
が
あ
り
ま
す
。
人

は
ど
う
や
っ
て
硬
い
心
を
柔
ら
か
く

す
る
の
か
、
心
を
開
く
の
か
と
言
え

ば
、
お
日
様
の
力
が
大
事
だ
と
い
う

逸
話
が
あ
り
ま
す
。
熊
野
の
地
に
来

る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
し
っ
か
り
コ
ー

ト
を
着
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
地
の
人
々
の
温
か
さ
や
優
し
さ
、

そ
し
て
素
朴
な
心
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
コ
ー
ト
を
脱
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
熊
野
の
魅
力
は
、
何
も

文
化
的
景
観
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
日
本
人
は
、
日
本

の
武
士
文
化
を
日
本
の
文
化
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
は

る
か
昔
か
ら
熊
野
に
は
温
か
く
て
素

朴
で
、
そ
し
て
他
か
ら
の
進
入
を
決

し
て
拒
ま
な
い
大
ら
か
な
文
化
が
続

い
て
い
た
わ
け
で
す
。
吉
野
・
金き
ん

峯ぷ

山せ
ん

寺じ

の
田
中
総
長
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
神
道
、
仏
教
、
修
験

の
３
つ
の
霊
場
が
道
を
通
じ
て
結
び

合
い
、
互
い
に
融
合
し
な
が
ら
生
き

て
き
た
熊
野
の
あ
り
方
は
、
今
の
日

本
人
、
そ
し
て
世
界
の
人
々
が
学
ぶ

べ
き
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

熊
野
に
は
日
本
人
の

　

帰
る
べ
き
場
所
が
あ
る
。

　　

私
た
ち
日
本
人
は
、
宗
教
に
対
し

て
違
和
感
を
感
じ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
明
治
維
新
の
、

神
仏
習
合
か
ら
神
仏
分
離
へ
の
転
換

に
要
因
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
独
特
の
神
仏
習

合
の
慣
習
は
禁
止
さ
れ
、
神
道
と
仏
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このシンポジウムの開催は、
地域の皆さんのおかげによるものです。

閉会挨拶

　本日は、熊野古道国際交流シンポジウムに、たくさんの方々がご参加くださいまし

て、ありがとうございました。

　私どもが熊野古道協働会議を結成してから、早くも 5 年が経過しました。熊野古道

の文化的景観を保存し、より多くの人々を導くために、この伊勢路では民間と行政が

一体となって、これまでさまざまな活動をしてきました。そうした皆さんの熱意が、

伊勢路の世界遺産登録の大きな力となり、本日の素晴らしいシンポジウムを開催する

原動力にもなったと思っています。　

　世界遺産登録５周年という節目に、こうして世界から、日本国内から、有数の専門

家の方々をお迎えし、貴重なお話を聞かせていただける機会に恵まれたことは、誠に

意義深く、将来に向けて最も重要な一つの大きな転機になることと思います。また、

世界遺産の「紀伊山地の霊場と参詣道」が、国内はもとより世界に向けて大いに発信

できたことは、本日の大きな成果であります。

　最後に、このシンポジウムを開催するにあたりまして、特に三重県の東紀州対策局、

三重県教育委員会の方々のご尽力には、改めて厚くお礼を申し上げます。また、この

広い会場で長時間にわたって、このシンポジウムを支えるためにご参加いただいた皆

さんにも、この場をお借りして厚くお礼を申し上げて、私の閉会の言葉とさせていた

だきます。どうもありがとうございました。

熊野古道恊働会議代表世話人
花 尻 　 薫
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文
化
的
景
観
の
世
界
遺
産
、

熊
野
古
道
伊
勢
路
の
光
景

ツヅラト峠・熊野灘一石峠

荷坂峠熊谷道

八鬼山越え

羽後峠二木島峠曽根次郎坂太郎坂

馬越峠

始神峠
※掲載されている写真は、世界遺産に登録されていない箇所も含みます。
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松本峠・七里御浜横垣峠熊野川

浜街道 本宮道風伝峠

波田須観音道

猪ノ鼻水平道

逢神坂峠通り峠・丸山千枚田
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9:00 ～19:00（開場 8:30）賓日館 開催
場所 ひんじつかん

日

2009Ise

こ
れ
か
ら
の

世
界
遺
産
の

意
義
を
問
う

 
世
界
遺
産
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伊
勢
２
０
０
９

主　催： 世界遺産国際交流シンポジウム伊勢2009実行委員会（イコモスCIIC、日本イコモス国内委員会、三重県）　
共　催： 奈良県、和歌山県、伊勢市　
助　成：（独）国際交流基金、（財）文化財保護・芸術研究助成財団、（財）岡田文化財団、大成建設自然・歴史環境基金
後　援： 外務省、文化庁、尾鷲市、熊野市、多気町、大台町、玉城町、大紀町、紀北町、御浜町、紀宝町
協　賛： 伊勢角屋麦酒、「美し国おこし・三重」実行委員会、キリンビール（株）三重支社、
　　　　 キリンビバレッジ（株）中部圏地区本部、元坂酒造（株）
協　力：（株）朝日館、（有）伊勢文化舎、縁側サミット、NPO法人二見浦・賓日館の会、三重大学ユネスコクラブ、南川三治郎

26
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　本日は、日本イコモス国内委員会の代表として、皆

様にご挨拶申し上げることができまして、大変うれし

く存じます。

　また、「世界遺産国際交流シンポジウム伊勢 2009」

の共同主催者として、このシンポジウムをなんとか成

功させたいと、改めて大きな責任を感じています。

　昨日は、「文化の道を探る」と題し、三重県の主催

で「熊野古道国際シンポジウム尾鷲 2009」が、尾鷲

市の県立熊野古道センターにおいて開かれました。そ

こでは野呂三重県知事、中川文部科学副大臣、イコモ

ス会長のグスタボ・アローズさんのご挨拶に続いて、

基調講演としてイコモス CIIC 会長のマリア・ローザ

さん、それから金峯山修験本宗宗務総長の田中利典さ

んのお話がありました。

　さらに分科会では、世界遺産の地域活性、継承、管

理について、各国の委員の皆様の貴重な体験が語られ

ました。

　尾鷲でのシンポジウムでは、田中宗務総長さんの熱

のこもったお話に、特に私は深く感銘しました。紀伊

山地の 3 霊場（吉野・熊野・高野山）のそれぞれ異

なる宗教が、道によってつながってきたのは、沿道の

平和が保たれてきたからで、道がつながっていくため

には、平和が必要なんだというお話は、この伊勢での

テーマである「世界平和の構築」にも、大きくつなが

るものと確信いたしております。

　今日は、イコモスの文化の道の専門機関である

CIIC（文化の道国際学術委員会）の皆さまにも、多数

ご参加いただいております。このシンポジウムを通じ

て、これからの世界遺産はどうあるべきなのか。また、

世界平和の構築に寄与する世界遺産とは、どういうも

のなのか。皆様の盛んな討議によって、大きな成果が

得られますことを心より願っています。

これからの世界遺産の
意義が得られる成果の大きい
シンポジウムにしてほしい。

伊勢は日本の精神文化の原点であり、
また出発点になっている
場所でもある。

　イコモスの関係者の皆様のご来日を心から歓迎申し

上げます。また、このような国際的なシンポジウムが、

ここ伊勢の地で開催されますことを、心からお喜びを

申し上げます。　　

　さて、奈良県は、日本で初めて本格的な首都・平城

京が誕生してから、来年で 1300 年になります。また、

私どもの県には、吉野・熊野を含めて３つの世界遺産

があります。

　これらの日本の文化、奈良時代の文化には特徴があ

ります。たとえば、日本には仏教という文化が根づい

ていますが、この仏教は紀元前６世紀にインドで発祥

し、中国から日本に伝わって来たものです。そのよう

にシルクロードを渡って来た文化が、日本に根づいた

という歴史があります。

　一方、この伊勢神宮のように、日本の伝統的文化が

併存して、現在に生き残っている特徴があります。

　つまり、文化の伝播と受容のパターンが、日本の文

化の大変特徴的なものではないかと思います。その一

番の例が、宗教が大変主張しあう今の時代における神

と仏の習合、「神仏習合」の文化だと思います。

　ここ伊勢の地は、日本古来からの精神文化の一番の

基本となる出発点であります。また、奈良は伝わって

きた仏教が最初に到着した地であります。そのような

異なる文化が、波状的に連続して長い間伝わることに

よって、日本の文化が形成されてきたわけです。

　このような国際会議を三重で開かれることを心から

歓迎し、また感謝を申し上げて、私のご挨拶にさせて

いただきます。

奈良県知事

荒
あら

　井
い

　正
しょう

　吾
ご

主催者・共催者挨拶

日本イコモス国内委員会委員長

前
まえ

　野
の

　　嶤
まさる
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主催者・共催者挨拶

　熊野古道の歴史を振り返えりますと、ここ 1000 年

の歴史の後半は伊勢路が非常に盛んだったように思い

ます。特に江戸時代には、全国からたくさんの人々が

お伊勢さんにお参りに来ています。その後、熊野にも

お参りしようと、人々は熊野三山、すなわち本宮大社、

速玉大社、那智大社へと向かったわけです。この伊勢

の会議の後、イコモスの皆様には熊野三山にもお出で

いただき、本宮でもシンポジウムを開くことになって

おり、私も楽しみにしています。

　和歌山県は、スペインのガリシア州と姉妹提携を結

んでおります。ここにはサンティアゴ・デ・コンポステー

ラがあって、互いに「道の世界遺産」を持つ同士とい

うことで、11 月４日には和歌山市において、シンポジ

ウムを開催することになっています。

　私は、この 2 つの道をどちらも歩いておりますが、

汗をたらして、苦労して、やっとの思いで目的地にた

どり着く。人はそういうことでよみがえり、救いが得

られるように思います。これからも魂の救いを求めて、

「紀伊山地の霊場と参詣道」は人々の心の中で生き続け

ていくことでしょう。

　行政といたしましては、この素晴らしい世界遺産を

いつまでも守っていかなければなりません。そのため

には、観光とともに保全というものが非常に重要になっ

てきます。その一環として、和歌山県では新たに景観

保全のための条例をつくり、少しきつめの規制を始め

ています。このようにして、1000 年間続いてきた世

界遺産の価値を後世に伝えていきたいと考えていると

ころです。

　このシンポジウムが実りの多きものになりますよう、

心からお祈りを申し上げまして、私のご挨拶とさせて

いただきます。

1000 年間続いた世界遺産を
後世に伝えていきたい。

古の文化を綿々と伝える伊勢の地で
世界遺産と平和のことを
考えることは意義深い。

  昨日の尾鷲市でのシンポジウムに引き続き、本日はこ

の伊勢市でシンポジウムを開催することができました。

イコモスの関係者の皆様には、連日の厳しい日程でお

世話になり、厚く御礼を申し上げます。また、奈良県、

和歌山県の知事にもご列席いただき、深く感謝申し上

げます。

　当地伊勢には古から日本を代表する伊勢神宮がありま

すが、この神宮はいわゆる文化財ではありません。20

年毎にご遷宮が行われ、あらゆるものがリニューアルさ

れるからです。それは神宮を象徴する「常
とこわか

若」という言

葉からもわかります。常に若いという意味で、英語で直

訳するならば、always fresh and young とでも言うので

しょうか。2000 年前の文化を、常にフレッシュでヤン

グな状態で、今日まで伝えてきました。

　また、伊勢の地は「美
うま

し国」と古来から言われてきた

ところです。神宮にお祀りしている天照大神が、ここは

美しい国だと言われたという故事に由来しています。本

県では、わが郷土をいつも美しい国にしていこうと「美

し国おこし・三重」という取組をはじめたところで、こ

の国際会議もそのオープニングイベントに位置づけてお

ります。

　ここ伊勢の地と熊野を結ぶ道が、世界遺産にも一部が

登録されている熊野古道伊勢路です。熊野もわが国を代

表する古からの信仰の地であり、近世では伊勢をお参り

された多くの方が、熊野に向かったという記録も残って

おります。

　こうした三重の地におきまして、イコモスの専門家の

方々が世界遺産と平和についてご討議いただくことは、

誠に光栄なことでございます。ここ伊勢から世界平和を

訴えることができますならば、世界に対して大きなイン

パクトをもたらすものと思っています。また、熊野古道

という、道の世界遺産の意義も認識も新たにして、未来

へしっかり継承して行きたいと考えています。

　本日のシンポジウムの成果多からんことを心からお祈

りして、私のご挨拶にさせていただきます。

三重県知事 
野
の

　呂
ろ

　昭
あき

　彦
ひこ

和歌山県知事　
仁
に

　坂
さか

　吉
よし

　伸
のぶ
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ICOMOS

保
存
を
担
保
す
る
こ
と
も

世
界
遺
産
条
約
の
目
的
。

　

イ
コ
モ
ス
は
「
世
界
遺
産
条
約
」

の
３
つ
の
分
野
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
新
し
い
文
化

遺
産
の
登
録
で
す
。
二
つ
目
は
、
保

存
状
況
に
つ
い
て
、
常
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
三

つ
目
は
、
ポ
リ
シ
ー
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
そ
し
て
世
界
遺
産
リ
ス
ト
を

常
に
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
担
保
す

る
こ
と
で
す
。

　

イ
コ
モ
ス
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
代
表
性
で
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
世
界
遺
産
条
約
の

目
的
は
、
世
界
遺
産
の
登
録
リ
ス
ト

を
作
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
登
録
リ
ス
ト
の
中
に
、
す
べ
て
の

歴
史
と
自
然
と
人
為
的
な
活
動
を
代

表
さ
せ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
イ
コ
モ
ス
は
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
協
力
を
得
て
、
作
業
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
と
こ

ろ
で
不
均
衡
を
是
正
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

報
告
書
を
作
成
し
て
き
ま
し
た
、

　

し
か
し
、
世
界
遺
産
の
登
録
リ
ス

ト
の
中
に
は
、
ま
だ
不
均
衡
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
定
の
国
に
推
薦

が
偏
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
決
定
権
は
イ
コ
モ
ス
で
は
な
く
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
あ
る

の
で
す
が
、
私
た
ち
の
意
見
を
も
っ

と
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
す
べ
て

の
世
界
遺
産
候
補
が
均
衡
し
た
形
で

推
薦
さ
れ
、
日
本
や
メ
キ
シ
コ
、
ス

ペ
イ
ン
の
よ
う
な
国
々
の
努
力
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
報
告
書
の
も
う
一
つ
の

目
的
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
の
中
で
、

遺
産
が
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
で
す
。
遺
産
の
役
割
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
解
釈
が

違
い
ま
す
。
世
界
遺
産
に
登
録
す
べ

き
も
の
は
す
べ
て
登
録
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
顕
著
や
普
遍
的

な
価
値
と
は
、
何
か
と
い
う
こ
と
の

理
解
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

普
遍
的
や
価
値
は
と
も
か
く
と
し
て
、

顕
著
と
は
ベ
ス
ト
と
い
う
こ
と
な
の

か
、
最
も
代
表
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
も
っ
と
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
条
約
の
目
的
は
何
も
史

跡
や
記
念
物
を
目
立
つ
よ
う
に
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
や
は
り
保
存
を
担

保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

イ
コ
モ
ス
に
は
世
界
中
に

９
０
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
。

　

私
は
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ン
グ
・
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構

築
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
各

国
の
イ
コ
モ
ス
の
委
員
会
に
お
願
い

し
て
、
３
名
か
ら
５
名
の
専
門
家
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
、
毎

年
１
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
、

各
国
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
も

ら
う
の
で
す
。
少
な
く
と
も
１
、２
年

後
に
は
、
こ
れ
を
実
現
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

国
際
協
力
に
関
し
て
は
、
ま
だ
改

善
の
余
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
世
界
遺
産
の
危
機
リ
ス

ト
に
載
せ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
罰
則

と
捉
え
て
し
ま
っ
て
、
恥
を
さ
ら
さ

な
い
で
く
れ
と
い
う
感
情
的
な
意
見

が
出
て
き
た
り
し
ま
す
。
で
も
、
そ

う
い
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
れ
は
す

べ
て
の
国
々
が
国
際
的
に
協
力
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
警
告
な
の

で
す
。

　

私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
も
訴

え
か
け
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て

も
、一
部
の
O
D
A
の
資
金
を
そ
ち
ら

に
仕
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
の
中

で
醸
成
さ
れ
た
良
い
慣
習
は
、
す
べ

て
の
国
々
の
登
録
サ
イ
ト
、
さ
ら
に

は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
遺
産
も
含
め

て
広
め
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
す
べ
て
進
め
る
に
は
、

イ
コ
モ
ス
自
ら
の
資
源
の
限
界
を
理

解
し
た
う
え
で
、
そ
の
資
源
を
効
率

的
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
イ
コ
モ
ス
に
は
世
界
中
に

９
０
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
が
い
て
、

遺
産
の
保
存
に
関
し
て
は
最
高
の
専

門
家
た
ち
を
揃
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
十
分
に
い
か
し
き
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
ず
、
国
内

委
員
会
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て

国
際
学
術
委
員
会
に
お
い
て
も
同
様

で
す
。
両
者
は
対
立
す
る
の
で
は
な

く
、
互
い
に
共
通
の
目
的
を
持
っ
て
、

協
力
し
合
え
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
資
源

と
能
力
と
才
能
を
十
分
理
解
す
る
た

め
、
イ
コ
モ
ス
会
員
全
員
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
ど
こ
に
ど

の
よ
う
な
専
門
家
が
い
る
か
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
イ
コ
モ
ス
を
文
化
遺
産
に

関
す
る
最
大
の
権
威
を
持
っ
た
機
関

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
優
秀
な
人
材
を
抱
え
る

イ
コ
モ
ス
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ハ
ン
ド
ル
を
自
ら
の

手
中
に
納
め
、
先
手
を
打
た
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
問
題
や
脅
威
を
積

極
的
に
探
し
出
し
て
、
現
場
で
ど
ん

な
変
化
が
起
き
て
い
る
か
特
定
し

て
、
他
者
か
ら
質
問
さ
れ
る
前
に
答

え
を
提
供
す
る
の
で
す
。
イ
コ
モ
ス

の
９
０
０
０
人
の
力
を
結
集
す
れ
ば
、

そ
れ
は
き
っ
と
可
能
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

イコモスの力を結集して、
世界のさまざまな遺産を守ります。

イコモス会長　グスタボ・アローズ

グ
ス
タ
ボ
・
ア
ロ
ー
ズ（
ア
メ
リ
カ
）

イ
コ
モ
ス
会
長
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
コ
モ
ス

国
内
委
員
会
事
務
局
長
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

大
学
教
授
（
歴
史
建
造
物
保
存
、
都
市
保
全
）、

ゲ
ッ
テ
ィ
財
団
建
築
保
全
諮
問
委
員
、
ユ
ネ
ス

コ
特
別
研
究
旧
エ
ル
サ
レ
ム
の
保
護
委
員
会

委
員
。
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
建
築
専
攻
。

基調講演
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第 1セッション 世界平和の構築に寄与する世界遺産の特質　事例検証

巡礼路

巡
礼
道
に
は
１
０
０
０
年

以
上
の
歴
史
が
あ
る
。

　

私
が
よ
く
知
っ
て
い
る
道
は
、「
サ

ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
巡
礼
路
」
で
す
の
で
、

今
日
は
こ
の
道
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
巡
礼
路
は
、

１
９
８
７
年
に
欧
州
会
議
が
初
め
て

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
文
化
の
道
」
と

し
て
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ユ
ネ

ス
コ
が
１
９
９
３
年
に
世
界
遺
産
リ

ス
ト
に
登
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
巡
礼
路
は
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
に
あ
る
聖
ヤ

コ
ブ
の
墓
参
り
の
た
め
の
道
で
、
そ

の
歴
史
は
９
世
紀
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
主
要

な
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
巡
礼
が
始

ま
り
、
こ
れ
を
軸
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
が
交
流
を
図
っ
た
と
い
う
、

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
礼
の
生
き
た

事
例
だ
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
巡
礼
路
は
、
１
０
０
０
年
以

上
に
わ
た
っ
て
芸
術
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
ロ

マ
ネ
ス
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
形
成

と
普
及
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
距
離
は
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
、

８
２
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
お

り
、
１
６
６
の
都
市
や
町
を
通
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
沿
道
に
は
文
化
的

価
値
の
あ
る
建
造
物
が
１
８
０
０
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
道
で
は
全
長
を
通
し
て
、
す
べ

て
の
も
の
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
道

の
両
側
の
30
メ
ー
ト
ル
も
緩
衝
地
帯
と

し
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
道
は
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
３
つ
の
ケ
ー
ス

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
は
「
イ
エ
サ
貯
水
池
」

で
す
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
の
北
部
に

あ
り
ま
す
。
１
９
５
９
年
に
フ
ラ
ン

コ
将
軍
が
造
っ
た
も
の
で
、
こ
の
貯

水
池
に
よ
っ
て
巡
礼
路
の
一
部
が
水

没
し
、
現
在
の
道
が
つ
く
ら
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
、
こ
の
貯
水
池
の
容

量
を
拡
大
す
る
計
画
が
浮
か
び
上

が
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
方
法
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
こ

の
道
の
一
部
が
水
没
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
深
刻
な
問
題
で
す
。

地
元
の
住
民
は
反
対
し
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
も
こ

れ
に
異
論
を
唱
え
て
、
第
28
回
会
議

で
政
府
の
言
い
分
を
無
効
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
政
府
は
貯
水
池
の
拡

大
を
再
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
当
初
の
計
画
よ
り

も
、
か
な
り
縮
小
さ
れ
た
計
画
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
イ
コ
モ
ス
国

内
委
員
会
は
、
こ
の
再
計
画
に
も
賛
成

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
界

遺
産
委
員
会
は
、
第
29
回
会
議
で
こ
の

再
計
画
を
支
持
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
の
専
門
家
、
あ
る
い
は
ス
ペ

イ
ン
国
内
委
員
会
の
専
門
家
に
は
、
何

も
相
談
せ
ず
に
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
の
こ
と
が
今
で
も
悔
や
ま
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

　
他
に
も
残
念
な
計
画
や

決
定
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

　

次
は
、
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
デ
・
ラ
・

カ
ル
サ
ダ
か
ら
ブ
ル
ゴ
ス
に
向
か
う

高
速
道
路
の
建
設
で
す
。
こ
れ
が
巡

礼
路
と
並
行
す
る
形
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
既
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

出
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ダ
メ
ー

ジ
は
不
可
逆
的
な
も
の
で
す
。
イ
コ

モ
ス
ス
ペ
イ
ン
国
内
委
員
会
は
、
代

替
案
を
提
案
し
た
の
で
す
が
、
公
共

事
業
省
は
数
カ
月
後
に
こ
の
提
案
を

却
下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
レ
・
オ
ピ
ノ
の
工
業

団
地
の
建
設
で
す
。
こ
れ
は
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
の
巡
礼
路
に
あ
り
、
大
規

模
な
工
業
団
地
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
と
、

巡
礼
路
や
そ
の
周
辺
の
価
値
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン

イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
は
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
反
対
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
巡
礼
路
の
関
連
団
体
は
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
地
方
の
文
化

局
と
高
等
裁
判
所
か
ら
仮
命
令
を
取

り
付
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
開
発
会
社
は
、
直

接
、
こ
の
工
業
団
地
を
開
発
し
な
い

と
発
表
し
て
、
土
地
を
売
り
に
出
し

て
し
ま
い
し
た
。
こ
れ
が
ど
う
決
着

す
る
か
は
、
今
後
を
見
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
か
ガ
リ

シ
ア
の
レ
ド
ン
デ
ラ
モ
ス
の
新
し
い

工
業
団
地
の
計
画
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
巡
礼
道
に
沿
っ
て
、
残
念

な
計
画
や
決
定
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
文
化
の
道
」
と
「
シ
リ

ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
少
し
お
話
し
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も

国
内
の
も
の
と
複
数
の
国
に
ま
た
が

る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
や
文
化
相
互
の
団

結
や
平
和
と
い
う
素
晴
ら
し
い
夢
に

向
か
っ
て
進
歩
を
遂
げ
る
可
能
性
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
人

類
の
文
化
的
な
遺
産
と
い
う
の
は
、

保
存
の
専
門
家
の
力
を
合
わ
せ
る
だ

け
で
は
、
実
現
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
概
念
的
な
内
容
を
拡
大
し

た
り
、
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
敬
意

を
集
め
る
だ
け
で
も
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う

に
、
文
化
遺
産
の
保
存
と
い
う
の
は
、

知
識
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
何
よ
り
も
大
事
な
の
は
、
社
会

的
な
認
識
や
感
受
性
で
す
。
社
会
的

な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
政
治
的
な
力
や
経

済
的
な
利
害
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
、

し
っ
か
り
し
た
組
織
に
よ
っ
て
対
応

で
き
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
大
学
や

市
民
団
体
、
そ
し
て
イ
コ
モ
ス
の
役

割
だ
と
思
い
ま
す
。

基調講演

サンティァゴの巡礼路では、
今、3 つの大きな問題が起きている。

イコモス文化の道（CIIC）国際学術委員会会長
マリア・ローザ・シュアレツ・インクラン・ドゥカシ
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第 1セッション 世界平和の構築に寄与する世界遺産の特質　事例検証

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
ウ
ル
ル
・
カ
タ
・
ジ
ュ
タ
国
立

公
園
は
、
文
化
的
景
観
の
世
界
遺
産
で

あ
り
、
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
世
界
遺
産
は
17

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
公
園
が
２
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
カ
カ
ド
ゥ
国
立
公

園
、
そ
し
て
も
う
一
つ
が
ウ
ル
ル
・
カ

タ
・
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
で
す
。
こ
れ
は

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
伝
統
や
文
化
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
の

ア
ー
ネ
ム
・
ラ
ン
ド
に
お
け
る
平
和
や

文
化
の
交
流
の
構
築
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ー
ネ
ム
・
ラ
ン
ド
に
は
、
ア

ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
ヨ
ォ
ル
ン
グ
族
が
所
有

し
て
い
る
土
地
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
最
大
の
先
住
民

グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
、
現
在
５
０
０
０

人
く
ら
い
が
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
ま

す
。
カ
カ
ド
ゥ
と
違
っ
て
、
こ
こ
は
世

界
遺
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヨ
ォ
ル

ン
グ
の
人
々
に
と
っ
て
、
世
界
遺
産
に

な
る
こ
と
は
優
先
す
べ
き
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
重
要
な
自
然
・
文

化
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。
儀
式

や
伝
統
的
な
土
地
管
理
の
慣
行
も
維
持

し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
文
化

は
、
世
界
の
文
化
的
な
伝
統
の
中
で
も

継
続
す
る
生
き
た
伝
統
文
化
と
し
て
、

世
界
で
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住

民
は
、
内
陸
で
孤
立
し
た
存
在
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ヨ
ォ
ル
ン
グ

族
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
カ
ッ
サ
ン

と
呼
ば
れ
る
人
々
と
の
交
易
が
あ
り
、

3
0
0
年
以
上
に
わ
た
る
異
文
化
と

の
交
流
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
２

つ
の
民
族
の
交
流
は
、
食
文
化
、
交
易

言
語
、
氏
名
、
歌
や
宗
教
儀
式
等
に
そ

の
関
係
の
遺
産
が
あ
る
こ
と
か
ら
特
定

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
に
も
文
化

の
道
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
す
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
に
と
っ
て
重

要
な
だ
け
で
は
な
く
、
２
つ
の
民
族
の

共
通
の
遺
産
と
も
言
え
る
べ
き
も
の
で

す
。

　

何
百
年
に
も
わ
た
っ
て
続
い
た
平
和

な
交
流
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が

世
界
遺
産
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
ヨ
ォ
ル
ン
グ
族
は
相
互
的
学

習
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、自
ら
の
遺
産
・

土
地
管
理
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
関

す
る
経
験
を
多
く
の
人
々
と
交
流
し
、

文
化
共
有
し
て
理
解
し
合
お
う
と
し
て

い
ま
す
。

サ
ン
デ
ィ
ー
・
ブ
レ
ア
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

オーストラリア先住民アボリジナルの文化遺産

イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
区
副
会
長
補
佐
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
。
遺
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

専
門
は
歴
史
学
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
及
び
世
界
的
に
文
化
遺
産

の
保
全
・
管
理
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
の
専
門
は
西
ア
ジ
ア
ま
た
は
オ
リ

エ
ン
ト
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
す
が
、

古
代
文
明
や
地
域
都
市
に
お
け
る
建
築

史
で
す
。
み
な
さ
ん
は
西
ア
ジ
ア
と
い

う
と
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
東
か
ら
西

へ
進
む
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
到
達
点
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地

域
に
は
古
代
文
明
の
証
を
つ
な
ぐ
重
要

な
「
文
化
の
道
」
が
少
な
か
ら
ず
存
在

す
る
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
旧
約
聖
書
に
登
場
す
る

ヨ
ル
ダ
ン
の
「
王
の
道
」、
あ
る
い
は

ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
「
帝
王
の

道
」。
そ
う
い
っ
た
歴
史
街
道
の
ほ
か
、

こ
こ
は
イ
ス
ラ
ム
教
や
キ
リ
ス
ト
教
、

そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
う
し
た
宗
教
的
な
巡
礼
路
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
に
沿
っ

て
、
我
々
が
注
目
す
る
世
界
遺
産
の
遺

跡
も
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
か
の

有
名
な
ぺ
ト
ラ
、
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
ビ

ザ
ン
チ
ン
に
か
け
て
の
ウ
ン
ム･

ア

ル
・
ラ
ッ
サ
ー
ス
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ム

時
代
の
カ
ス
ル
ア
ム
ラ
。
ヨ
ル
ダ
ン
で

は
、
こ
の
３
つ
の
遺
跡
が
世
界
遺
産
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
に
も
世
界
遺
産
が
３
つ
あ
り

ま
す
。
ハ
ト
ラ
、ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
、サ
ー

マ
ッ
ラ
が
そ
れ
で
す
が
、
果
た
し
て
、

こ
の
３
つ
の
遺
跡
を
通
じ
て
、
イ
ラ
ク

が
誇
る
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
が
十

分
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私

は
常
々
、
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
３
つ
の
世
界
遺

産
の
う
ち
、
ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
と
サ
ー

マ
ッ
ラ
の
２
つ
は
、
現
在
、
ユ
ネ
ス
コ

の
危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
イ
ラ
ン
で
は
イ
ス
ラ
ム
の
都

で
あ
る
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
、
そ
れ
か
ら

ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
都
ペ
ル
セ

ポ
リ
ス
、
そ
し
て
紀
元
前
１
２
５
０
年

頃
の
都
市
遺
跡
チ
ョ
ー
ガ
・
ザ
ン
ビ
ル
。

現
在
、
こ
の
３
つ
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

危
機
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い

る
世
界
遺
産
は
、
文
化
遺
産
で
は
16
件

ぐ
ら
い
で
す
。
そ
の
う
ち
10
件
が
こ
の

地
域
に
集
中
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り

政
治
的
・
社
会
的
に
不
安
定
な
国
が
多

い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
地
震
の
被
害
も
深
刻
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
西
ア
ジ
ア
で
は
イ
コ

モ
ス
の
組
織
は
、
ま
だ
十
分
に
成
長
し

き
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
も
イ

コ
モ
ス
の
メ
ン
バ
ー
や
国
際
協
力
に
よ

る
技
術
者
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
西
ア
ジ

ア
の
国
々
の
文
化
財
の
保
存
や
修
復
事

業
に
一
生
懸
命
努
め
て
い
ま
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
姿
は
将
来
の

国
際
協
力
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
将
来
に
明
る
い
見
通
し

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
ん
な
ふ

う
に
思
い
な
が
ら
、
私
は
こ
れ
ら
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

岡お
か

田だ

保や
す

良よ
し

（
日
本
）

西アジアの世界遺産事情

イ
コ
モ
ス
本
部
執
行
委
員
。
国
士
舘
大
学
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所

教
授
。
専
門
は
都
市
史
及
び
建
築
史
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
研
究
。

イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
な
ど
主
に
西
ア
ジ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
調
査
・
研
究
。
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私
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
け
る

「
乳に

ゅ
う
こ
う香
の
道
」
に
つ
い
て
発
表
い
た
し

ま
す
。

　

古
代
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
は
、
オ

マ
ー
ン
発
の
「
乳
香
の
道
」
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
道
は
、
か
つ
て
世
界
で
最

も
珍
重
さ
れ
た
香
料
「
乳
香
」
が
運
ば

れ
た
交
易
路
で
し
た
。

　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
東
部
に
多
く
自
生

す
る
か
ん
ら
ん
科
の
大
木
乳
香
の
樹
脂

は
、
多
く
の
文
明
で
珍
重
さ
れ
た
香
料

で
す
。
ロ
ー
マ
人
は
大
変
な
対
価
を

払
っ
て
入
手
し
、
中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
も
輸
出
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
香
料
は
宗
教
的
な

儀
式
で
用
い
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
々
の
生
活
を
楽
し
む
も

の
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
に
な
っ
て
、
こ
の
道
が

オ
マ
ー
ン
で
見
つ
け
ら
れ
て
、「
乳
香

の
道
」
と
い
う
名
前
が
付
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
部
分
的
に
文
化
遺
産

登
録
を
果
た
し
た
わ
け
で
す
。

　

乳
香
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
の

墓
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ

ビ
ロ
ニ
ア
人
は
こ
の
乳
香
を
最
初
に
薬

草
と
し
て
用
い
た
民
族
で
す
。
シ
ュ

メ
ー
ル
人
は
強
力
な
殺
菌
力
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
、
怪
我
や
皮
膚
病
を
治
す

た
め
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ

バ
の
女
王
が
ソ
ロ
モ
ン
大
王
を
訪
問
し

た
際
に
は
、
女
王
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に

は
大
量
の
乳
香
が
積
ま
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
の
オ
マ
ー
ン
発
の
「
乳
香
の
道
」

に
は
、
陸
路
と
海
路
の
ル
ー
ト
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、

オ
マ
ー
ン
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
湾
を
通
っ

て
、
ゲ
ラ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
経
て
、

イ
ラ
ク
の
方
に
向
か
う
も
の
。
も
う
一

つ
は
シ
ャ
ブ
ワ
か
ら
出
て
、
内
陸
で

ジ
ャ
ブ
リ
ン
に
向
か
い
、
そ
し
て
陸
路

の
ル
ー
ト
と
つ
な
が
る
も
の
な
ど
、
全

部
で
６
本
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

と
つ
な
が
っ
た
り
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ル
・
ア

ル
ハ
ジ
ル
ー
ト
に
統
合
さ
れ
た
り
と
変

遷
は
あ
り
ま
し
た
。陸
の
ル
ー
ト
で
は
、

も
っ
ぱ
ら
ラ
ク
ダ
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ク
ダ
を
馴
ら
す
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
の
で
す
が
、
こ
の
ラ
ク
ダ
を
使
っ
た

旅
が
続
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
25
マ

イ
ル
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
宿
場
で
、
水

や
食
料
な
ど
を
補
充
し
た
わ
け
で
す
。

宿
場
は
一
種
の
城
塞
的
な
役
割
も
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
非
常
に
素
晴
し
い

ア
ー
ケ
ー
ド
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　

乳
香
の
取
引
は
当
時
大
き
な
も
の
で

し
た
が
、
時
代
と
と
も
価
値
も
薄
れ
て

い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
も
こ
の

地
方
で
は
ま
だ
乳
香
の
取
引
が
行
わ
れ

て
お
り
、
現
在
と
過
去
の
イ
ス
ラ
ム
の

社
会
を
共
有
化
で
き
る
価
値
を
生
ん
で

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

エ
マ
・
ア
ッ
シ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
）

アラビア半島の「乳香の道」

パ
レ
ス
チ
ナ
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
、
イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
メ
ン

バ
ー
。
ド
バ
イ
市
の
建
設
遺
産
課
に
勤
務
。
シ
ャ
ル
ジ
ャ
大
学
建
築
工

学
科
助
教
授
。
専
門
は
歴
史
的
都
市
の
修
復
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
同
様
の

テ
ー
マ
で
パ
レ
ス
チ
ナ
サ
イ
ド
か
ら
の
考
察
と
提
唱
を
行
っ
て
い
る
。

　

16
世
紀
、
エ
ル
サ
レ
ム
は
３
つ
の
大

陸（
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）

の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
ユ
ダ

ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
、
そ
し
て
キ
リ
ス

ト
教
が
遭
遇
す
る
場
所
で
あ
り
、ま
た
、

遊
牧
民
族
と
移
住
者
、
古
代
の
慣
習
と

近
代
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
遭
遇
す

る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

非
常
に
狭
い
範
囲
な
の
で
す
が
、
こ

こ
に
は
豊
か
な
緑
も
あ
れ
ば
砂
漠
も
あ

る
。
遊
牧
民
も
い
れ
ば
、
古
代
か
ら
の

民
族
も
い
て
、
み
ん
な
が
接
し
て
い
る

の
で
す
。

　

文
化
の
道
を
ど
の
よ
う
に
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
す
る
か
で
す
が
、
ま
ず
地
元
住

民
と
協
力
す
る
。
教
育
シ
ス
テ
ム
、
教

育
関
係
者
、意
思
決
定
者
と
協
力
す
る
。

ま
た
、
来
訪
者
に
来
て
も
ら
う
に
は
、

特
別
の
場
所
に
つ
い
て
、
市
民
に
対
し

て
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム

教
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
殉
教
の
道
」
が
あ

り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
オ
リ
ト
ゥ
ー

ム
に
向
か
う
巡
礼
者
の
道
で
、
エ
ル
サ

レ
ム
の
旧
市
街
に
は
、
今
も
巡
礼
者
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
近
く
に
は
イ
ス
ラ

ム
教
の
ド
ル
ー
ズ
派
の
巡
礼
の
道
も
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
南
部
に
位
置

す
る
「
香
の
道
」
は
、
ソ
マ
リ
ア
、
オ

マ
ー
ン
、
イ
エ
メ
ン
な
ど
で
採
取
さ
れ

た
乳
香
が
、
ロ
ー
マ
帝
国
ま
で
運
ば
れ

た
道
で
す
。
１
日
に
35
キ
ロ
し
か
進
め

な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ガ
ザ
の
港
か

ら
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
行
っ
た
道
筋
は
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。「
プ
リ
ニ
ー
の
道
」

は
、
紀
元
前
３
世
紀
か
ら
７
世
紀
ま
で

利
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
乳
香
を
運

ん
だ
交
易
路
で
す
。　
　
　
　

　

新
し
い
道
と
し
て
は
、「
ア
ブ
ラ
ハ

ム
の
道
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
は「
香

の
道
」
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
ハ
ラ
ン

か
ら
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
へ
向
か
う
た
め
の

道
で
す
。
ま
た
、エ
ル
サ
レ
ム
に
は「
イ

エ
ス
の
道
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
最

近
、
若
い
人
た
ち
が
企
画
し
た
も
の
で

す
が
、
イ
エ
ス
の
足
跡
を
踏
襲
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
ナ
ザ
レ
か
ら
ガ
リ
レ
ヤ

海
ま
で
行
く
道
で
す
。
新
し
い
文
化
の

道
で
す
が
、
周
辺
の
史
跡
は
と
て
も
古

く
歴
史
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
は
ハ
イ
フ
ァ
に
あ
る
バ
ハ
イ

ワ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
で
す
。
２
０
０
８

年
５
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
リ
ス

ト
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
界
中
か

ら
来
訪
者
が
訪
れ
る
巡
礼
た
ち
の
聖
地

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
は
、
歴

史
的
価
値
の
あ
る
「
文
化
の
道
」
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

テ
ィ
ポ
ラ
・
ロ
ン
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）

世界の聖地・エルサレムの文化の道

イ
ス
ラ
エ
ル
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
。
N
P
O
イ
ス
ラ
エ
ル
暴
力
防

止
「
寛
容
」
協
会
会
長
。
専
門
は
歴
史
地
理
学
。
エ
ル
サ
レ
ム
ヘ
ブ
ラ
イ

大
学
で
歴
史
地
理
学
の
他
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
、
都
市
地
域
を
研
究
。
現
在
、

多
く
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
保
全
、
自
然
保
護
等
の
組
織
の
役
職
を
務
め
る
。
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シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
「
絹
の
道
」
と
も

言
わ
れ
、
一
般
的
に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
の
東
西
を
結
ん
だ
陸
上
ル
ー
ト
を
指

し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
と
並
行
し
て

海
路
の
ル
ー
ト
、「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」
も
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

　

か
つ
て
韓
国
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と

中
国
を
経
由
し
て
、
西
洋
か
ら
運
ば
れ

て
く
る
交
易
品
を
受
け
取
る
終
着
地
点

で
し
た
。
外
国
と
の
活
発
な
コ
ン
タ
ク

ト
は
、
ま
さ
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
の
で
す
。
仏
教
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
隊
商
に
よ
る
交
易
品
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
異
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
わ

け
で
す
。

　

高
句
麗
時
代
の
装
飾
古
墳
や
副
葬
品

な
ど
は
、
こ
う
し
た
東
西
と
の
交
流
と

い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
非
常
に
大
き

な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
装
飾
古
墳
は
ラ
テ
ル
ネ
ン
デ
ッ

ケ
構
造 

と
い
う
造
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
西
ア
ジ
ア
を
発
祥
の
地
と

す
る
も
の
で
、バ
ー
ミ
ヤ
ン
や
キ
ジ
ル
、

敦
煌
の
石
窟
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
造
り

方
で
す
。

　

ま
た
、
古
墳
の
内
部
の
壁
画
は
、
仏

教
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
て
お
り
、
副

葬
品
に
は
黄
金
の
置
物
や
ガ
ラ
ス
製
品

な
ど
、
明
ら
か
に
西
方
の
文
化
の
影
響

を
受
け
た
も
の
が
数
多
く
出
土
し
て
い

ま
す
。

　

中
国
が
仏
教
文
化
の
絶
頂
期
に
あ
っ

た
頃
に
は
、
多
く
の
韓
国
人
巡
礼
者
が

イ
ン
ド
を
訪
れ
て
中
国
で
学
ん
で
い
ま

す
。
特
に
７
世
紀
か
ら
８
世
紀
の
中

国
・
韓
国
・
日
本
の
仏
教
美
術
に
お
い

て
は
、
い
く
つ
も
の
共
通
要
素
が
見
受

け
ら
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
盛

ん
に
交
易
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の
正
倉
院
の

美
術
品
や
記
録
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
中
国
の
唐
三
彩
・
青
磁
・
白

磁
な
ど
の
陶
磁
器
は
、
遠
く
ア
ラ
ブ
ま

で
海
上
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
交
易
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
気
候
も
良
く
、
金
も
豊

富
、
そ
し
て
水
も
良
い
新
羅
に
は
、
船

で
や
っ
て
き
た
ア
ラ
ブ
人
た
ち
が
、
そ

の
ま
ま
居
着
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
記

録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
韓
国
の
沿
岸
部
で
陶
磁
器
の

破
片
が
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
14
世
紀
の

初
期
と
思
わ
れ
る
陶
器
を
積
ん
だ
難
破

船
が
、
朝
鮮
半
島
の
西
側
の
新
安
（
シ

ナ
ン
）
沖
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
特
に
興
味
深
い
の
は
、
発
見
さ

れ
た
陶
器
の
箱
の
木
片
に
「
東
福
寺
」

と
い
う
文
字
が
あ
り
、
日
本
の
お
寺
に

運
ば
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
韓
国
と
日
本

は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
地
点
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

レ
ナ
・
キ
ム
（
韓
国
）

韓国とシルクロード

ホ
ン
イ
ク
大
学
教
授
、
文
化
遺
産
委
員
会
メ
ン
バ
ー
。
１
９
９
９
年

か
ら
イ
コ
モ
ス
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
２
０
０
５
年
か
ら
韓
国
イ
コ

モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
長
を
２
年
間
務
め
た
。

　

朝
鮮
通
信
使
は
、
日
本
の
江
戸
時

代
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
で

は
朝
鮮
王
朝
の
時
代
で
す
。

　

徳
川
時
代
の
前
、
日
本
と
韓
国
の

間
で
は
戦
争
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
終
戦
処
理
を
し
て
、
外
交
関
係
を

再
開
す
る
た
め
に
、
１
６
０
７
年
、

朝
鮮
国
王
は
最
初
の
通
信
使
を
日
本

に
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
通
信

使
は
19
世
紀
の
初
頭
ま
で
に
、
12
回

に
わ
た
っ
て
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
通

信
使
は
、
新
し
い
将
軍
が
誕
生
す
る

時
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

通
信
使
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
江
戸
ま

で
の
行
程
を
、、
釜
山
を
経
由
し
て

海
を
渡
っ
て
大
阪
ま
で
来
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
陸
路
で
、
京
都
、
名
古

屋
、
静
岡
、
小
田
原
、
そ
し
て
江
戸

に
到
着
し
ま
し
た
。
一
行
は
朝
鮮
か

ら
５
０
０
人
、
対
馬
藩
か
ら
５
０
０

人
、
地
元
の
藩
か
ら
５
０
０
人
の
総

勢
１
５
０
０
人
で
し
た
。

　

彼
ら
が
日
本
に
到
着
す
る
と
、
各

藩
の
藩
主
が
歓
迎
し
て
出
迎
え
、
行
く

先
々
で
の
応
対
も
各
藩
の
受
け
持
ち
。

そ
し
て
藩
か
ら
藩
へ
と
、
ま
る
で
リ

レ
ー
の
よ
う
に
し
て
、
江
戸
の
将
軍
の

と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
記
録
は
さ
ま
ざ
ま
な
文

書
に
よ
っ
て
、
日
本
で
も
韓
国
で
も

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
の
遺
跡
や
建

物
な
ど
か
ら
も
当
時
の
様
子
が
伺
え

ま
す
。
鞆
の
浦
（
広
島
県
福
山
市
）

に
あ
る
福ふ
く
ぜ
ん禅
寺じ

対た
い

潮ち
ょ
う
ろ
う
楼
も
そ
の
一
つ

で
す
。
古
い
旅
館
の
宿
表
を
見
る
と
、

彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
施
設
に
分
散
し

て
、
宿
泊
し
た
か
と
い
う
こ
と
も
わ

か
り
ま
す
。

　

一
方
、
韓
国
の
港
町
、
釜
山
の
近

く
に
は
、
大
規
模
な
日
本
人
社
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
対
馬
藩
の

武
士
や
労
働
者
た
ち
が
住
み
、
日
韓

の
パ
イ
プ
役
を
務
め
て
い
た
の
で
す
。

私
も
最
近
に
な
っ
て
気
が
つ
い
た
の

で
す
が
、
彼
ら
が
住
ん
で
い
た
建
物

は
、
ま
さ
に
両
国
の
文
化
を
取
り
入

れ
た
２
つ
の
文
化
の
融
合
で
す
。
畳

の
部
屋
や
床
の
間
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

全
体
的
な
間
取
り
は
左
右
対
称
で
、

建
物
の
外
観
は
朝
鮮
の
迎
賓
館
の
形

式
で
し
た
。

　

朝
鮮
通
信
使
の
道
は
、
ま
さ
に
国

王
の
道
（
カ
ミ
ノ
・
レ
ア
ル
）
で
す
。

世
界
が
融
合
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と

す
る
今
、
私
た
ち
は
地
元
の
共
同
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
、

朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
的
な
記
念
物
を

日
韓
共
通
の
遺
産
に
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
日

韓
共
通
の
遺
産
は
、
２
つ
の
文
化
の

相
互
の
理
解
の
た
め
に
も
、
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三み

宅や
け

理り

一い
ち（

日
本
）

朝鮮通信使は日韓共通の遺産

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
。
パ
リ
国
立
工
芸
院
教
授
。
建
築
史
、
遺
産

学
、地
域
計
画
、デ
ザ
イ
ン
理
論
を
専
攻
。
世
界
各
地
で
遺
産
保
護
、都
市
計
画
、

デ
ザ
イ
ン
振
興
事
業
を
担
当
。
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
、
パ
リ
・
エ
コ
ー

ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
卒
業
。
工
学
博
士
。
慶
應
義
塾
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
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朝
鮮
王
朝
の
使
節
団
に
関
す
る
研
究

は
、
こ
こ
30
〜
40
年
の
間
に
、
日
本
と

韓
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、
か
な
り
学
術

的
な
証
拠
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
辺
に
つ
い
て
は
、
三
宅
先
生
は
ご
専

門
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
現
地
調
査
な

ど
も
随
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
私

か
ら
は
補
完
的
な
情
報
を
提
供
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
へ
の
侵
略
に
対
し

て
、
批
判
的
な
見
方
を
し
て
い
た
家
康

は
、
天
下
を
取
っ
た
後
、
朝
鮮
と
の
和
解

の
姿
勢
を
取
り
始
め
、
朝
鮮
王
朝
に
公

式
の
使
節
団
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
要
請

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
６
０
７
年
に

最
初
の
使
節
団
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
約
２
０
０
年
に
渡
っ
て

12
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
朝
鮮
使
節
団
は
、
釜
山
か
ら

対
馬
列
島
に
向
か
っ
て
旅
し
た
わ
け

で
す
。
釜
山
の
港
か
ら
対
馬
は
、
た
っ

た
50
キ
ロ
し
か
離
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
三
宅
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
当
時
、
釜
山
に
は
日
本

人
の
居
住
地
が
あ
り
、
そ
こ
し
か
交

易
権
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
も
、
そ
れ
は
対
馬
藩
だ
け
に
許

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

従
っ
て
、
使
節
団
の
日
本
へ
の
送
迎

な
ど
も
、
す
べ
て
対
馬
藩
に
任
さ
れ
た

わ
け
で
す
。
こ
う
し
て
日
本
に
使
節
団

が
派
遣
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、そ
の
後
、

明
治
に
な
っ
て
大
名
制
度
が
な
く
な
る

と
、
こ
の
使
節
団
の
派
遣
も
自
然
と
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
今
も
対
馬
に
は
、
当
時
の

様
子
を
伝
え
る
た
く
さ
ん
の
資
料
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
手
記
や
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
『
海
行
摠
載
』
と

い
う
本
は
、
当
時
の
外
交
官
が
日
本

に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
実
に

6
0
0
0
ペ
ー
ジ
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。　

　

当
時
は
小
さ
な
漁
村
だ
っ
た
釜
山

は
、
こ
の
朝
鮮
王
朝
使
節
団
、
植
民
地

時
代
、
朝
鮮
戦
争
を
経
て
、
今
や
世
界

の
貿
易
の
ハ
ブ
港
へ
と
発
展
し
て
い
ま

す
。
2
0
0
4
年
に
は
釜
山
市
に
文

化
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
1
9
6
5
年
の
日
韓
の
和
解
後
、

両
国
の
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
る
な
ど
、通
信
使
に
関
す
る
研
究
、

交
流
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

文
化
の
道
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
と

文
化
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
推
進
し
、
そ
し

て
人
々
と
文
化
を
接
触
さ
せ
る
も
の
で

す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
通
信
使
が
両

国
に
残
し
た
記
憶
は
顕
著
な
価
値
を
有

す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
道
を
包
括
的

に
学
習
し
、研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
平
和
の
構
築
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

ク
ァ
ン
グ
シ
ク
・
キ
ム
（
韓
国
）

朝鮮王朝使節団の日本への文化の道

韓
国
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
。
元
高
麗
大
学
校
教
授
。
ソ
ウ
ル

大
学
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
卒
業
。
１
９
６
２
年
か
ら
１
９
９
４
年
の
間
、

韓
国
文
化
省
に
勤
務
し
、
文
化
省
の
外
交
官
と
し
て
東
京
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ロ
ン
ド
ン
・
香
港
に
駐
在
。

　
「
文
化
の
道
」
は
長
い
時
間
を
か
け

て
、
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
道
は
豊
か
な

軌
道
を
通
っ
て
い
る
の
で
、
地
理
的
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
必
要
で
す
。
ま

た
、
そ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
観
光
や
都

市
計
画
の
た
め
に
変
え
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
遺
跡
や
記

念
物
と
同
じ
で
す
。
道
が
景
観
を
つ
く

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
は
な
い
の
で

す
。
ま
た
、
道
の
景
観
を
保
護
す
る
こ

と
で
、
道
そ
の
も
の
が
保
護
さ
れ
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、「
文
化
の
道
」
を
特
定
す
る

方
法
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
進
歩
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
10
月
の
ケ

ベ
ッ
ク
で
の
イ
コ
モ
ス
総
会
で
、「
文

化
の
道
の
憲
章
」
が
承
認
さ
れ
て
、
こ

の
よ
う
な
文
化
財
を
ど
う
研
究
・
分
析

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

成
熟
し
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
保
護
し
、
管
理
・
活

用
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
多

く
の
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
次
の
点

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
道
は
そ
れ
ぞ
れ
が
特
異
的
な

も
の
で
す
か
ら
、
あ
る
道
と
別
の
道
と

は
同
じ
よ
う
な
管
理
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
道
の
管
理
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
行
政
に
関
わ
る
広
範
な
管
理

計
画
が
必
要
で
す
。

　
「
文
化
の
道
」
の
保
護
に
つ
い
て
は
、

公
共
政
策
の
中
に
横
断
的
に
組
み
込
ま

れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、

都
市
計
画
、
文
化
財
、
地
域
組
織
な
ど
、

そ
の
道
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
活
動

の
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

文
化
の
道
は
文
化
的
景
観
の
産
物
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
逆
は

正
し
い
の
で
す
。

　

今
後
は
次
の
点
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
既
存
の
道
と
景
観

と
の
間
の
保
護
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
道
の
拡
張
を
考
え

る
際
は
、
機
械
的
、
直
線
的
な
も
の
と

は
考
え
な
い
こ
と
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
文
化
の
道
」

に
関
す
る
仕
事
は
、
大
変
興
味
深
い
も

の
で
す
。
と
言
う
の
は
、
現
在
の
世
界

遺
産
の
理
論
は
、
こ
れ
を
中
心
に
進
化

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
保
護

や
管
理
と
い
う
面
に
お
い
て
は
、
ま
だ

初
歩
的
な
段
階
に
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
管
理
モ
デ
ル
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
道
の
文
化

的
な
価
値
を
維
持
す
る
こ
と
を
重
視
す

る
と
と
も
に
、
現
在
の
完
全
性
や
真
正

性
に
関
す
る
問
題
に
も
、
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
管
理
計
画
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

ビ
ク
タ
ー
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
サ
リ
ナ
（
ス
ペ
イ
ン
）

文化の道から考える平和と異文化交流

イ
コ
モ
ス
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
。
セ
ビ
リ
ア
大
学
都
市
地
理
学
・
遺
産
学
教
授
。

地
理
学
博
士
。
主
な
専
門
テ
ー
マ
は
、
歴
史
都
市
、
遺
産
と
都
市
と
領
地
の
関
係
、

文
化
の
道
、
文
化
的
景
観
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
景
観
地
区
に
お
け
る
文
化
遺
産
の

特
徴
に
つ
い
て
、現
在
、総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
研
究
に
関
わ
っ
て
い
る
。
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「
文
化
の
道
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
特

定
の
歴
史
的
な
現
象
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
間
の
進
化
・
発
展
を
基
に
し

て
お
り
、
こ
の
遺
産
の
豊
か
さ
や
多
様

性
な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

普
遍
的
な
文
化
づ
く
り
と
い
う
こ
と
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
実
的

な
歴
史
の
解
釈
と
い
う
こ
と
も
可
能
に

な
る
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
国
家
間
の
協
力
関
係
と
い
う
も
の
も
、

こ
の
道
に
沿
っ
て
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
文
化
の
道
」
は
、
有
形
・
無
形
の
価

値
に
関
す
る
例
外
的
な
遺
産
で
、
我
々

の
住
む
こ
の
地
球
の
歴
史
と
も
重
な
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

最
も
有
名
な
商
業
的
な
ル
ー
ト
で
、

地
中
海
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
も
の
と
言
え

ば
、
私
た
ち
は
ま
ず
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
そ
し
て
、「
香
料

の
道
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
に
合
わ
せ
て
「
サ
ン
ゴ
の
道
」
も
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

道
は
、
絶
え
間
な
い
交
流
、
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
、
文
化
の
類
似
性
、
関
係
な
ど
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

サ
ン
ゴ
の
道
は
、
地
中
海
で
採
取
さ

れ
た
サ
ン
ゴ
が
、
イ
ン
ド
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
、
イ
エ
メ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
と
い
っ

た
国
々
と
の
交
易
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

と
も
言
え
ま
す
。

　

現
存
す
る
古
文
書
に
よ
る
と
、
地
中

海
の
サ
ン
ゴ
は
紀
元
前
５
〜
４
世
紀
に
、

イ
ン
ド
に
急
速
に
広
ま
っ
た
こ
と
が
読

ん
で
取
れ
ま
す
。
イ
ン
ド
で
は
男
性
が
好

ん
で
付
け
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
単
な
る
装
飾
品

で
は
な
く
、そ
れ
を
ま
と
う
人
の
社
会
的
・

政
治
的
な
地
位
を
も
示
唆
す
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
洋
を
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ

の
先
住
民
の
と
こ
ろ
に
ま
で
達
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
ま
で

道
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
征
服
者
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
文
化
に
は
サ
ン

ゴ
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
こ

と
は
、
サ
ン
ゴ
が
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方

法
、
習
慣
、
信
仰
な
ど
に
従
っ
て
、
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味
合
い
を
持
つ
に

至
っ
た
文
化
の
枠
組
み
は
、
一
つ
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

サ
ン
ゴ
に
つ
な
が
る
文
化
と
は
、
真

正
な
地
中
海
の
宝
物
と
し
て
、
何
世
紀

に
も
渡
り
、
多
く
の
国
で
育
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

ロ
ー
ザ
・
ア
ン
ナ
・
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
（
イ
タ
リ
ア
）

地中海から世界に続く「サンゴの道」

イ
タ
リ
ア
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
。
修
復
学
教
授
。
専
門
は
建
築
遺

跡
の
修
復
。イ
タ
リ
ア
国
内
に
お
い
て
多
数
の
建
築
物
修
復
を
指
導
・
管
理
。

1
9
7
7
年
よ
り
イ
コ
モ
ス
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
、
C
I
I
C
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
理
論
委
員
会
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
伊
勢
神
宮
は
20
年

ご
と
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
す
。
文
化
遺

産
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
と
い
う
観

点
か
ら
言
え
ば
、
マ
テ
リ
ア
ル
の
そ
れ

は
１
０
０
％
な
い
わ
け
で
す
が
、
デ
ザ

イ
ン
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
は
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
８
世
紀

か
ら
続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
建
て
替
え
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
の
そ
れ
も
恐
ら
く
１
０
０
％
保

た
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
世
界
遺
産
の
法
隆
寺
の
五

重
塔
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
現
在

ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
解
体
修
理
を
す
る
た
め
に
、

１
９
５
０
年
代
に
作
ら
れ
た
足
場
の
写

真
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
一
つ
一
つ
部

材
を
ば
ら
し
な
が
ら
、
傷
ん
だ
と
こ
ろ

を
修
理
し
て
組
み
直
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
世
界
遺
産
の
法
起
寺
の
三
重

塔
の
場
合
だ
と
、
８
世
紀
の
初
期
に
建

て
ら
れ
た
部
材
が
、
現
在
も
７
割
方
か

ら
８
割
方
も
残
っ
て
い
ま
す
。
場
所
に

よ
っ
て
は
全
部
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
れ
を
可
能
に
し
て
き
た
の
が
、
宮
大

工
と
い
う
無
形
の
文
化
遺
産
で
す
。
こ

の
技
術
が
日
本
の
重
要
な
文
化
を
守
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

木
造
の
文
化
遺
産
に
と
っ
て
、
一
番

怖
い
の
は
火
事
で
あ
り
ま
す
。
仁
和
寺

や
白
川
郷
な
ど
の
世
界
遺
産
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
防
災
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
問
題
は
地
域
全
体
が
燃
え
始
め
た

時
に
ど
う
す
る
か
で
す
。
日
本
は
地
震

列
島
で
す
か
ら
、
地
震
に
対
す
る
不
安

も
大
き
い
で
す
。

　

こ
れ
は
１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災

の
時
の
写
真
で
す
。
日
本
は
常
に
人
類

共
通
の
遺
産
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
よ

う
な
防
災
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
を
備

え
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

世
界
で
は
ど
う
な
の
か
と
言
い
ま
す

と
、
地
震
帯
と
文
化
遺
産
の
分
布
は
、

か
な
り
重
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
イ
タ

リ
ア
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
、
世
界
遺
産
の

多
い
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
震
が
多
い

の
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ほ
と
ん
ど
地

震
は
起
き
て
い
な
い
。ま
た
、中
南
米
や

東
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
で
も
、
大
き
な

地
震
が
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
5
年
に
神
戸
で
開
催
さ
れ

た
国
連
防
災
世
界
会
議
で
は
、
文
化
遺

産
も
課
題
と
な
り
、
防
災
時
に
お
け
る

危
機
管
理
を
世
界
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

リ
ス
ク
の
高
い
世
界
遺
産
を
守
る
た

め
に
は
、
ま
ず
、
危
機
管
理
計
画
を
立

て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
危
機
管

理
計
画
を
進
め
る
に
あ
っ
て
、
イ
コ
モ

ス
の
I
C
O
R
P
は
、
非
常
に
大
き

な
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

益ま
す

田だ

兼か
ね

房ふ
さ

（
日
本
）

世界文化遺産の危機管理と平和

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
理
事
。
立
命
館
大
学
歴
史
都
市
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
。
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
工
学
博
士
。
京
都
府
教
育
委
員

会
文
化
財
保
護
課
技
師
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課
調
査
官
、
東
京
芸
術

大
学
大
学
院
文
化
財
保
存
学
専
攻
教
授
を
経
て
、
２
０
０
４
年
か
ら
現
職
。
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新
し
く
求
め
ら
れ
る
世
界
遺
産
の
意

義
に
対
す
る
新
し
い
視
点
と
し
て
、
私

は
大
き
く
分
け
て
「
遺
産
の
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
人
類
の
生
存
」

の
二
つ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
は
全
く
結
び
つ
か
な
い
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
文
化
遺
産
と
い
う

も
の
は
人
類
の
営
み
の
中
で
形
成
さ
れ
、

人
類
が
保
全
・
保
存
・
育
成
を
し
な
が
ら
、

次
の
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
も
の
で

す
。
文
化
は
人
間
が
創
出
し
、
人
類
が

保
全
・
継
承
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
、
人
類
の
生
存
の
危
機
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
地
球
レ
ベ
ル
の
環
境
汚
染
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
進
め
ば
、
世

界
遺
産
・
文
化
遺
産
を
保
全
・
育
成
す

る
人
類
も
滅
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
レ
ベ
ル
で
の
環
境
保
全

を
ど
う
し
て
い
く
か
。
そ
れ
も
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か

ら
の
世
界
遺
産
の
意
義
を
問
う
に
は
、

や
は
り
こ
の
二
つ
の
視
点
を
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
な
の
か
と
言
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
概

念
や
価
値
基
準
を
当
て
は
め
て
、
新
た

に
遺
産
登
録
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の

質
的
な
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
新
し
い
概
念
と

し
て
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
ル
ー
ト
、
シ
リ

ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
的
景
観

と
い
っ
た
遺
産
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

て
き
た
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
遺
産
登
録
の
不
均
衡
を
是
正

す
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
概
念
や
基
準

を
当
て
は
め
て
、
登
録
の
不
均
衡
を
是

正
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
が
で
き
な

い
状
態
に
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

新
し
い
概
念
の
創
出
が
ど
う
し
て
も
必

要
な
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
世
界
遺
産
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
一
方
で
は
遺
産
を
新
し
く
創
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
一
方
で
は

危
機
遺
産
と
い
う
も
の
が
増
え
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
ら
の
起
因
と
な
っ
て

い
る
も
の
は
、
や
は
り
戦
争
や
民
族
間

の
抗
争
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
は
多

く
の
紛
争
地
帯
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
続
く
限
り
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
ル
ー

ト
と
し
て
は
分
断
さ
れ
不
完
全
な
ル
ー

ト
と
し
て
部
分
的
な
資
産
を
分
散
さ
せ

る
、
シ
リ
ア
ル
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

形
で
し
か
、
登
録
の
可
能
性
は
あ
り
ま

せ
ん
。
紛
争
地
帯
を
含
め
て
世
界
遺
産

（
カ
ル
チ
ャ
ラ
ル
ル
ー
ト
）
と
し
て
登
録

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
界
の
平
和
の

構
築
に
向
け
て
、
全
人
類
が
真
剣
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
地
球

規
模
の
環
境
保
全
」
と
「
世
界
平
和
の

構
築
」
と
い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
世
界

遺
産
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
私
は
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
つ
の
文
化
の
道
を
事
例
に
あ
げ

て
、「
世
界
平
和
の
構
築
に
寄
与
す
る
世

界
遺
産
と
可
能
性
の
新
し
い
概
念
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
は
「
奴
隷
の
道
」
で
す
。

こ
の
地
図
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
沿

岸
部
ま
で
、
奴
隷
た
ち
が
連
れ
て
行
か

れ
た
内
陸
の
道
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
彼
ら
は
水
平
線
の
彼
方
へ
送

ら
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
象
徴

と
し
て
、
セ
ネ
ガ
ル
の
ゴ
レ
島
が
人
類

最
大
の
負
の
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
「
奴
隷

の
家
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
、
多

く
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
「
絹
の
道
」
で
す
。
こ
れ

は
最
も
実
り
多
き
文
化
の
道
の
一
つ

で
、
世
界
の
５
大
陸
が
結
ば
れ
て
い
ま

す
。
絹
と
い
う
素
晴
ら
し
い
産
業
素
材

を
媒
介
に
し
て
、
世
界
中
を
つ
な
い
で

い
っ
た
道
で
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た

中
央
ア
ジ
ア
で
は
、
今
も
絹
の
伝
統
文

化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は「
宗
教
の
道
」で
す
。い
ろ
い

ろ
な
ル
ー
ト
が
世
界
中
に
あ
り
ま
す
が
、

実
質
的
な
文
化
の
道
と
い
う
の
は
数
少

な
い
で
す
。
た
だ
近
代
化
以
前
の
時
代

に
遡
る
と
、
バ
チ
カ
ン
あ
る
い
は
メ
ッ

カ
へ
巡
礼
す
る
ル
ー
ト
が
、
本
当
の
意

味
で
の
文
化
の
道
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
文
化
の
道
は
、
古
代
の

人
、
現
在
の
人
、
消
え
つ
つ
あ
る
文
明
、

現
存
す
る
文
明
の
証
拠
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

も
し
、
文
化
の
道
が
現
代
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
し
て
、
社
会
的
理
想
に

寄
与
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
意
味

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
や
は
り
人
類
の

便
益
に
寄
与
す
る
た
め
に
は
、
特
定
の

原
則
に
基
づ
い
て
管
理
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
保
存
は

重
要
で
す
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン（
解
釈
）
は
、
歴
史
の
事

実
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
学

生
、
研
究
者
な
ど
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
エ
ン
ハ
ン
ス

メ
ン
ト（
促
進
）
に
つ
い
て
は
、
応
用

研
究
を
奨
励
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

関
す
る
資
料
の
文
書
化
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

文
化
の
道
は
世
界
遺
産
の
新
た
な
分

類
を
構
成
し
ま
す
。
人
間
の
多
文
化
間

の
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
進
化
的
、
相
互

作
用
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス

の
成
果
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
真
の
意

味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
単
に
保
存
す

べ
き
遺
産
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
道
を

通
じ
て
人
々
、
国
、
世
代
を
越
え
た
連

帯
感
が
生
ま
れ
、
人
間
の
価
値
観
の
統

一
性
が
認
識
で
き
ま
す
。文
化
の
道
は
、

人
間
相
互
の
尊
厳
と
持
続
可
能
な
平
和

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

杉す
ぎ

尾お

邦く
に

江え

（
日
本
）

新しく求められる世界遺産の意義と価値

イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
日
本
代
表
、
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
理
事
。

㈱
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
代
表
取
締
役
副
社
長
。
農
学
博
士
。
環
境
、
文
化

関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
日
本
の
世
界
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産

の
多
く
の
登
録
申
請
業
務
、
保
存
、
保
護
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
。

ド
ッ
ソ
・
シ
ン
ド
ウ
（
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
）

世界平和に寄与する世界遺産の新しい概念

イ
コ
モ
ス
本
部
諮
問
委
員
会
副
委
員
長
。
1
9
8
8
年
か
ら
文
化
省
に
勤
務
。

文
化
遺
産
の
保
護
行
政
の
ほ
か
、
イ
コ
モ
ス
で
は
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
イ
コ
モ

ス
の
委
員
長
。
ま
た
、
最
近
は
イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
ア
フ
リ
カ
地
区
の
副
会
長

と
し
て
、カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
ル
ー
ト
の
研
究
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
尽
力
し
て
い
る
。

第 2 セッション 世界平和の構築に寄与する世界遺産の特質
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私
は
、
世
界
遺
産
の
仕
事
を
長
く
や
っ
て

い
ま
す
が
、
実
は
「
平
和
」
と
い
う
言
葉
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
仕
事
を
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
初

め
て
「
平
和
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
与

え
ら
れ
て
、
私
た
ち
は
今
ま
で
何
を
し
て
き

た
の
か
。
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か
と
、
改

め
て
考
え
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
に
「
平
和

の
文
化
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
平

和
の
文
化
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い

ま
す
。「
対
話
と
交
渉
を
通
じ
た
価
値
観
、

態
度
、
行
動
の
伝
統
や
様
式
、
あ
る
い
は

生
き
方
」
と
。

　

こ
の
国
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
係
し

て
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、「
平
和
の
文
化
の
た

め
の
遺
産
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
も
の

も
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
つ
な
い
で
ロ
ー
カ
ル
な
遺
産
を

守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
発
展
と
平
和
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ユ
ネ
ス

コ
で
こ
れ
を
扱
っ
て
い
る
部
局
は
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
実
は

こ
れ
も
世
界
遺
産
と
大
き
く
関
係
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
大
い
に
関
係
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
道
と
い
う
の
は
、
１
９
９
２

年
に
そ
の
概
念
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
世
界
遺
産
条
約
履
行
の

た
め
の
作
業
指
針
）
に
取
り
込
ま
れ
た
頃

は
、「
文
化
的
景
観
」
の
一
部
と
し
て
定

義
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
独
立
し
て
、

現
在
で
は
「
遺
産
の
道
」
に
つ
い
て
の
特

別
な
定
義
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
独
立
し
た
と
き
か
ら
そ

こ
に
は
「
平
和
の
文
化
」
と
い
う
言
葉
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
産
の
道
と
平
和
の
文
化
の
関
係

に
つ
い
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
遺
産
の
道
の
概
念
は
、

相
互
理
解
、
歴
史
へ
の
多
元
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
平
和
の
文
化
の
す
べ
て
が
機
能
す
る

優
れ
た
枠
組
を
提
供
す
る
、
豊
か
な
実
り

あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
条
約
が
採
択
さ
れ
て
、
２
０

１
２
年
で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
て
世
界
遺
産
委
員
会
で
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
遺
産
の
価

値
を
ど
う
考
え
る
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

ト
ラ
テ
ジ
ー
の
次
の
段
階
を
ど
う
考
え
る

の
か
。
世
界
遺
産
条
件
の
シ
ス
テ
ム
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
。
そ
の
中
で
、
平
和
を
ど

う
捉
え
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
見
せ
し
て
い
る
写
真
は
、
ト
ー
ゴ
共

和
国
に
あ
る
ク
ー
タ
マ
ク
ー
と
い
う
、
こ

の
地
域
の
人
々
の
集
落
が
そ
の
ま
ま
世
界

遺
産
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

か
ら
よ
う
や
く
近
代
化
そ
し
て
開
発
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
が
、

世
界
遺
産
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
か

ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
答
え
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、
世
界
遺
産

が
平
和
に
貢
献
で
き
る
試
金
石
に
な
る

と
、
私
は
そ
う
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
東
部
は
、
何
世
紀

に
も
わ
た
っ
て
文
明
や
民
族
、
そ
し
て

宗
教
の
交
差
路
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

地
域
は
特
別
な
文
化
の
一
体
感
が
あ
り

ま
す
。
相
互
関
係
や
相
互
へ
の
影
響
、

ま
た
共
通
の
文
化
的
な
現
象
も
見
ら
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺

産
、
キ
リ
ス
ト
教
の
修
道
院
、
土
地
独

特
の
建
築
物
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
、
無
形

遺
産
な
ど
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
２
０
０
０
年
、
こ
の
地

域
で
は
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
の
道

の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
２
０
０
３
年
、
イ

コ
モ
ス
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
バ

ル
カ
ン
の
正
教
会
修
道
院
の
研
究
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ブ
ル
ガ

リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
３

カ
国
は
、
修
道
院
の
文
化
的
価
値
を
共

有
す
る
だ
け
で
な
く
、
巡
礼
路
を
文
化

の
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
統
合
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
世
界

遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
文
化
観
光
と
い
う
新
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
も
打
ち
出
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
中
か
ら
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
３
つ
の

道
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
・
チ
ェ
ル

ベ
ン
と
い
う
文
化
の
道
で
す
。
こ
れ

は
中
世
の
巡
礼
路
で
、
世
界
遺
産
の

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ォ
の
修
道
院
に
向
か
う

道
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
中
世
の
要
塞
で
あ
る
チ
ェ

ル
ベ
ン
で
す
。
こ
の
要
塞
は
文
化
的
な

観
光
の
た
め
に
持
続
可
能
な
形
で
利
用

し
、
ま
た
保
存
す
る
た
め
の
対
策
が
こ

れ
ま
で
に
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ド
ピ
ー
の
聖
な
る
山
の
文
化
の
道

は
、
バ
シ
ョ
コ
ボ
の
道
と
い
う
中
世
の

巡
礼
路
に
続
い
て
い
ま
す
。
４
つ
の
修

道
院
、
30
の
教
会
、
２
０
０
０
の
チ
ャ

ペ
ル
を
結
ん
で
い
て
、
バ
ル
カ
ン
の
正

教
会
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
化

の
道
は
、フ
ィ
リ
ッ
ポ
ポ
リ
ス
と
い
う
、

古
代
ロ
ー
マ
の
ト
ラ
キ
ア
州
の
州
都
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
と
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
イ
コ
モ
ス
が
協
力
し
て
、
古

代
の
文
化
的
記
念
物
を
修
復
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文

化
の
道
を
考
え
る
際
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
の
文
化
遺
産
の
マ
ク
ロ
構
造
の

枠
組
の
中
で
、
オ
ー
プ
ン
な
シ
ス
テ
ム

と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
の
レ
ベ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ

ベ
ル
、
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
地

域
の
レ
ベ
ル
で
す
。
例
え
ば
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
通
り

ま
す
。

　

こ
の
文
化
の
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
し
て
、
新
し
い
価
値
観
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

稲い
な

葉ば

信の
ぶ

子こ

（
日
本
）

平和のための世界遺産をあらためて考える

イ
コ
モ
ス
国
際
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会
委
員
。
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学

研
究
科
教
授
。工
学
博
士
。専
門
は
文
化
遺
産
の
保
存
及
び
建
築
史
。遺
産
の
概
念
、

保
護
の
理
念
か
ら
政
策
に
至
る
ま
で
、
幅
広
く
各
国
や
国
際
機
関
の
動
向
に
つ
い

て
比
較
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
。

ト
ド
ー
・
ク
レ
ス
テ
ィ
フ
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
）

南東ヨーロッパにおける文化の道と平和

イ
コ
モ
ス
及
び
ブ
ル
ガ
リ
ア
イ
コ
モ
ス
名
誉
会
員
。
ソ
フ
ィ
ア
大
学
教
授
。
イ
コ
モ
ス

C
I
I
C
の
設
立
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
、
イ
コ
モ
ス
で
の
世
界
文
化
遺
産
の

評
価
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
。
多
数
の
文
化
遺
産
分
野
の
著
書
・
論
文
が
あ
る
。

イ
コ
モ
ス
C
I
I
C
で
は
、
文
化
の
道
の
理
論
構
築
に
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。

第 2 セッション 世界平和の構築に寄与する世界遺産の特質
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
メ
キ
シ
コ
は
、

「
カ
ミ
ノ
・
レ
ア
ル
・
デ
・
テ
ィ
エ
ラ
・

ア
デ
ン
ト
ロ
」
と
い
う
文
化
の
道
を
共

有
し
て
い
ま
す
。
全
長
約
２
９
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
約
２
０
０
０
キ

ロ
が
メ
キ
シ
コ
領
土
内
。
そ
の
出
発
点

は
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
、
終
着
点
は
ア

メ
リ
カ
の
サ
ン
タ
フ
ェ
で
す
。

　

こ
の
道
の
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し

て
、
１
９
９
３
年
、
ア
メ
リ
カ
と
メ
キ

シ
コ
は
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し

ま
し
た
。
私
は
当
初
か
ら
メ
キ
シ
コ

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
を
め
ざ

し
て
、
文
化
の
道
の
保
護
・
保
全
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
人
々
の
意

識
の
高
揚
と
参
画
が
必
要
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
、
法

的
手
段
な
ど
も
確
立
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
文
化
の
道
の
沿
道
の

文
化
遺
産
を
特
定
、
保
護
、
保
全
、
改

善
し
て
、
人
々
に
伝
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

文
化
の
道
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な

イ
ベ
ン
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
７
月
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の

ブ
ル
ゴ
ス
で
も
会
議
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て

も
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
仕
事

を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
非
常
に
重
要
な

遺
産
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
の
一
つ
は
18
世
紀
の
古
い
橋
で
、

デ
ュ
ラ
ン
ゴ
に
あ
る
「
レ
ビ
ル
の
橋
」

で
す
。

　

ま
た
、
歴
史
的
な
道
路
も
あ
り
ま

す
。
デ
ュ
ラ
ン
ゴ
は
、
か
つ
て
は
銀

の
鉱
山
の
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
17
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、

銀
の
交
易
は
衰
退
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

都
市
に
つ
な
が
っ
て
い
た
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
新
し
い
区
画
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
２
年
前
の
新
し
い
発
見
で
す

が
、
マ
リ
ア
・
ロ
ー
ザ
さ
ん
に
あ
る
硬

貨
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
化
と
北
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
の
文

化
の
接
点
で
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
周

辺
の
多
く
の
洞
窟
に
壁
画
が
描
か
れ
て

お
り
、
ス
ペ
イ
ン
風
の
馬
車
の
壁
画

が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
文
化
の
道
は
、

２
０
０
１
年
に
国
内
暫
定
リ
ス
ト
に
加

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
私
た
ち
が
数
年
前
か
ら

や
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ
ん
の
一
部
で

す
。
私
た
ち
は
新
し
い
登
録
推
薦
資
料

の
提
出
の
た
め
、
各
州
を
は
じ
め
、
そ

れ
ら
を
統
括
す
る
調
整
作
業
部
会
を
立

ち
上
げ
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ヤ

ン
で
、
現
在
、
遺
跡
の
保
存
と
修
復
の

事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
世

界
遺
産
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
大
仏
は
、

2
0
0
1
年
3
月
、タ
リ
バ
ン
に
よ
っ

て
爆
破
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

大
仏
の
前
を
東
西
に
走
る
道
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
道
は
古
く
か
ら
の
交
易
の
道

で
あ
る
と
同
時
に
、
異
文
化
と
の
盛
ん

な
交
流
の
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。
西
方

の
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ア
の

文
化
、
東
方
の
中
国
の
文
化
、
南
方
の

イ
ン
ド
の
文
化
、
そ
し
て
中
央
ア
ジ
ア

諸
国
の
文
化
が
、
こ
の
道
を
通
っ
て
ヒ

ン
ド
ゥ
ク
シ
ュ
山
脈
の
山
中
に
あ
る

バ
ー
ミ
ヤ
ン
に
流
れ
込
み
、
世
界
に
誇

る
見
事
な
文
化
へ
と
結
晶
さ
せ
た
の
で

す
。

　

絵
画
や
造
形
は
仏
教
的
な
モ
チ
ー
フ

を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
画
法
や
様
式
は

極
め
て
国
際
的
な
も
の
で
す
。
互
い
の

宗
教
や
国
の
違
い
を
超
え
て
、
最
高
の

技
術
と
力
量
で
協
働
し
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
あ
の
よ
う
な
芸
術
的
創
造
は
で
き

な
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
何
よ
り
も
大
事
業
を
成
功
に
導
い
た

の
は
、
そ
の
時
代
の
根
底
に
持
続
す
る

平
和
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
西
大
仏
は
高
さ
55

メ
ー
ト
ル
。
下
か
ら
見
上
げ
た
大
仏
の

天
井
に
は
、
見
事
な
壁
画
が
描
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
タ
リ
バ
ン
に
よ
っ
て
、

大
仏
の
体
は
崩
し
落
と
さ
れ
、
壁
画
も

す
べ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

東
大
仏
も
同
じ
運
命
に
遭
い
ま
し
た

が
、
私
た
ち
調
査
団
は
、
こ
れ
ら
を
何

一
つ
残
す
こ
と
な
く
回
収
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
年
の
夏
に
も
、
バ
ー
ミ

ヤ
ン
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
「
若

葉
の
発
芽
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
20
歳

前
後
の
若
者
た
ち
の
活
動
グ
ル
ー
プ

で
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
文
化
を
知
る
た
め

に
、
自
分
た
ち
の
手
で
大
仏
の
前
に
文

化
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
で
も
あ
る
彼
ら
に
と
っ

て
、
そ
れ
は
ま
さ
に
異
教
徒
の
歴
史
を

知
る
こ
と
で
す
。

　

若
い
曇
り
の
な
い
目
で
、
異
質
な
も

の
が
重
な
り
あ
う
豊
か
な
文
化
を
見
つ

め
て
い
け
ば
、
文
化
の
本
質
は
、
個
の

多
様
性
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
と

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
和
構
築
の
第
一
歩
は
、
ま
さ
に
こ

の
認
識
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
は
、
戦
火
の
直

後
、
廃
墟
の
中
で
自
ら
発
し
た
言
葉
を

今
も
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
文
化
が
生
き
残
っ
て
い
れ
ば
、
国

も
ま
た
必
ず
生
き
延
び
る
だ
ろ
う
」

　

多
く
の
国
を
結
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

世
界
遺
産
登
録
が
実
現
す
れ
ば
、
世
界

平
和
へ
至
る
道
の
も
う
一
つ
の
扉
を
確

実
に
開
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ペ
ス
・
モ
ラ
レ
ス
（
メ
キ
シ
コ
）

次世代の世界遺産の新しい概念

イ
コ
モ
ス
副
会
長
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
専
門
委
員
会
メ
ン
バ
ー
。
１
９
９
１
年
か
ら

イ
コ
モ
ス
本
部
執
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
。
専
門
は
都
市
学
。
メ
キ
シ
コ
建
築
の
権
威
者
で
多
く

の
著
作
が
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
国
立
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
大
学
の
建
築
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
教
授
。

２
０
０
１
年
メ
キ
シ
コ
市
に
あ
る
国
立
歴
史
遺
産
・
文
化
人
類
学
研
究
所
の
局
長
と
な
る
。

前ま
え

田だ

耕こ
う
さ
く作

（
日
本
）

バーミヤンの世界遺産と平和

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
監
事
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
研
究
所
所
長
。
和
光
大
学
名

誉
教
授
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
遺
産
保
護
国
際
調
整
委
員
、
日
本
・
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
協
会
の
理
事
な
ど
。名
古
屋
大
学
文
学
部
卒
業
。専
攻
は
ア
ジ
ア
文
化
史
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
復
興
と
文
化
財
の
保
存
・
修
復
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第 2 セッション 世界平和の構築に寄与する世界遺産の特質
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こ
れ
か
ら
の
世
界
遺
産
の

意
義
を
問
う
。

宗
田　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
括

と
い
う
こ
と
で
、
５
人
の
先
生
と
ご
一

緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
今
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
こ
れ

か
ら
の
世
界
遺
産
の
意
義
を
問
う
」
に

つ
い
て
言
え
ば
、
現
在
の
世
界
遺
産
の

多
く
は
持
続
的
な
平
和
の
中
で
、
人
々

が
交
流
し
た
結
果
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
創
造
の
賜
物
な

ん
で
す
ね
。

　

で
も
、
じ
ゃ
あ
世
界
遺
産
が
平
和
を

構
築
す
る
力
に
な
る
か
と
い
う
と
、
こ

れ
は
大
変
難
し
い
課
題
で
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
ア
バ
ロ
ス
先
生
か
ら
お
話

し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

ア
バ
ロ
ス　

記
念
物
や
遺
跡
に
は
、
歴

史
の
過
程
が
重
要
で
す
。
文
化
の
道
も

然
り
で
す
。
世
界
的
に
知
ら
れ
る
文
化

の
道
は
、
歴
史
の
中
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
の
価
値
と
い
う
も
の
を
持
っ

て
い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
遺
産
に
と
っ
て
必
要
な
こ

と
は
評
価
・
保
護
・
保
存
の
措
置
で
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
措
置
も
必
要
で
す
。
さ

ら
に
は
そ
の
過
程
を
管
理
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
戦
略

的
に
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
法
的
な

整
備
、
つ
ま
り
規
制
上
の
整
備
が
必
要

な
の
で
す
。
そ
の
も
と
で
遺
産
を
保
全

し
、
そ
の
価
値
を
全
体
的
な
形
で
見
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

宗
田　

今
日
の
基
調
講
演
で
マ
リ
ア
・

ロ
ー
ザ
先
生
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
「
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
」

で
も
、
ダ
ム
や
高
速
道
路
の
建
設
に
よ

る
破
壊
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
三
重
県
で
も
紀
勢
自
動
車
道

が
建
設
中
で
、
そ
の
影
響
を
懸
念
し
て

い
る
専
門
家
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
開

発
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
も
、
文
化

の
道
の
価
値
と
い
う
も
の
を
理
解
し
、

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
、
大
変
重
要
な

課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
サ
リ
ナ
先
生

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

サ
リ
ナ　

私
は
、
平
和
が
な
け
れ
ば
文

化
の
道
も
存
在
し
な
い
し
、
文
化
遺
産

も
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
文

化
の
道
は
、
町
や
地
域
を
つ
な
げ
る
だ

け
で
な
く
、
人
や
技
術
の
交
流
に
つ
な

が
り
ま
す
。
交
易
の
場
と
な
り
、
文
化

の
橋
渡
し
を
し
ま
す
が
、
最
終
的
に
誰

の
も
の
な
の
か
と
い
う
と
、
誰
の
も
の

で
も
な
い
わ
け
で
す
。
す
べ
て
は
社
会

が
発
展
す
る
た
め
の
資
源
な
の
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
遺
産
は
誰
に
よ
る
遺
産

な
の
か
と
い
う
と
、
私

た
ち
人
間
に
よ
る
遺
産

な
の
で
す
。
平
和
は
人

間
が
創
造
し
う
る
最
も

重
要
な
遺
産
だ
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
私

た
ち
人
類
の
共
通
の
遺

産
と
し
て
、
政
治
の
レ

ベ
ル
ま
で
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

宗
田　

私
た
ち
の
力

で
、
ど
う
や
っ
て
政
治

家
に
平
和
を
伝
え
て
い

く
か
。
今
日
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
も
、
い
ろ
い

ろ
な
議
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
驚
く

べ
き
こ
と
は
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
後
に
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
ま
た
、
奴
隷
ル
ー
ト
の
お

話
は
、
実
は
私
も
今
日
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
私
た
ち
イ
コ
モ
ス
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
文
化
の
道
を
通
じ
て
平
和

を
考
え
て
い
く
。
そ
う
い
う
機
会
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
も
、
今
後
は
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
コ
ン
テ
ィ
先
生
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

コ
ン
テ
ィ　

今
日
の
い
く
つ
か
の
発
表

で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
い
か
に
文
化
の

道
が
人
類
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
新
し

い
課
題
に
対
す
る
発
表
も
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
路
の

例
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
開
発
の
問

題
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
持
続
可

能
な
観
光
の
話
も
出
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め

の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ

ン
も
出
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
的
な
研
究
や
ツ
ー
ル
の
戦
略
と
い

う
話
も
出
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
学
問
的
な
考
え

方
と
、
実
際
の
保
全
や
管
理
に
携
わ
る

人
々
の
間
に
は
、
多
少
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
強

く
感
じ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は

総括セッション

宗
田
先
生
と
５
人
の
皆
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
化
の
道
は
町
や
地
域
を
つ
な
げ
る
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
資
源
だ
と
思
う
。

総括セッション
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国
、民
族
間
で
共
通
の
文
化
遺
産
を
見
出
す

プ
ロ
セ
ス
が
平
和
を
も
た
ら
す
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
な
き
ゃ
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
世
界
遺
産
が
ど
う

世
界
の
平
和
に
貢
献
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
、
い
く
つ
か
の
ア
イ
デ
ア
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
私
が
着
目
し

た
の
は
、
世
界
遺
産
は
重
要
で
あ
る
け

れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
多
様
性
が
文
化
の
エ
ッ
セ

ン
ス
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
の

理
解
を
深
め
れ
ば
、
世
界
遺
産
は
世
界

平
和
の
た
め
に
、
必
ず
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宗
田　

私
も
世
界
遺
産
の
役
割
は
、

も
っ
と
進
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
の
よ
う
な
専
門
家
も
、
従
来
の

よ
う
な
王
侯
貴
族
の
残
し
た
遺
物
を
守

る
と
い
う
役
割
で
は
な
く
、
人
類
が
つ

く
っ
た
も
の
を
人
類
の
た
め
に
受
け
継

い
で
い
く
。
ま
た
は
そ
れ
を
守
っ
て
い

く
こ
と
で
互
い
の
理
解
を
深
め
合
い
な

が
ら
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く

取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

岡
田　

今
、
コ
ン
テ
ィ
先
生
が
「
文
化

の
本
質
は
そ
の
多
様
性
だ
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ

ね
。
そ
の
多
様
な
文
化
と
い
う
も
の
を

理
解
す
る
、
そ
の
た
め
の
ベ
ー
ス
と
な

る
の
が
、
私
は
文
化
の
道
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
い
ろ
ん
な
方
が
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
方
か
ら
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
専
門
と
す
る
西
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
も
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
到
達
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
と
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス

テ
ー
ラ
を
比
較
し
て
、
少
し
お
話
し
て

も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

宗
田　

ぜ
ひ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

岡
田　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
何
を
結
び
つ

け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
大
き

な
疑
問
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
場
合
は
、「
キ
リ
ス
ト

教
の
巡
礼
」と
い
う
明
解
な
コ
ン
セ
プ

ト
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
沿
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
文
化
遺
産
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
も
し
か
し
た
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

場
合
は
、
中
国
の
文
化
と
中
央
ア
ジ
ア

の
先
史
の
遺
跡
と
が
道
で
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
イ
コ
モ
ス
や
世
界
遺
産
条
約

が
果
た
し
て
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
。

そ
う
い
う
議
論
に
ま
で
発
展
し
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
時
代
も
コ
ン

セ
プ
ト
も
違
う
よ
う
な
も
の
が
、単
に

道
で
結
ば
れ
て
い
る
だ
け
で
「
文
化
の

道
」と
言
え
る
の
か
ど
う
か
。そ
の
議
論

は
き
っ
と
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
そ
う
い
う
国
境
や
民

族
や
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
、
お
互
い

が
合
意
を
求
め
て
結
論
を
得
よ
う
と
す

る
そ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
平
和
そ
の

も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

宗
田　

三
宅
生
生
は
ど
う
い
う
お
考
え

を
お
持
ち
で
す
か
。

三
宅　

ま
ず
文
化
の
道
に
つ
い
て
。
大

別
す
る
と
２
つ
の
形
が
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
貿
易
、
外
交
で
成
立
す
る
あ
り
方
。

も
う
１
つ
は
広
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
あ
り
方
。
エ
ジ
プ
ト
の
ゴ
ン

ダ
ー
ル
で
、
日
本
の
石
見
銀
山
（
島
根

県
）、
リ
ス
ボ
ン
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の

３
つ
の
都
市
が
、
銀
の
流
通
を
テ
ー
マ

に
国
際
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
こ
う
い

う
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
交
易
に
よ
る
都
市

間
交
流
と
い
う
の
は
、
非
常
に
わ
か
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
ね
。

宗
田　

そ
う
で
す
ね
。
交
易
す
る
こ
と

で
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
ね
。

三
宅　

え
え
。
次
に
保
存
技
術
の
移
転

に
つ
い
て
。
実
は
ず
っ
と
東
方
正
教
会

の
修
道
院
の
修
復
を
や
っ
て
い
ま
し
て

ね
。
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
世
界
遺
産
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ロ
シ
ア
、

エ
ジ
プ
ト
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と
、
い
ろ
ん

な
国
で
修
道
院
を
修
復
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
に
よ
っ
て
は
保
存
態
勢
が

整
っ
て
い
な
い
。
な
ら
ば
学
校
を
作
ろ

う
と
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
国
際
協
力
で
修

復
の
学
校
を
作
り
ま
し
た
。
ル
ー
マ
ニ

ア
人
が
エ
ジ
プ
ト
人
に
フ
レ
ス
コ
修
復

を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
略

的
な
組
立
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

宗
田　

私
は
、
若
い
頃
か
ら
三
宅
先
生

を
存
じ
あ
げ
て
い
る
ん
で
す
が
、
本
当

に
世
界
の
い
ろ
ん
な
国
を
歩
か
れ
て
い

ま
す
よ
ね
。
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三
宅　

ず
っ
と
現
場
を
や
っ
て
き
て
い

ま
す
か
ら
ね
。
現
場
と
い
う
の
は
コ
ン

フ
リ
ク
ト
（
衝
突
）
の
固
ま
り
な
ん
で

す
。
平
和
を
考
え
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
こ
と
で
す
。
私
の
場
合
は
コ
ン
フ
リ

ク
ト
が
な
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
考
え
る

わ
け
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
根
気
が
第
一
で
す

が
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
開
発
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
示
さ
な
い
と
ね
。
ア
フ

リ
カ
で
は
目
の
前
で
紛
争
が
起
き
た
り

し
て
い
る
け
ど
、「
一
緒
に
直
し
ま
し
ょ

う
。
修
復
を
し
ま
し
ょ
う
。
昔
の
文
化

を
再
興
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
そ
う
い
う

プ
ロ
セ
ス
か
ら
始
め
て
い
く
。
と
っ
て

も
地
道
な
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

を
や
れ
る
人
間
が
必
要
で
ね
。
ま
ず
は

人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
先
決

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗
田　

国
境
を
越
え
て
文
化
遺
産
を
修

復
す
る
活
動
が
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
交

流
を
生
ん
で
い
く
。
平
和
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
人
々
の
社
会
も
安
定
す
る
し
、

そ
こ
か
ら
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　

今
、
こ
の
三
重
県
に
は
熊
野
古
道
が

あ
っ
て
、
こ
れ
を
守
る
会
の
人
々
が
一

生
懸
命
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
姿
に
若
い
方
た
ち
が
触
発
さ
れ
て
、

保
存
修
復
の
活
動
に
参
加
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
中
か
ら
、

ア
フ
リ
カ
に
飛
ぶ
よ
う
な
若
い
人
が
出

て
く
る
と
素
晴
し
い
で
す
よ
ね
。

コ
ン
テ
ィ　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
若
い

世
代
に
向
け
た
、
い
わ
ゆ
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
よ
う
な
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ

計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ま
だ
実

践
に
は
至
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
あ

る
小
さ
な
村
で
の
事
例
は
あ
る
の
で
す

が
、
自
治
体
の
政
権
交
代
が
あ
っ
て
、

新
政
権
で
は
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継

続
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ア
バ
ロ
ス　

キ
ュ
ー
バ
で
は
大
変
興
味

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
な
試

み
の
テ
レ
ビ
番
組
で
す
が
、
毎
週
、
世

界
遺
産
の
あ
る
ハ
バ
ナ
の
周
り
を
歩
こ

う
と
い
う
も
の
で
、
若
い
人
も
子
ど
も

も
こ
の
番
組
を
よ
く
観
て
い
ま
す
。
私

は
、
テ
レ
ビ
を
使
う
の
は
い
い
方
法
だ

と
思
い
ま
す
ね
。

宗
田　

日
本
の
先
生
方
の
ご
意
見
は
い

か
が
で
す
か
。

三
宅　
「
学
生
を
育
て
て
就
職
先
は
あ

り
ま
す
か
」
と
、
よ
く
聞
か
れ
る
ん

で
す
ね
。「
保
存
を
や
り
な
さ
い
」
と
、

若
い
人
た
ち
に
言
う
の
は
簡
単
で
す

が
、
そ
の
先
の
仕
事
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
日
本
の
場
合
は
ち
ょ
っ
と
難

し
い
で
す
ね
。

ア
バ
ロ
ス　

キ
ュ
ー
バ
で
は
建
築
科
の

学
生
の
大
半
は
保
存
作
業
を
選
択
し
ま

す
。
国
の
経
済
的
な
状
況
か
ら
新
し
い

建
物
は
建
て
ら
れ
な
い
の
で
、
自
ず
と

古
い
建
物
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
熱
心

に
な
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
文
化
遺
産
の

仕
事
に
携
わ
る
人
が
、
必
然
と
多
く
な

る
わ
け
で
す
。

サ
リ
ナ　

ス
ペ
イ
ン
に
も
遺
産
の
専
門

家
に
な
る
手
段
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
は
あ
ら
ゆ
る
職
種

に
お
い
て
失
業
率
は
高
い
で
す
。
で
も

20
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
か
な
り
遺
産
の

分
野
に
お
い
て
、
新
し
い
職
が
生
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

岡
田　

若
い
人
へ
の
教
育
に
つ
い
て
、

イ
コ
モ
ス
の
立
場
か
ら
少
し
話
し
ま
す

と
、
我
々
は
専
門
家
の
集
団
と
い
う
こ

と
で
、
あ
ま
り
若
い
人
を
引
き
入
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
し
か

し
、
若
い
人
を
中
心
と
し
た
文
化
遺
産

の
理
念
、
あ
る
い
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
訓
練
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
は
か
な

り
前
か
ら
出
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
昨
年
の
ケ

ベ
ッ
ク
で
の
イ
コ
モ
ス
総
会
で
は
、
若

い
人
た
ち
だ
け
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
企
画
立
案
か
ら
発
表
ま

で
、
す
べ
て
若
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
方
向
に
あ
る

こ
と
は
、
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

会
場　

先
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

で
、
皆
さ
ん
に
は
熊
野
古
道
を
歩
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
感
想
を

持
た
れ
ま
し
た
か
。　

サ
リ
ナ　

そ
う
で
す
ね
、
景
観
も
素
晴

ら
し
く
て
、
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
地
域
の

管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
も
っ

と
欲
し
か
っ
た
で
す
ね
。で
も
、第
一
印

象
と
し
て
は
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

ア
バ
ロ
ス　

科
学
的
・
技
術
的
な
経
験

と
い
う
よ
り
も
、
大
変
美
し
い
精
神
的

な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ィ　

熊
野
古
道
を
歩
い
た
と

言
っ
て
も
、
非
常
に
短
い
も
の
で
し
た
。

で
す
か
ら
意
見
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は

出
せ
ま
せ
ん
が
、
昨
日
の
午
後
の
映
像

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。

　

熊
野
古
道
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
単
な
る

関
与
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
修
復
作
業

に
ま
で
踏
み
込
ん
で
関
わ
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
だ
観
光
に
よ
る
脅
威
は

な
さ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
管
理

計
画
な
ど
も
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

宗
田　

三
重
県
で
は
地
元
の
自
治
体
と

地
域
の
人
が
、
い
ろ
ん
な
勉
強
や
討
議

を
重
ね
て
、「
熊
野
古
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
い
う
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
が
他
県
に
も
広
が
っ
て

い
く
と
、
文
化
の
道
の
意
味
も
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
存
や
管
理
の
プ
ロ
が
生
ま

れ
て
く
る
よ
う
な
教
育
を
我
々
が
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
21
世
紀
の
若
い
人

た
ち
を
教
育
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

立
す
る
力
、
自
分
で
創
業
す
る
力
を
養

わ
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
三
宅

先
生
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

三
宅　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
日
本

は
戦
後
の
高
度
成
長
が
あ
っ
て
、
非
常

に
恵
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
し

て
、
今
、
ま
さ
に
大
き
な
構
造
転
換
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
も

そ
も
保
存
と
か
保
全
が
テ
ー
マ
に
な
る

こ
と
自
体
、
社
会
的
な
変
革
を
意
味
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
こ
は
頑
張

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
田　

さ
っ
き
の
話
の
続
き
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
海
外
へ
行
く
と
い

ろ
ん
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
若
い
人
た

ち
に
も
い
ろ
ん
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ

う
い
う
経
験
を
ど
ん
ど
ん
用
意
し
て
あ

げ
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗
田　

ほ
か
に
ど
な
た
か
ご
意
見
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

コ
ン
テ
ィ　

や
は
り
多
様
性
と
い
う
も

の
が
、
こ
の
文
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
宗
教
的
・
民

族
的
・
文
化
的
な
多
様
性
、
こ
れ
こ
そ

が
平
和
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

ア
バ
ロ
ス　

そ
の
多
様
性
を
共
有
す
る

と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
平
和
の
基
盤
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

サ
リ
ナ　

私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
意
見
で

す
ね
。
遺
産
が
平
和
に
結
び
つ
く
と
思

い
ま
す
。

宗
田　

今
日
の
各
県
の
知
事
の
ご
挨
拶

の
中
で
、
日
本
と
い
う
国
は
文
化
の
伝

播
と
受
容
が
特
徴
だ
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
熊
野
古
道
に
は
、
外
か
ら
い
ろ
ん
な

文
化
が
入
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
す
べ
て

受
け
入
れ
る
寛
容
さ
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
歴
史
を
私
た
ち
は
、
も

う
一
度
思
い
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
こ
か
ら
「
文
化
の
道
」
と
い
う
も
の

の
意
味
を
再
確
認
し
て
、
世
界
の
平
和
、

人
類
の
未
来
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
を
記
念
し

て
、
世
界
遺
産
と
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
。
登
録
10
周
年
の
時
に
も
、
こ
の
よ

う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
で
き
ま
す

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
の
多
様
性
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
、

世
界
平
和
の
基
盤
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
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「平和のための世界遺産」に関する伊勢宣言

2009 年 11 月 1 日採択（暫定日本語訳）

前文
　2009年11月1日伊勢市（日本）において開催された世界遺産シンポジウムでは、世界平和の構築と維持に
対する世界遺産の貢献について研究され、議論がなされた。シンポジウムを通して、このテーマの評価に適
切な事例が紹介され、参加者間で共有された。その結果、世界文化遺産及び世界自然遺産を次世代に伝える
ことは、人類の精神的進歩と幸福に本質的な重要性をもつこと、それゆえ真摯かつ速やかな注意を必要とす
る問題であることが認識された。そして世界遺産は世界平和の構築と維持に貢献することが理解された。特
に、特定のタイプの遺産、たとえば「文化の道」、国境を越えた遺産及びシリアル・ノミネーションは、平
和の構築と維持にとくに大きい潜在的可能性をもっていることが例示された。
　この観点から、平和文化を促進するユネスコの精神にも合致する形で、世界遺産の概念と精神を拡張し、
深化させることが重要かつ必要である。この伊勢会議に出席したイコモス「文化の道」委員会、日本イコモ
ス国内委員会のメンバー 、さらにアルゼンチン、コートジボワール、スペイン、スリランカの各イコモス国
内委員会委員長、そしてオーストラリア、ブルガリア、コスタリカ、スペイン、キューバ、イタリア、ギリ
シャ、イスラエル、メキシコ、パレスチナ、ルーマニア、韓国、米国の各イコモス国内委員会の各代表・メ
ンバーは、世界遺産を共有する地域における平和の構築と維持に向け、種々の困難を乗り越えても努力を続
け、協力していくことが極めて重要であることを認識する。それゆえ我々は、この宣言において以下の５つ
のアクションプランを採択する。

宣言

アクションプラン１

　世界遺産が如何にして世界平和を促進することができ、またすべきであるかについて、 研究するための国際的な研究

グループを立ち上げること。「世界遺産条約の執行のための運用指針」の改定の可能性も活動の視野にいれ、イコモス

の諸運営管理機関にこの研究グループを支援するよう求めること。この研究グループの研究成果は、イコモス現行規則

に従い、これら運営管理機関の了解を得るために提出される。

アクションプラン２

　遺産を共有する条約加盟国の参加を得て、遺産の保存と伝承に対する脅威の除去と、国境をまたぐ遺産の統合的かつ

包括的な、定期的監視と管理の行き届いたメカニズムの開発を促進すること。

アクションプラン３

　「文化の道」のような異文化にまたがる遺産を推奨し、異なる関係者間の相互理解を促進し、人々の関係をより近づ

けることを目的として、かかる遺産の保護を強化すること。

アクションプラン 4

　世界遺産の原理に反しない限りにおいて、紛争原因の一つとしての貧困を減少させることで地域経済に役立つ諸措置

とモデル事業の提案を歓迎し、また責任あるツーリズムを促進すること。

アクションプラン５

　世界遺産条約の加盟国に、世界平和構築に重要な貢献をするであろう「文化の道」とシリアル・ノミネーションを特

定し、包括的な学術的研究の成果を反映する形で推薦するよう勧奨すること。

「平和のための世界遺産」に関する伊勢宣言

「世界遺産国際交流シンポジウム伊勢 2009」の成果として、
参加者全員一致で『「平和のための世界遺産」に関する 
伊勢宣言』が採択されました。その宣言は、日本イコモス
国内委員会理事の河野俊行氏によって、伊勢から世界に 
向けて発信されました。
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Ise Declaration on “World Heritage for Peace” 

Adopted November 1st 2009 Ise City, Japan

Preamble

The World Heritage Symposium held on November 1st, 2009 in Ise City, Japan, studied and discussed the contributions 
World Heritage makes to build and maintain world peace. During the symposium, examples appropriate for the 
verification of this theme were presented and shared among participants. As a result, it was recognized with certainty that 
the transmission of World Cultural and Natural Heritage to future generations is essential to the spiritual progress and 
wellbeing of humankind itself and therefore is an issue that needs serious and urgent attention.  It was also understood 
that World Heritage does contribute to building and maintaining world peace.  In particular, it was illustrated that specific 
types of heritage, such as cultural routes, trans-national and trans-boundary heritage and serial nominations, possess the 
strong potential of contributing to the building and maintaining of world peace.  From this point of view, it is important 
and necessary to expand and deepen the concept and spirit of World Heritage in accordance with the spirit of UNESCO 
that promotes the Culture of Peace.  In recognition of the above, we, the members of ICOMOS CIIC and Japan/ICOMOS, 
as well as the Presidents of the National Committees of ICOMOS from Argentina, Côte d’Ivoire, Spain and Sri Lanka and 
representatives/members from Australia, Bulgaria, Costa Rica, Cuba, Greece, Italy, Israel, Mexico, Palestine, the Republic 
of Korea, Romania and USA as participants of the Ise symposium, recognize the great importance of cooperation, despite 
various challenges, in the efforts toward the building and maintaining of peace in areas that share World Heritage.  We 
hereby adopt the five actions of this declaration:

Declaration

Action 1
To establish an international working group to study further how World Heritage can and should contribute to the 
furthering of world peace, including the possibilities of revising the Operational Guidelines for the Implementation of the 
World Heritage Convention, and to request the international governing bodies of ICOMOS to support this working group 
which following the existing rules will submit its conclusions to them for approval.

Action 2
To encourage the development of mechanisms with the participation of relevant States Parties that share heritage for 
the purpose of removing threats to the conservation and transmission of heritage and ensuring the integrated and 
comprehensive management and monitoring of trans-national heritage.

Action 3
To promote intercultural heritage, such as cultural routes, encourage the understanding among different stakeholders 
and enhance it with the purpose of bringing people closer.

Action 4
To promote responsible tourism of heritage and welcome the proposal of measures and model projects that benefit the 
local economy by reducing poverty, a cause of conflicts, as long as such uses do not contradict the principles of World 
Heritage.

Action 5
To encourage the States Parties to the UNESCO’s World Heritage Convention to identify and nominate for inscription on 
the World Heritage List, cultural routes and serial nominations that make a significant contribution to the establishment 
of world peace in a manner that reflects the outcomes of comprehensive scientific research.

「平和のための世界遺産」に関する伊勢宣言
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熊野古道国際会議を終えて

日本イコモス国内委員会委員長　
前
まえ

　野
の

　　嶤
まさる

　昨 2009 年 10 月 30 日から 11 月３日まで、三重県ではイコモス文化の道国際学

術委員会（CIIC）年次総会を招致して、5 日間の熊野古道国際会議が開催されました。

この会議は、「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録されて５周年を迎えるこ

とから、三重県はもとより、奈良県、和歌山県等の地元、文化庁、日本イコモス国内

委員会等が協力して開催されたものです。

　紀伊山地の熊野古道は、地域を越え、仏教、神道、修験道など異なる宗教をつなぎ、

信仰者や多くの人々の心を鎮める真の道を探る巡礼道です。その周辺の見事な文化的

景観は、豊かな自然環境を損なわず護り続けてこられた林業に携われる方々が、先祖

代々重ねてきた努力の賜物です。その行いはこの参詣道のあり方にとって大変評価す

るべきものであり、尾鷲での国際交流シンポジウムにおいても、あらためて深い感動

を覚えました。

　会議の期間中に、イコモス CIIC のメンバーが、熊野那智大社、花の窟を視察したり、

伊勢神宮を特別参拝した後、山田工作場で式年遷宮の準備を視察し、宇治橋渡始式を

目の当たりにしたことは、我が国の文化的意義を理解するうえでも誠に得難い機会で

した。

　伊勢での国際交流シンポジウムでは、世界平和を築くうえで世界遺産の貢献のあり

方について論議されました。その中で、世界文化遺産と世界自然遺産には、人類が代々

伝え重ねて来た心の糧と技、それを受け継ぐ幸せが込められており、これらの遺産を

次世代に伝えることの重要さが論じられました。

　さらに、これらの文化の中には、国を越え文化や宗教を伝えた歴史的な「文化の道」

があり、友好的交流を進め、相互の文化を理解し尊重するならば、争うことなく平和

の道が築かれるのではとの論議もありま

した。世界遺産というのは人類の築いて

きた得難い文化遺産であり、人類の心の

糧です。それを平和の糧として活かして

いくことは、世界遺産の将来の発展的な

あり方として望ましいと思います。将来

そうした道を、我々はもちろん CIIC のメ

ンバー、さらにはイコモス全体でそのよ

うな道筋をつけていくのであれば、イコ

モスの存在意義はさらに大きいものとな

ります。

　このような世界遺産の存在意義を、熊

野古道国際会議から世界に発信できたこ

とは意義深く、将来にとっても記念すべ

き会議であったと思います。
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世
界
遺
産
の
意
義
か
ら

世
界
の
平
和
を
考
え
る
。

世
界
遺
産
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

伊
勢
2
0
0
9

　

11
月
1
日
に
は
、
伊
勢
市
で
国
際
交

流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
世
界
遺
産
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
伊
勢
2
0
0
9
」
は
、「
こ
れ
か

ら
の
世
界
遺
産
の
意
義
を
問
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
同
実
行
委
員
会
（
イ
コ

モ
ス
文
化
の
道
国
際
学
術
委
員
会
、

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
、
三
重

県
）が
主
催
。
イ
コ
モ
ス
の
グ
ス
タ
ボ
・

ア
ロ
ー
ズ
会
長
、
イ
コ
モ
ス
文
化
の

道
国
際
学
術
委
員
会
の
マ
リ
ア
・
ロ
ー

ザ
会
長
を
は
じ
め
、
世
界
の
道
の
専

門
家
た
ち
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
場
と
な
っ
た
賓ひ
ん
じ
つ
か
ん

日
館

は
、伊
勢
神
宮
に
参
拝
す
る
賓
客
の
休

憩
・
宿
泊
施
設
と
し
て
、
明
治
20
年

に
わ
ず
か
３
ヵ
月
と
い
う
短
期
間
の

工
期
で
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
伝
統

的
な
建
物
で
始
ま
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、実
行
委
員
会
の
前
野
会
長（
日

本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
長
）、
荒
井
奈

良
県
知
事
、
仁
坂
和
歌
山
県
知
事
、

そ
し
て
野
呂
三
重
県
知
事
が
開
催
の

辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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参
加
者
全
員
に
よ
る

平
和
宣
言
を
世
界
に
発
信
。

　

伊
勢
で
の
基
調
講
演
で
は
、
イ
コ

モ
ス
の
ア
ロ
ー
ズ
会
長
が
、
イ
コ
モ

ス
の
あ
り
方
を
通
じ
て
、
世
界
遺
産

の
役
割
と
概
念
に
つ
い
て
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
の
マ
リ

ア
・
ロ
ー
ザ
会
長
は
、
フ
ラ
ン
ス
と

ス
ペ
イ
ン
を
結
ぶ
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
」

（
１
９
９
３
年
世
界
遺
産
登
録
）
で

の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
文
化

遺
産
の
保
存
と
い
う
も
の
は
、
専
門

家
の
力
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
。

政
治
的
な
力
や
経
済
的
な
利
害
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
、
大
学
や
市
民
団
体
、

そ
し
て
イ
コ
モ
ス
に
よ
っ
て
対
応
で

き
る
も
の
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
世
界
平
和
の
構
築

に
寄
与
す
る
世
界
遺
産
の
特
質
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
国
を
代
表
す
る
道
の

専
門
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
発
表
、
事
例
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
成
果
と
し
て
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
『「
平
和
の
た
め
の
世
界
遺

産
」
に
関
す
る
伊
勢
宣
言
』
が
採
択

さ
れ
、
世
界
遺
産
に
つ
い
て
の
重
要

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
伊
勢
か
ら
世
界

に
向
け
て
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
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11
月
２
日
の

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

伊
勢
神
宮
と
山
田
工
作
場
へ
。

　

伊
勢
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
翌
日

（
11
月
２
日
）に
行
わ
れ
た
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
早
朝
に
伊
勢
神
宮
内
宮

へ
の
特
別
参
拝
が
行
わ
れ
、
イ
コ
モ
ス

の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
の
「
式
年
遷
宮
」
に
向

け
て
、
伊
勢
神
宮
で
は
、
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
々
し
い
雰
囲
気
の
中
、
参
拝
を
終
え

た
一
行
は
、
神
宮
司
庁
の
方
に
、
20
年

ご
と
に
社
殿
が
建
て
替
え
ら
れ
る
意

味
な
ど
、
次
々
と
質
問
を
浴
び
せ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
一
行
は
遷
宮
の
ご
用
材
な

ど
を
準
備
し
て
い
る
神
宮
司
庁
山
田

工
作
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
ヒ
ノ
キ
の

香
り
が
漂
う
製
材
所
で
は
、
社
殿
の
柱

等
に
使
わ
れ
る
大
量
の
材
木
が
、
今
か

ら
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た

様
子
で
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
木
材
が

無
駄
な
く
使
え
る
よ
う
に
、
ど
の
社
殿

の
ど
の
部
分
に
使
用
す
る
も
の
な
の

か
、
木
材
の
木
口
に
墨
で
て
い
ね
い
に

書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
工
作
場
の
職

人
を
中
心
と
す
る
集
団
が
、
長
い
歴
史

の
中
で
、
20
年
毎
に

更
新
さ
れ
て
い
く

仕
組
に
驚
嘆
し
て

い
ま
し
た
。
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11
月
3
日
に
は
、

宇
治
橋
の
渡
始
式
を
視
察
。

写真提供／神宮司庁

写真提供／神宮司庁

　

内
宮
の
玄
関
・
五
十
鈴
川
に
か
か

る
宇
治
橋
は
、
俗
界
と
霊
界
と
の
架

け
橋
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
神
様
の

お
引
越
し
」
と
言
わ
れ
る
式
年
遷
宮

に
先
立
っ
て
、
こ
の
宇
治
橋
の
架
け

替
え
も
行
わ
れ
、
11
月
３
日
、
そ
の

渡わ
た
り
は
じ
め
し
き

始
式
が
厳
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
渡
始
式

は
、
古
式
に
の
っ
と
っ
て
、
宇
治
橋

の
守
り
神
・
饗あ
え
ど
は
し
ひ
め
じ
ん
じ
ゃ

土
橋
姫
神
社
に
安
全

を
祈
願
。
橋
に
万ま
ん
ど
ぬ
さ

度
麻
が
納
め
ら
れ

た
後
、
地
元
か
ら
選
ば
れ
た
渡わ
た
り
め女
を

先
頭
に
、
続
い
て
神
宮
関
係
者
や
全

国
か
ら
選
ば
れ
た
親
・
子
・
孫
の
３

代
揃
い
の
夫
婦
な
ど
が
渡
り
ま
し
た
。

　

20
年
に
１
度
の
宇
治
橋
渡
始
式
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
イ
コ
モ
ス

の
文
化
の
道
の
専
門
家
一
行
は
、
こ

う
し
て
５
日
間
の
熊
野
古
道
国
際
会

議
の
公
式
日
程
を
無
事
に
終
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
次
の
目
的
地
に
向
か
っ
て

三
重
の
地
を
離
れ
ま
し
た
。

　

熊
野
古
道
を
守
っ
て
き
た
地
元
の

関
係
者
と
イ
コ
モ
ス
の
専
門
家
と
の

意
見
交
換
。
世
界
遺
産
の
意
義
を
問

い
、
平
和
の
構
築
と
維
持
に
貢
献
す

べ
き
だ
と
ま
と
め
た
「
伊
勢
宣
言
」

採
択
。
熊
野
と
伊
勢
の
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
で
の
交
流
。

　

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
熊
野
古
道
国
際
会
議

は
、
私
た
ち
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。






